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総合学術研究科 総合学術専攻 博士前期課程　博士後期課程

院
学
大
学
大
城
名

修士課程　博士後期課程

修士課程　博士後期課程

修士課程　博士後期課程

修士課程　博士後期課程

修士課程　博士後期課程

 博士課程（4年制）

博士後期課程

博士後期課程

博士前期課程　博士後期課程

博士前期課程

修士課程

修士課程

修士課程

修士課程

修士課程

修士課程

修士課程

博士課程

法学研究科 法律学専攻

農学研究科 農学専攻

都市情報学研究科 都市情報学専攻

修士課程人間学研究科 人間学専攻

理工学研究科 数学専攻

情報工学専攻

電気電子工学専攻

電気・情報・材料・物質工学専攻

材料機能工学専攻

機械工学専攻

交通機械工学専攻

機械工学専攻

社会基盤デザイン工学専攻

環境創造学専攻

建築学専攻

社会環境デザイン工学専攻

薬学研究科 薬学専攻

経営学研究科 経営学専攻

経済学研究科 経済学専攻

修士課程応用化学専攻

修士課程メカトロニクス工学専攻

沿革

名城大学大学院 組織図

昭和29年（1954） 4月 名城大学に大学院商学研究科商学専攻修士課程を設置
昭和40年（1965）12月 名城大学大学院商学研究科を駒方校舎から天白校舎に移転
昭和41年（1966） 4月 名城大学大学院に薬学研究科薬学専攻修士課程を設置
昭和42年（1967） 4月 名城大学大学院に法学研究科法律学専攻修士課程を設置
昭和44年（1969） 4月 名城大学大学院法学研究科法律学専攻に博士後期課程を設置
昭和46年（1971） 4月 名城大学大学院薬学研究科薬学専攻に博士後期課程を設置
昭和48年（1973） 4月 名城大学大学院に農学研究科農学専攻修士課程を設置
昭和51年（1976） 4月 名城大学大学院農学研究科農学専攻に博士後期課程を設置
昭和52年（1977） 4月 名城大学大学院に工学研究科電気工学専攻、土木工学専攻、建築学専攻修士課程を設置
昭和61年（1986） 4月 名城大学大学院工学研究科電気工学専攻を工学研究科電気電子工学専攻に名称変更
平成 2年（1990） 4月 名城大学大学院工学研究科に機械工学専攻修士課程を設置
平成 4年（1992） 4月 名城大学大学院工学研究科機械工学専攻に博士後期課程、工学研究科に建設工学専攻博士課程を設置
平成 5年（1993） 4月 名城大学大学院工学研究科電気電子工学専攻に博士後期課程、工学研究科に数学専攻修士課程を設置

名城大学大学院工学研究科を大学院理工学研究科に名称変更
平成 7年（1995） 4月 名城大学大学院商学研究科商学専攻に博士後期課程、理工学研究科数学専攻に博士後期課程を設置
平成 8年（1996） 4月 名城大学大学院薬学研究科医療薬学専攻修士課程、薬学専攻博士前期課程を設置（薬学専攻修士課程は募集停止）
平成11年（1999） 4月 名城大学大学院都市情報学研究科都市情報学専攻修士課程を設置
平成12年（2000） 4月 名城大学大学院経済学研究科経済学専攻修士課程を設置
平成13年（2001） 4月 名城大学大学院経営学研究科経営学専攻修士課程を設置（商学研究科商学専攻修士課程は募集停止）

名城大学大学院都市情報学研究科都市情報学専攻に博士後期課程を設置
平成14年（2002） 4月 名城大学大学院総合学術研究科総合学術専攻博士前期課程、博士後期課程を設置

名城大学大学院理工学研究科数学専攻、電気電子工学専攻博士前期課程及び、情報科学専攻、材料機能工学専攻、
機械システム工学専攻、交通科学専攻、建設システム工学専攻、環境創造学専攻、建築学専攻修士課程を設置

（理工学研究科数学専攻、電気電子工学専攻、機械工学専攻、土木工学専攻、建築学専攻修士課程は募集停止）
名城大学大学院経済学研究科経済学専攻博士後期課程を設置

平成15年（2003） 4月 名城大学大学院経営学研究科経営学専攻博士後期課程を設置（商学研究科商学専攻博士後期課程は募集停止）
名城大学大学院薬学研究科臨床薬学専攻修士課程及び生命薬学専攻修士課程を設置

（薬学研究科医療薬学専攻修士課程及び薬学専攻博士前期課程は募集停止）
平成16年（2004） 4月

　　　　　　　　　 7月

名城大学大学院法務研究科法務専攻専門職学位課程を設置
名城大学大学院理工学研究科電気電子工学専攻博士後期課程を理工学研究科電気電子・情報・材料工学専攻博士後期課程に、
理工学研究科建設工学専攻博士課程を理工学研究科社会環境デザイン工学専攻博士課程に名称変更
名城大学大学院薬学研究科医療薬学専攻修士課程及び薬学専攻博士前期課程を廃止

平成17年（2005） 5月 名城大学大学院理工学研究科数学専攻、電気電子工学専攻、機械工学専攻、土木工学専攻及び建築学専攻修士課程を廃止
平成18年（2006） 4月 名城大学大学院大学･学校づくり研究科大学･学校づくり専攻修士課程を設置
平成19年（2007）12月 名城大学大学院商学研究科商学専攻修士課程及び博士後期課程を廃止
平成20年（2008） 4月 名城大学大学院理工学研究科情報科学専攻修士課程を情報工学専攻修士課程に名称変更
平成22年（2010） 4月 名城大学大学院薬学研究科臨床薬学専攻修士課程及び生命薬学専攻修士課程を募集停止
平成23年（2011） 4月
　　　　　　　　　 5月

名城大学大学院人間学研究科人間学専攻修士課程を設置
名城大学大学院薬学研究科臨床薬学専攻修士課程及び生命薬学専攻修士課程を廃止

平成24年（2012） 4月 名城大学大学院薬学研究科薬学専攻博士課程（4年制課程）を設置（薬学研究科薬学専攻博士後期課程は募集停止）
平成27年（2015） 1月
　　　　　　　　　 4月

名城大学大学院薬学研究科薬学専攻博士後期課程を廃止
名城大学大学院理工学研究科交通科学専攻修士課程を理工学研究科交通機械工学専攻修士課程に名称変更

平成28年（2016） 4月 名城大学大学院大学・学校づくり研究科大学・学校づくり専攻修士課程を募集停止
平成29年（2017） 4月

　　　　　　　　　 7月

名城大学大学院理工学研究科応用化学専攻修士課程、メカトロニクス工学専攻修士課程を設置
名城大学大学院理工学研究科機械システム工学専攻修士課程を理工学研究科機械工学専攻修士課程に，理工学研究科建設システム工学
専攻修士課程を理工学研究科社会基盤デザイン工学専攻修士課程に名称変更
名城大学大学院人間学研究科人間学専攻修士課程を天白キャンパスからナゴヤドーム前キャンパスに移転
名城大学大学院都市情報学研究科都市情報学専攻修士課程及び博士後期課程を可児キャンパスからナゴヤドーム前キャンパスに移転
名城大学大学院法務研究科法務専攻専門職学位課程を募集停止
名城大学大学院大学･学校づくり研究科大学・学校づくり専攻修士課程を廃止

平成31年（2019） 4月 名城大学大学院理工学研究科電気電子・情報・材料工学専攻博士後期課程を理工学研究科電気・情報・材料・物質工学専攻博士後期課程に
名称変更

令和 2年（2020） 7月 法務研究科法務専攻専門職学位課程を廃止
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　2014年、故 赤﨑勇終身教授・特別栄誉教授、天野浩特別栄誉教授は、青色LED発明の功績が認められ、ノーベ
ル物理学賞を受賞しました。多くの研究者が青色LEDの開発を諦めた中、赤﨑教授らは、窒化ガリウム積層の画期
的な方法を発見し、高品質の窒化ガリウム単結晶の作製に成功。高輝度青色LEDは、20世紀最後を飾る大発明と
なりました。
　また、2019年、吉野彰終身教授が、リチウムイオン電池の開発の功績を認められ、ノーベル化学賞を受賞しました。
吉野教授をはじめとする多くの研究者は、1980年代からリチウムイオン電池の開発に着手していましたが、安全性に
問題があり、実用化まで至りませんでした。その中で吉野教授は、これまでの研究成果の中から、正極にコバルト酸リチ
ウム、負極に炭素材料を使う方法を見出し、現在の原型となるリチウムイオン電池の開発に成功しました。リチウムイオ

ン電池は、モバイルIT革命をもたらし、環境問題にも大きく寄与。新しい社会を実現する可能性を切り開くものとして、世界から注目され続けています。
　いずれの研究も、多くの研究者が開発を諦めていく中で強い信念で取り組みを続け、世界を変えた研究成果により、ノーベル賞受賞に至りました。
　本学は、故赤﨑教授、天野教授、吉野教授のノーベル賞受賞の功績を称えるとともに、学生や地域の方々に3名の研究を通して本学が目指す教育理念を知ってもらうことを
目的として、天白キャンパス校友会館4階に「赤﨑・天野・吉野ノーベル賞記念展示室」を設置しています。展示室内には、スウェーデンストックホルムにあるノーベル博物館に
寄贈されたものと同様の発明品や、ノーベル賞メダルレプリカ、ディプロマ（証書）の複製が展示されており、ノーベル賞や教授らの研究内容を身近に感じることができます。

Meijo University Graduate School

大 学 院 と し て の 取 り 組 み

TOPICS

01 より高く、より深い、学びの世界へ
　大学院では、研究者やハイレベルな実務者として現代と未来の社会で活
躍できるよう、専門的かつ高度な研究に取り組みます。
　最先端の研究施設も豊富に揃っており、学会での論文発表や産学連携に
よる研究も積極的に行われています。

TOPICS

04 社会人入試の実施
　社会人に対し門戸を開き、職業と大学院における研究を両立できるよう便
宜を図っています。昼夜開講制による多様な履修形態で、社会人が学びやす
いよう配慮しています。長期履修学生制度による各人の履修計画に合わせ
た期間・学費の設定をしています。

TOPICS

05 他研究科履修制度
　履修者の興味、教育の幅を広げることに対応するため、全研究科で実施し
ています。

TOPICS

10 他大学大学院との単位互換協定
　本学大学院法学研究科、経営学研究科、薬学研究科は下記の大学院とそ
れぞれ単位互換協定を締結し、実施しております。
　この協定は、各大学院生が他大学院で特別聴講生として学ぶ道を開くも
ので、聴講先の大学院で修得した単位を15単位まで所属する大学院で認定
することができる制度です。（修了として参入される単位数は各研究科で確
認してください。）

関係研究科名 協定する大学院

法　学
研究科

愛知学院大学大学院 法学研究科
中京大学大学院 法学研究科
名古屋経済大学大学院 法学研究科
南山大学大学院 法学研究科

経営学
研究科

愛知大学大学院 経営学研究科
愛知学院大学大学院 商学研究科

経営学研究科
中京大学大学院 経営学研究科
南山大学大学院 社会科学研究科（経営学専攻）
名古屋大学大学院 経済学研究科
名古屋市立大学大学院 経済学研究科

薬学研究科 名古屋大学大学院 医学系研究科

TOPICS

06 長期履修学生制度
　職業等に従事しながら学習を希望する社会人学生の学習機会を一層拡大
する観点から、個人の事情に応じて柔軟に修業年限を越えて履修可能とする
制度を適用しています。

（修士・博士）

TOPICS

02 独立研究科
　本学の独立研究科は、総合学術研究科があり、学際的な文理融合の教育・
研究を行っています。

〈総合学術研究科〉

TOPICS

03 学部学問領域を越えての大学院生の受入
　各研究科では、異分野からの学生の受入を行い、学際的領域の発展をめざ
しています。

TOPICS

08 カーボンニュートラル研究推進機構が
第1回シンポジウムを開催

TOPICS

07 「赤﨑勇賞」大学院生5人に授与
　新たに創設した奨学金制度「赤﨑勇賞」の授与式が、2023年3月6日、
天白キャンパス本部棟で開催されました。式には故赤﨑勇特別栄誉教授の
陵子夫人も出席しました。「赤﨑勇賞」は故赤﨑勇特別栄誉教授が2021年
に受賞した「エリザベス女王工学賞」の賞金を含むご親族からの寄付金を原
資としています。名
城大学大学院には、

「赤﨑勇賞」をはじ
めとする、多彩な奨
学金制度がありま
す（詳細は56ペー
ジ参照）。

  故 赤﨑教授　　　  天野教授　　  　  吉野教授

TOPICS

09 ノーベル賞候補者による特別シンポジウム開催
　2023年3月15日、天白キャンパスで東北大学との共催による特別シン
ポジウムを開催しました。いずれもノーベル賞候補とされる本学の飯島澄男
終身教授、大同特殊鋼株式会社顧問で本学カーボンニュートラル研究推進
機構の佐川眞人シニアフェロー、東北大学の大野英男総長がパネリストとし
て登壇し、「大変革時代を生き残るモノづくり、ヒトづくりとは」をテーマに大
学と産業界の未来について熱く語り合いました。
　佐川シニアフェローは若い研究者に向け「10年後のニーズを考えて研究
テーマを探してほしい」、飯島終身教授は「自分の得意な分野、技術を持って
研究に挑んでほしい」と訴え、大野総長からは「日本の大学も世界を相手にし
た枠組みづくりを意識していかなければならない」との認識が示されました。
この日は、教職員や学生、企業関係者ら約330人が耳を傾け、メディアも7
社が取材に訪れました。

飯島終身教授、大野総長、佐川シニアフェロー 約330人が聴講しました。企業関係者も多数来場しました。

「エリザベス女王工学賞」の
トロフィーと故赤﨑特別栄誉教授

「赤﨑勇賞 授与式」で記念撮影に収まる
出席者（受賞者1名は国際会議のため欠席）

　本学が2022年4月に立ち上げた「カーボン
ニュートラル研究推進機構」の第1回シンポジウムが
2022年10月10日オンラインで開催されました。
研究推進機構の名誉顧問を務める吉野彰終身教授
による「カーボンニュートラル社会の実現に向けて」
をテーマとした講演や「専門知と総合知によるブレイ
ク・スルーを目指して」と題したパネルディスカッショ
ンが行われ、約300人が視聴しました。吉野終身教
授は「社会人になったらカーボンニュートラルの問題
が必ずつきまとう。カーボンニュートラルに対して学
生たちはどこまで真剣に議論できたかが重要になっ
てくる」と強調しました。
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各研究科としての取り組み

■2つのコース制
　経営学研究科では、「経営学・ものづくりシステムコース」と「会計学・ファイナン
スコース」の2つのコース制をとっております。
　「経営学・ものづくりシステムコース」では、わが国の「ものづくり」の特性を理解
し、現場で発生する実践的課題の解決、経営システムの設計・改善能力の育成など
に貢献できる人材の育成に努めています。
　「会計学・ファイナンスコース」では、高度職業会計人（会計士・税理士）養成や、今
後一層重要性を増していくファイナンス領域の諸問題について、理論的実践的に
対応できる人材の育成に努めています。

■学部・大学院5年修了プログラム
　経営学研究科では、優秀で意欲ある学生に早期より高度な専門教育を提供し、
学部4年間+大学院1年間で学士に加え修士号まで取得できる制度を導入してお
ります。

経営学研究科

■社会とつながる専門性
　現代社会の困難な問題に取り組む研究者を養成します。社会人として博士論文
に取り組む人も歓迎します。また、税理士を志望する院生のために、特に科目を充
実させています。さらに、公務員や司法書士として活躍する人もいます。夜間（6
限）及び土曜日にも、科目を開講しています。特に行政書士については、日本行政
書士連合会との合意に基づき、毎年、科目等履修生として受け入れ、司法研修の場
を提供しています。

法学研究科

■特徴ある３専修分野
　経済学研究科では、修士課程・博士後期課程ともに、「理論経済・経済史分野」「経
済政策分野」「現代産業構造分野」の3専修分野の中から一つの専修分野を定め、
その分野に属する科目を担当する教員を指導教員として優れた論文の作成をめ
ざしています。
　また、大学院生よる研究発表会を開催しています。所属する専修分野以外の教
員や他の大学院生からもさまざまな質問・指摘を受けることで、自らの研究を客観
的にとらえ直し、視野を広げる契機となっています。同時に、公の場で活発な議論
を交わし、さまざまなチャレンジを受けることが、研究者としての一歩を踏み出す
ための成長のばねになっています。

経済学研究科

■次世代LEDの開発を行う共同研究センター
　2011年3月に竣工した「科学技術創生館」（地上3階建て）の1階スペースにて

「LED共同研究センター」が研究を推進しています。
　名城大学は青色発光ダイオード（LED）を世界で初めて開発、実現させた、
故 赤㟢勇終身教授・特別栄誉教授の研究グループの窒化物半導体関連の研究
を強みとしています。LED共同研究センターでは、LEDに関する新たな研究開発
を進める活性の場として、民間企業や公設研究機関との共同研究を遂行し、地域
産業の活性に貢献できる拠点として活動しています。

理工学研究科

■「自然と人間の共生」をテーマに学際的研究を推進
　総合学術研究科では、教員と大学院生が一緒になって文理融合の教育・研究を
実施しています。春季・秋季に開催される総合コアプログラムでは、専任教員・外部
講師の講演、大学院生の研究発表等を行っています。学外研究機関と連携した三
河湾での海洋環境調査実習や、2001年ノーベル化学賞受賞者の野依良治客員
教授を招いての野依セミナーを毎年行うなど、様々な体験と議論を通して高度な
教養と思考力・研究力を身につけた人材の育成に取り組んでいます。

総合学術研究科
■「研究活動の更なる国際化をめざして」
　農学研究科は、近年アジア地域の大学と積極的に学術交流を進めています。
2010年以降、本研究科はタイのキングモンクット工科大学トンブリ校（KMUTT）
生物資源工科研究科、中国の三峡大学化学生命科学院、インドネシアのブラウィ
ジャヤ大学数理自然科学部の３校と学術交流協定を締結しました。

農学研究科

■「名古屋大学医学部・大学院医学系研究科との学術交流」
への取り組み

　医薬統合を目指す教育研究にも積極的に取り組み、2012年３月に名古屋大学
医学部・大学院医学系研究科と学術交流に関する協定書を締結しました。具体的
な取り組みとして、2013年度から、研究科相互の講義の開放、研究指導の実施な
ど、薬学生と医学生とが共に学ぶ環境を整備し、医学のマインドを持った薬学研究
者の育成を推進しています。

薬学研究科

■サービスサイエンスを志向する都市科学研究
　都市情報学研究科は、「社会システム学」「都市創造学」の2つの専修分野から
構成され、サービスサイエンスの観点を取り入れた、新しい時代の理想的な都市
社会を創造するエキスパートの養成を目的としています。都市情報学研究科での
新たな学びを通して、既存の方法では解決しない問題を、AIを含む革新的な技術
及びデータサイエンス手法等で解決する能力や、異分野で開発された解決策を
創造的にアレンジし適用する能力を培い、大学院修了後の社会実践力を養成して
まいります。

都市情報学研究科

■実体験を通した高度のコミュニケーション能力の養成を目
指す人間学研究の促進

　人間学研究科では、「心理系」「社会・教育系」「国際・コミュニケーション系」
の３領域で学んだ研究手法を、コミュニケーション特別演習や学外語学研修の研
修先での実体験に応用して、さらに高度なコミュニケーション能力を体得すること
ができます。そのため、海外で活躍したい方、公務員を目指す方にも最適な教育
課程になっています。

人間学研究科
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総合学術研究科

名 城 大 学
大 学 院 ガイド

2 0 2 3

Graduate School of Environmental and Human Sciences

総合学術研究科の人材養成目的・その他教育研究上の目的

総合学術研究科は、自然と人間、環境問題と科学技術のあり方に関する学際的研究を通じて、
高度専門職業人と優れた研究者の養成を目的とする。

総合学術研究科総合学術専攻博士前期課程において、原則として2年以上在学し修了に必要な30単位以上を修得した上
で、所定の修士論文の審査に合格し、本学の立学の精神及び研究科の目的にもとづき、自然・環境科学分野では、化学・生物・
環境関連の研究を通して、人間科学分野では、心理学・生命科学関連の研究を通して、次の資質・能力を身につけた学生に対し
て、修士(学術）の学位を授与します。

①専門分野の知識及び倫理観を身につけ、自然と人間の共生に関わる諸問題を深く考察し、公正な判断をすることができ
る。

②専門分野の研究能力を有し、社会における諸問題の解決のために能力を活用できる。
③生涯にわたって自らの技能を高め、社会の構成員として協働する能力を身につけている。

総合学術研究科総合学術専攻博士前期課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を学生が身に
つけるために、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、化学・生物・環境・心理・生命分野の専門知識の修得を目指す「専門コア科目群」を配置する。授業科目
の選定にあたっては、学生が自らの研究計画にもとづいて適切な科目履修を行うことができるように、指導教員が順次
性や授業形態等を考慮した履修指導を行う。

②リサーチワークでは、指導教授が一貫かつ継続的で、個別的な研究指導を行う「特別研究」により、特定テーマに関する
研究活動を深め、専門分野の研究方法と自然と人間の共生の理念に沿った倫理観を身につけた人材を養成する。

③少人数・双方向性を確保した授業形態をとり文理融合に重点をおいた「総合コア科目群」により、自然科学・人間科学の両
面から総合的に探究するための基礎知識、探究する態度と方法、討論とプレゼンテーションの技能を育成する。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準にもとづき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文につい
ては、総合学術研究科博士前期課程の学位論文審査基準にもとづき審査する。また、指導教員と副指導教員からなる論
文指導委員会が、学生の進路や関心にもとづいた個別指導を行うことにより、個々の達成度と自身の進路や関心に沿っ
た自主的な学びを促進することができるようにする。

総合学術研究科総合学術専攻博士前期課程は、本研究科の理念・目的を理解し、次のような資質・能力を身につけている人を
受入れます。

①化学系、生物系、環境科学系、心理系、健康科学系、生命科学系のいずれかの分野の基礎知識をもとに探求する能力を身
につけている。

②従来の学問分野の枠を超えたより幅の広い視野から自然や環境問題、人間の幸福・生きがいを追求したいという目的意
識と、
1.化学・生物・環境分野の研究に取り組み、その専門性を活かして社会で活躍したいという意欲
2.人間・社会・心の問題の研究に取り組み、その専門性を活かして社会で貢献したいという志
を持っている。

③大学院在学中だけでなく、修了後も、社会及び学問の発展に貢献するため、生涯にわたって自主的・継続的に研究を続け
る意志がある。

【 博 士 前 期 課 程 】 ○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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総合学術研究科総合学術専攻博士後期課程は、本研究科の理念・目的を理解し、次のような資質・能力を身につけている人を
受入れます。

①化学系、生物系、環境科学系、心理系、健康科学系、生命科学系のいずれかの分野の専門的知識を有していて、高度な研
究を行う能力を身につけている。

②従来の学問分野の枠を超えたより幅の広い視野から自然や環境問題、人間の幸福・生きがいを追求する強い目的意識と、
1.化学・生物・環境分野で高度な学術研究を行い、科学・技術の発展に貢献したいという意欲
2.人間・社会問題を深く探求・考察する学術研究を行い、社会の発展に寄与したいという志
を持っている。

③大学院在学中だけでなく、修了後も、社会及び学問の発展に貢献するため、生涯にわたって自主的・継続的に研究を続け
る意志がある。

【 博 士 後 期 課 程 】
総合学術研究科総合学術専攻博士後期課程において、原則として3年以上在学し、専修科目について研究指導を受け、修了
に必要な20単位以上を修得した上で、所定の博士論文の審査及び最終試験に合格し、本学の立学の精神及び研究科の目的
にもとづき、自然・環境科学分野では、物質・生物・環境領域の高度な専門的研究を通して、人間科学分野では、心理・生命科学
領域の高度な専門的研究を通して、次の資質・能力を身につけた学生に対して、博士(学術）の学位を授与します。

①専門分野の高度な知識及び高い倫理観を身につけ、自然と人間の共生に関わる諸問題を学術的な観点から深く考察し、
公正な判断をすることができる。

②専門分野の高度な研究能力を有し、社会における諸課題を発見してその解決に向けた創造的な研究活動を自立して遂
行できる能力を身につけている。

③生涯にわたって自らの技能を高め、社会の構成員として協働する能力を身につけている。

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

総合学術研究科総合学術専攻博士後期課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を学生が身に
つけるために、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、物質・生物・環境・人間・生命の各分野における高度な専門知識を身につけるための「セミナー」を配置
する。学生が自らの研究計画にもとづいて適切な科目履修を行うことができるように、指導教員が履修指導を行う。

②リサーチワークでは、指導教授が一貫かつ継続的で、個別的な研究指導を行う「特殊研究」により、物質・生物・環境・人間・
生命の各分野における高度な学術研究を行い、段階を追った博士論文の作成を指導する。これらを通して、専門分野の
高度な研究方法と自然と人間の共生の理念に沿った高い倫理観を身につけ、自然と人間の共生を具体化できる専門的
職業人・研究者を養成する。

③少人数・双方向性を確保した形態で文理融合に重点をおいた中間発表会を行うことにより、討論とプレゼンテーションの
技能を育成するとともに、自然科学・人間科学両面にわたる学術的な観点から公正な判断ができる能力の向上を図る。
学会、シンポジウム等に積極的に参加することを推奨することにより、将来の進路に向けた能力と意欲の涵養を図るとと
もに、他の研究者と共同で研究を行う等学術上の交流を行うために必要なコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準にもとづき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文につい
ては、総合学術研究科博士後期課程の学位論文審査基準にもとづき審査する。また、指導教員と副指導教員からなる論
文指導委員会が、学生の進路や関心にもとづいた個別指導を行うことにより、個々の達成度と自身の進路や関心に沿っ
た自主的な学びを促進することができるようにする。

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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　総合学術研究科は「自然と人間の共生」を理念にして、そのための学問を創設することを目的とし
ています。
　細分化された専門分野の枠を超えたより広い視野から自然や環境問題、人間の幸福・生きがいを
追求する文理融合型の研究科です。
　総合学術研究科は学部を持たない独立研究科で、学生は、理工学部・薬学部・農学部・人間学部・法
学部・経済学部など多様な学部の卒業生で構成されています。また、多くの社会人入学者を受け入
れています。
　教育課程においては、総合学術研究科の理念を実現するために、「自然・環境科学」と「人間科学」
という二つの総合的専修分野を開設し、両専修分野にわたって特論科目を履修する制度や、主およ
び副指導教員制による専門的かつ学際的な教育・研究指導を実施しています。
　また、連携講座を設けるなど学外研究機関と協力し、教育・研究を活性化させる試みを実施してい
ます。
　「自然と人間の共生」の学問を創造するために、教員と学生が一緒になって文理融合の教育研究
に参画しています。特に年２回のセミナー（総合コアプログラム）を開き、専任教員による講演、外部
講師による講演や、博士前期・後期課程学生の研究発表等を行っています。
　学生の研究教育指導の特徴としては、入学直後における研究計画書の作成、研究指導報告書お
よび研究経過報告書の作成、春季・秋季総合コアプログラムでの発表、学位論文指導委員会での議
論等、きめ細かな指導を行っています。

「自然と人間の共生」をテーマに
学際的研究を推進

※しおさい（国土交通省所属　写真提供：三河港湾事務所）

　学術と科学技術の調和の取れた総合的な発展には、大学と試
験研究機関がそれぞれの特性を踏まえながら、関連分野におい
て適切な競争的環境を維持促進しつつ、効果的に連携・協力を
図る必要があります。本研究科では、愛知県水産試験場と連携
し、三河湾における観測および海洋環境等に関する学外授業を
実施しています。この授業は、｢生物集団システム論特論｣の一
環として、沿岸海洋資源構造学、環境学および干潟生態学につ
いて展開されています。

海洋実習の実施

トピックス

総 合 学 術 研 究 科
Graduate School of Environmental and Human Sciences
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総合学術 専攻
博士前期課程・博士後期課程

　本研究科は「自然と人間の共生」という理念のもとに総合的な教育・研究を行い、「学際的な新しい学問体系」の確立を推進していきます。

　「自然と人間の共生」を考究するために、その基盤となる「自然」「環境」「人間」「生命」の4つの要素を体系的に学べるよう、「自然・環境科学」と「人
間科学」の2つの専修分野を基盤に置いています。
　加えて、異なる分野の研究方法を総合的に学習することを通して、新しい研究分野を開き、新たな理論を構築する創造的能力を養うための幅広い
教育課程を配置しています。

　総合学術研究科には、2001年にノーベル
化学賞を受賞された野依良治先生が客員教授
として所属されています。年に1度、野依先生
に来学していただき、講演やスクール形式等で
セミナーを実施しています。セミナーは、文系・
理系、学部生・大学院生を問わず参加でき、ノー
ベル賞受賞者と参加者とが意見交換すること
ができる、大変貴重な機会となっています。

〜「自然・環境・人間・生命」の融合〜

〜幅広い教育 課 程の編成〜

総合学術研究科「野依セミナー」を開催

学 際 的 研 究 の 推 進

文系・理系融合型カリキュラムの編成

トピックス

博 士 前 期 課 程

博 士 後 期 課 程

カリキュラム

総合コア
総合学術特論Ⅰ
総合学術特論Ⅱ

心理学
社会科学特論
人間学特論
人格発達心理学特論
健康心理学特論
人間行動学特論
社会心理学特論
老年心理学特論
カウンセリング論特論
心理学特別研究

物質・環境科学
物質・環境科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
物質・環境科学セミナーⅠ〜Ⅳ

生物・環境科学
生物・環境科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
生物・環境科学セミナーⅠ〜Ⅳ

心理学
人間・社会科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
人間・社会科学セミナーⅠ〜Ⅳ

生命科学
生命科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
生命科学セミナーⅠ〜Ⅳ

生命科学
薬効解析学特論
健康行動学特論
身体運動科学特論
生体機能制御学特論
遺伝子情報解析学特論
長寿科学特論
生命科学特別研究

関連授業科目
多文化共生論特論
文化社会学特論

物質・環境科学
物質情報学特論
分子設計化学特論
環境調和型化学反応論特論
環境システム論特論
生態機能科学特論
物質・環境科学特別研究

生物・環境科学
海洋資源構造学特論
生物情報学特論
資源生物機能学特論
生物集団システム論特論
生物・環境科学特別研究

博 士 前 期 課 程 博 士 後 期 課 程

教   員 五十音順

衣 斐  大 祐
生体機能制御学特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
生命科学特別研究

景 山  伯 春
生物情報学特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
生物・環境科学特別研究

加 藤  幸 久
健康行動学特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
生命科学特別研究

香 村  恵 介
身体運動科学特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
生命科学特別研究

志 村  ゆ ず
老年心理学特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
心理学特別研究

神 藤  定 生
生態機能科学特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
物質・環境科学特別研究

伊 藤  康 児
人間・社会科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
人間・社会科学セミナーⅠ〜Ⅳ

景 山  伯 春
生物・環境科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
生物・環境科学セミナーⅠ〜Ⅳ

加 藤  幸 久
生命科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
生命科学セミナーⅠ〜Ⅳ

志 村  ゆ ず
人間・社会科学セミナーⅠ〜Ⅳ

鈴 木  茂 廣
生命科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
生命科学セミナーⅠ〜Ⅳ

田 中  義 人
生命科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
生命科学セミナーⅠ〜Ⅳ

日 比 野  隆
物質・環境科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
物質・環境科学セミナーⅠ〜Ⅳ

和 田  実
人間・社会科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
人間・社会科学セミナーⅠ〜Ⅳ

鈴 木  茂 廣
身体運動科学特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
生命科学特別研究

田 中  義 人
遺伝子情報解析学特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
生命科学特別研究

日 比 野  隆
環境システム論特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
物質・環境科学特別研究

平 松  正 行
生体機能制御学特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
生命科学特別研究

和 田  実
社会心理学特論
総合学術特論Ⅰ・Ⅱ
心理学特別研究

Division of Environmental and Human Sciences

総 合 学 術 研 究 科
Graduate School of Environmental and Human Sciences
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法学研究科

名 城 大 学
大 学 院 ガイド

2 0 2 3

Graduate School of Law

法学究科の人材養成目的・その他教育研究上の目的

法学研究科は、変動する国内外の法的・政治的分野及びその交錯する分野に関して、
規範と実践の両面から研究または実務を行う人材の養成を目的とする。

【 修 士 課 程 】

法学研究科　法律学専攻　修士課程は、本学の立学の精神と、本研究科の人材養成目的である「変動する国内外の法的・政治
的分野及びその交錯する分野に関して、規範と実践の両面から研究または実務を行う人材の養成」という観点に基づき、次の
資質・能力を身につけ、所定の修士論文の審査に合格した学生に、修士（法学）の学位を授与します。

①法学・政治学研究者、準法曹又は高度専門職業人として活動するために必要とされる専門的知識を修得し、高い倫理観を
身につけ、批判的精神と創造的な構想力に裏づけられた多角的な視点から、綿密で公正な考察を行うことができる。

②判例及び学説の展開又は昨今の政治情勢を踏まえた各種情報を適切かつ迅速に把捉する技能を身につけるとともに、現
代社会に生じる多様な社会問題を正確な法的・政治的知識を駆使して科学的に説明しつつ、規範や歴史的経験によって根
拠づけられた説得的な議論を展開することによって、民主的な合意形成に寄与することができる。

③社会や組織の構造を理解し、その構成員として多様な役割を果たすことができるように、生涯にわたって自律的に探究す
る能力と協働する能力を身につけている。

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

法学研究科　法律学専攻　修士課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身につけさせるた
め、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、専門分野に関する精深な学識ならびに諸外国の理論及び制度又は隣接する学問分野等に関する知見
を修得し、国内外の学術文献を正確に読解する力、優れた論理的思考力、公正な判断力及び高い倫理性等を身につけるこ
とができるように、各専修分野に関する「研究科目」を配置する。授業科目の選定にあたっては、学生が自らの研究計画に
基づいて適切な科目履修を行うことができるように、指導教員が順次性や授業形態等を考慮した履修指導を行う。

②リサーチワークでは、指導教員が一貫かつ継続的で、個別的な研究指導を行う「研究指導科目」により、修士論文作成に必
要となる多角的な発想を養い、社会の変化に敏感でありつつも一貫して真理を探究する姿勢を身につけさせ、社会との間
で望ましい知の循環を実現しうる法学・政治学研究者、準法曹又は高度専門職業人を養成する。

③少人数・双方向性を確保した授業体制の下、プレゼンテーションやクリティカルな討論を積極的に取り入れ、課題発見能力
を修得できる能動的学修を実施する。これに加え、学会、シンポジウム及び研究会等に積極的に参加することを推奨する
ことにより、将来の進路に向けた能力と意欲の涵養を図りつつ、専攻分野等の研究者と共同で研究を行う等学術上の交流
を行うために必要なコミュニケーション能力を涵養する。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基づき、学修成果に対する厳格な成績評価と単位認定を行う。
学位論文の審査については、法学研究科法律学専攻修士課程の学位論文審査基準に基づき客観的に審査する。また、指
導教員が、学生の進路や研究関心に基づいた個別指導を行うことにより、個々の達成度と自身の進路や関心に沿った自律
的な学びを促進することができるようにする。

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

法学研究科　法律学専攻　修士課程は、本研究科の教育理念・教育目標を理解し、学部又は大学院（修士・博士前期課程）の教
育課程等における学修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受け入れます。

①学修の基礎となる法学又は政治学に関する知識を、十分に身につけている。
②専攻する科目に対して強い知的好奇心をもっていることはもとより、幅広い専門分野に関心をもちつつ、社会に貢献する

志をもつ。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、社会及び学問の発展に貢献するため、生涯にわたって自律的に研究を続ける意欲が

ある。

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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法学研究科　法律学専攻　博士後期課程は、本研究科の教育理念・教育目標を理解し、学部又は大学院（修士・博士前期課程）
の教育課程等における学修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受け入れます。

①法学又は政治学に関する学術研究を行う十分な素養を身につけている。
②専攻する科目に対して自ら学術研究を行う意思をもっていることはもとより、幅広い学問分野に関心をもちつつ、学術研

究等を通じて社会に貢献する志をもつ。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、学問及び学問を通じた社会の発展に貢献するため、生涯にわたって職業的あるいは

自律的に研究を続ける意欲がある。

【 博 士 後 期 課 程 】

法学研究科 法律学専攻 博士後期課程は、本学の立学の精神と、本研究科の人材養成目的である「変動する国内外の法的・政
治的分野及びその交錯する分野に関して、規範と実践の両面から研究または実務を行う人材の養成」という観点に基づき、次
の資質・能力を身につけた学生に博士（法学）の学位を授与します。

①法学・政治学研究者又は高度専門職業人として活動するために必要とされる高度で専門的な知識と高い倫理観を身につ
け、法学及び政治学の深奥に自ら踏み込み、学術的な見地から意義ある課題を自ら設定し、 幅広い視野、批判的精神及び
創造的な構想力をもって、多角的な視点から綿密な探究を行うことができる。

②国内外の判例及び学説の展開又は昨今の政治情勢を踏まえた各種情報を適切かつ迅速に探索する技能を身につけ、多様
な社会的問題に取り組み、深い洞察力に基づいて科学的に説明し、規範や歴史的経験によって根拠づけられた説得的な
議論を展開することによって、社会の発展に寄与することができる。

③社会や組織の構造を理解し、多様かつ専門的な役割を果たすことができるように、生涯にわたって自律的に探究する能力
と協働する能力を身につけている。

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

法学研究科 法律学専攻 博士後期課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身につけさせるた
め、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、専門分野に関する精深な学識ならびに諸外国の理論及び制度又は隣接する学問分野等に関する知見
を修得し、国内外の学術文献を正確に読解する力、優れた論理的思考力、公正な判断力及び創造的な構想力、高い倫理性
等を身につけることができるように、各専修分野に関する「特殊研究科目」を配置する。授業科目の選定にあたっては、学
生が自らの研究計画に基づいて適切な科目履修を行うことができるように、指導教員が順次性や授業形態等を考慮した
履修指導を行う。

②リサーチワークでは、指導教員が一貫かつ継続的で、個別的な研究指導を行う「特殊研究指導科目」により、博士論文作成
に必要となる多角的な発想を養い、社会の変化に敏感でありつつも一貫して真理を探究する姿勢を身につけさせ、社会と
の間で望ましい知の循環を実現しうる法学・政治学研究者又は高度専門職業人を養成する。

③少人数・双方向性を確保した授業体制の下、プレゼンテーションやクリティカルな討論を積極的に取り入れ、課題発見能力
を修得できる能動的学修を実施する。これに加え、学会、シンポジウム及び研究会等に積極的に参加することを推奨する
ことにより、将来の進路に向けた能力と意欲の涵養を図りつつ、専攻分野等の研究者と共同で研究を行う等学術上の交流
を行うために必要なコミュニケーション能力を涵養する。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基づき、学修成果に対する厳格な成績評価と単位認定を行う。
学位論文の審査については、法学研究科法律学専攻博士後期課程の学位論文審査基準に基づき客観的に審査する。ま
た、指導教員が、学生の進路や研究関心に基づいた個別指導を行うことにより、個々の達成度と自身の進路や関心に沿っ
た自律的な学びを促進することができるようにする。

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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　法律学専攻に修士課程と博士後期課程を設けています。修士課程では高度な研究・実務能力を養成

し、また、博士後期課程では研究者育成のため、より深遠な学識を養うことを目標に「憲法学」「行政法

学」や「民法学」、さらには「政治学」に至る各専修分野（次頁参照）で教育研究指導を展開しています。

　地方自治法・国際法・民法・企業法・民事手続法などの高度な専門性を身につけ、公務員や司法書士と

して活躍する先輩もいます。

　税理士志望者や実務上のキャリア・アップのニーズに対応するため、「租税法学」の各科目において、

租税法に関する授業を開講し、丁寧な研究指導を行い、実務家教育にも力を入れています。

高度な研究能力・
実務能力を養成

法 学 研 究 科
Graduate School of Law

Meijo University Graduate School Guide 2023
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法 学 研 究 科
Graduate School of Law

法律学 専攻
法学研究科（修士課程・博士後期課程）

　本研究科では、セメスター制度を採用し、学生の研究目的に応じた授業科目を配置することによって、幅広
く高度な専門知識を修得できるよう、カリキュラム上の配慮を行っています。また修士課程1年生から指導教
授を決定し、研究上のきめ細かい指導が行えるような体制を整えています。さらにハワイ大学ロースクールや
中国の清華大学、韓国高麗大学との間に学術交流協定を締結し、定期的に研究者を招聘しています。なお、こ
の地区の愛知学院大学・中京大学・名古屋経済大学・南山大学の各大学院法学研究科とは単位互換協定を締
結することによって、大学院生の学習、研究上の便宜を図っています。

　博士後期課程においては、30名（課程博士）、
修士課程においては900余名を社会に送り出し、
学界、法曹界をはじめ、各界で活躍しています。

　本研究科は日本行政書士連合会との交流を
進めており、その一環として多くの科目等履修
生を受け入れています。

多くの課程博士を輩出 行政書士会との交流

幅 広 く 高 度 な 専 門 知 識 を 習 得 で き る 体 制 と 環 境

トピックス

修 士 課 程

博 士 後 期 課 程

カリキュラム

憲法学
憲法Ⅰ（統治機構）
憲法Ⅱ（人権保障）
憲法Ⅲ（憲法訴訟）
憲法Ⅳ（比較憲法）
憲法Ⅴ（多文化共生）
公法研究指導Ⅰ
公法研究指導Ⅱ

憲法学
憲法特殊研究Ⅰ
憲法特殊研究Ⅱ
憲法特殊研究Ⅲ
憲法特殊研究Ⅳ
憲法特殊研究Ⅴ
憲法特殊研究指導Ⅰ
憲法特殊研究指導Ⅱ
憲法特殊研究指導Ⅲ

行政法学
行政法特殊研究Ⅰ
行政法特殊研究Ⅱ
行政法特殊研究Ⅲ
行政法特殊研究Ⅳ
行政法特殊研究Ⅴ
行政法特殊研究指導Ⅰ
行政法特殊研究指導Ⅱ
行政法特殊研究指導Ⅲ

国際法学
国際法特殊研究Ⅰ
国際法特殊研究Ⅱ
国際法特殊研究Ⅲ
国際法特殊研究Ⅳ
国際法特殊研究指導Ⅰ
国際法特殊研究指導Ⅱ
国際法特殊研究指導Ⅲ

刑事法学
刑事法特殊研究Ⅰ
刑事法特殊研究Ⅱ
刑事法特殊研究Ⅲ
刑事法特殊研究Ⅳ
刑事法特殊研究Ⅴ
刑事法特殊研究指導Ⅰ
刑事法特殊研究指導Ⅱ
刑事法特殊研究指導Ⅲ

刑事法学
刑事法Ⅰ（刑法理論）
刑事法Ⅱ（刑法判例）
刑事法Ⅲ（刑事訴訟法）
刑事法Ⅳ（刑事政策）
刑事法Ⅴ（現代刑事法）
公法研究指導Ⅰ
公法研究指導Ⅱ

民法学
民法特殊研究Ⅰ
民法特殊研究Ⅱ
民法特殊研究Ⅲ
民法特殊研究Ⅳ
民法特殊研究Ⅴ
民法特殊研究Ⅵ
民法特殊研究指導Ⅰ
民法特殊研究指導Ⅱ
民法特殊研究指導Ⅲ

国際私法学
国際私法特殊研究Ⅰ
国際私法特殊研究Ⅱ
国際私法特殊研究Ⅲ
国際私法特殊研究Ⅳ
国際私法特殊研究指導Ⅰ
国際私法特殊研究指導Ⅱ
国際私法特殊研究指導Ⅲ

企業法学
企業法特殊研究Ⅰ
企業法特殊研究Ⅱ
企業法特殊研究Ⅲ
企業法特殊研究Ⅳ
企業法特殊研究Ⅴ
企業法特殊研究指導Ⅰ
企業法特殊研究指導Ⅱ
企業法特殊研究指導Ⅲ

民事手続法学
民事手続法特殊研究Ⅰ
民事手続法特殊研究Ⅱ
民事手続法特殊研究Ⅲ
民事手続法特殊研究Ⅳ
民事手続法特殊研究指導Ⅰ
民事手続法特殊研究指導Ⅱ
民事手続法特殊研究指導Ⅲ

社会法学
労働法Ⅰ（個別的労働関係法）
労働法Ⅱ（集団的労働関係法）
経済法Ⅰ（総論）
経済法Ⅱ（各論）
私法研究指導Ⅰ
私法研究指導Ⅱ

社会法学
労働法特殊研究Ⅰ
労働法特殊研究Ⅱ
経済法特殊研究Ⅰ
経済法特殊研究Ⅱ
社会法特殊研究指導Ⅰ
社会法特殊研究指導Ⅱ
社会法特殊研究指導Ⅲ

法哲学
法哲学特殊研究Ⅰ
法哲学特殊研究Ⅱ
法社会学特殊研究Ⅰ
法社会学特殊研究Ⅱ
法哲学特殊研究指導Ⅰ
法哲学特殊研究指導Ⅱ
法哲学特殊研究指導Ⅲ

法制史学
法制史特殊研究Ⅰ
法制史特殊研究Ⅱ
法制史特殊研究Ⅲ
法制史特殊研究Ⅳ
法制史特殊研究指導Ⅰ
法制史特殊研究指導Ⅱ
法制史特殊研究指導Ⅲ

政治学
政治学特殊研究Ⅰ
政治学特殊研究Ⅱ
政治学特殊研究Ⅲ
政治学特殊研究Ⅳ
政治学特殊研究指導Ⅰ
政治学特殊研究指導Ⅱ
政治学特殊研究指導Ⅲ

政治学
政治学Ⅰ（政治理論・思想）
政治学Ⅱ（行政学）
政治学Ⅲ（国際政治学）
政治学Ⅳ（政治過程論）
政治学研究指導Ⅰ
政治学研究指導Ⅱ

関連分野
外国法Ⅰ（英米法）【英語】
外国法Ⅱ（大陸法）【ドイツ語】
外国法Ⅱ（大陸法）【フランス語】
基礎法特別（東洋法史論）
政治学特別（政治史）
政治学特別（外交史）

法制史学
法制史Ⅰ（日本法制史）
法制史Ⅱ（日本法制史史料解題）
法制史Ⅲ（西洋法制史）
法制史Ⅳ（西洋法制史史料解題）
基礎法学研究指導Ⅰ
基礎法学研究指導Ⅱ

法哲学
法哲学Ⅰ（法理論）
法哲学Ⅱ（正義論）
法社会学Ⅰ（総論）
法社会学Ⅱ（各論）
基礎法学研究指導Ⅰ
基礎法学研究指導Ⅱ

民事手続法学
民事手続法Ⅰ（民事訴訟法）
民事手続法Ⅱ（民事執行・保全法）
民事手続法Ⅲ（倒産法）
民事手続法Ⅳ（裁判外紛争処理制度）
私法研究指導Ⅰ
私法研究指導Ⅱ

企業法学
企業法Ⅰ（企業組織法）
企業法Ⅱ（金融・有価証券法）
企業法Ⅲ（企業取引法）
企業法Ⅳ（知的財産法）
企業法Ⅴ（企業取引と税務）
私法研究指導Ⅰ
私法研究指導Ⅱ

国際私法学
国際私法Ⅰ（国際民事手続法）
国際私法Ⅱ（準拠法）
私法研究指導Ⅰ
私法研究指導Ⅱ

民法学
民法Ⅰ（総則）
民法Ⅱ（債権総論）
民法Ⅲ（債権各論）
民法Ⅳ（物権）
民法Ⅴ（親族）
民法Ⅵ（相続）
私法研究指導Ⅰ
私法研究指導Ⅱ

国際法学
国際法Ⅰ（総論）
国際法Ⅱ（各論）
国際法Ⅲ（組織）
国際法Ⅳ（人権）
公法研究指導Ⅰ
公法研究指導Ⅱ

租税法学
租税法Ⅰ（総論）
租税法Ⅱ（租税争訟法・手続法）
租税法Ⅲ（所得税）
租税法Ⅳ（法人税）
租税法Ⅴ（相続税）
租税法Ⅵ（消費税）
公法研究指導Ⅰ
公法研究指導Ⅱ

行政法学
行政法Ⅰ（一般理論）
行政法Ⅱ（行政作用法）
行政法Ⅲ（地方自治法）
行政法Ⅳ（行政救済法）
行政法Ⅴ（行政組織法）
公法研究指導Ⅰ
公法研究指導Ⅱ

修 士 課 程

博 士 後 期 課 程

教   員 順不同

植 木  淳
憲法Ⅰ（統治機構）
憲法Ⅳ（比較憲法）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

近 藤  敦
憲法Ⅱ（人権保障）
憲法Ⅴ（多文化共生）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

河 北  洋 介
憲法Ⅲ（憲法訴訟）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

伊 川  正 樹
租税法Ⅰ（総論）
租税法Ⅱ（租税争訟法・手続法）
租税法Ⅲ（所得税）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

庄 村  勇 人
行政法Ⅳ（行政救済法）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

渡 邊  亙
行政法Ⅲ（地方自治法）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

北 見  宏 介
行政法Ⅱ（行政作用法）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

笹 岡  克 比 人
行政法Ⅰ（一般理論）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

藥 袋  佳 祐
国際法Ⅰ（総論）
国際法Ⅱ（各論）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

伊 藤  博 路
刑事法Ⅲ（刑事訴訟法）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

伊 藤  亮 吉
刑事法Ⅱ（刑法判例）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

二 本 栁  誠
刑事法Ⅰ（刑法理論）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

萩 野  貴 史
刑事法Ⅳ（刑事政策）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

滝 谷  英 幸
刑事法Ⅴ（現代刑事法）
公法研究指導Ⅰ・Ⅱ

仮 屋  篤 子
民法Ⅳ（物権）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

野 口  大 作
民法Ⅰ（総則）
民法Ⅱ（債権総論）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

川 元  主 税
民法Ⅱ（債権総論）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

杉 浦  林 太 郎
民法Ⅳ（物権）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

山 下  祐 貴 子
民法Ⅴ（親族）
民法Ⅵ（相続）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

山 口  敦 子
国際私法Ⅰ（国際民事手続法）
国際私法Ⅱ（準拠法）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

山 本  忠 弘
企業法Ⅲ（企業取引法）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

長 谷 川  乃 理
企業法Ⅱ（金融・有価証券法）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

前 田  智 彦
民事手続法Ⅰ（民事訴訟法）
民事手続法Ⅳ（裁判外紛争処理制度）
法社会学Ⅰ（総論）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

柳 沢  雄 二
民事手続法Ⅱ（民事執行・保全法）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

日 比 野  泰 久
民事手続法Ⅲ（倒産法）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

柳 澤  武
労働法Ⅰ（個別的労働関係法）
労働法Ⅱ（集団的労働関係法）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

川 原  勝 美
経済法Ⅰ（総論）
経済法Ⅱ（各論）
私法研究指導Ⅰ・Ⅱ

見 崎  史 拓
法哲学Ⅰ（法理論）
法哲学Ⅱ（正義論）
基礎法学研究指導Ⅰ・Ⅱ

西 村  貴 裕
法制史Ⅲ（西洋法制史）
法制史Ⅳ（西洋法制史史料）
外国法Ⅱ（大陸法）【ドイツ語】
基礎法学研究指導Ⅰ・Ⅱ

松 田  恵 美 子
外国法Ⅰ（英米法）【英語】
基礎法特別（東洋法史論）
基礎法学研究指導Ⅰ・Ⅱ

代 田  清 嗣
法制史Ⅰ（日本法制史）
法制史Ⅱ（日本法制史史料解題）
基礎法学研究指導Ⅰ・Ⅱ

松 本  俊 太
政治学Ⅳ（政治過程論）
政治学研究指導Ⅰ・Ⅱ

髙 松  淳 也
政治学Ⅱ（行政学）
政治学研究指導Ⅰ・Ⅱ

仁 井 田  崇
政治学Ⅰ（政治理論・思想）
政治学研究指導Ⅰ・Ⅱ

矢 嶋  光
政治学特別（政治史）
政治学研究指導Ⅰ・Ⅱ

植 木  淳
憲法特殊研究Ⅰ〜Ⅴ
憲法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

近 藤  敦
憲法特殊研究Ⅰ〜Ⅴ
憲法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

伊 川  正 樹
行政法特殊研究Ⅰ〜Ⅴ
行政法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

渡 邊  亙
行政法特殊研究Ⅰ〜Ⅴ
行政法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

伊 藤  博 路
刑事法特殊研究Ⅰ〜Ⅴ
刑事法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

伊 藤  亮 吉
刑事法特殊研究Ⅰ〜Ⅴ
刑事法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

二 本 栁  誠
刑事法特殊研究Ⅰ〜Ⅴ
刑事法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

野 口  大 作
民法特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
民法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

山 本  忠 弘
企業法特殊研究Ⅰ〜Ⅴ
企業法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

日 比 野  泰 久
民事手続法特殊研究Ⅰ〜Ⅳ
民事特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

前 田  智 彦
民事手続法特殊研究Ⅰ〜Ⅳ
民事手続法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

柳 沢  雄 二
民事手続法特殊研究Ⅰ〜Ⅳ
民事手続法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

柳 澤  武
労働法特殊研究Ⅰ〜Ⅱ
社会法特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

松 田  恵 美 子
法制史特殊研究Ⅰ〜Ⅳ
法制史特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ

松 本  俊 太
政治学特殊研究Ⅰ〜Ⅳ
政治学特殊研究指導Ⅰ〜Ⅲ
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経営学研究科

名 城 大 学
大 学 院 ガイド

2 0 2 3

Graduate School of Business

経営学研究科の人材養成目的・その他教育研究上の目的

経営学研究科は、21世紀のグローバル化社会における営利・非営利組織体の運営に係る実践的理論を追求し、
問題解決能力を有する研究職・専門職人材及び高度専門職人材の養成を目的とする。

【 修 士 課 程 】
経営学研究科経営学専攻修士課程は、本学立学の精神のもとで、本研究科が養成すべき人材と定めた「21世紀のグローバル化社会
における営利・非営利組織体の運営に係る実践的理論を追求し、問題解決能力を有する研究職・専門職人材及び高度専門職人材」に照
らし、次の資質・能力を身につけた学生に修士（経営学）の学位を授与します。

①経営学研究者として、企業現場で発生する諸課題の解決に取り組む職業人として、あるいは、税理士・会計士等の高度職業会計人
として、活躍するために必要とされる専門知識を修得し、高い倫理観と学術的見地から、創造的な研究に基づいて社会・企業現場
における諸問題の本質を掴み、課題を自ら設定することができ、そして、課題解決にむけて先行研究の検討やエビデンスに基づく
綿密で公正な考察ができる。

②「経営学・ものづくりシステムコース」または「会計学・ファイナンスコース」において修得した知識と実践的研究能力に基づき、グ
ローバル化・情報化の進展によって複雑化する経営に対して、組織人として、経営システムを専門的かつ全体的視野から設計・改善
することができる。また、高度な会計的・財務的専門能力を有する者として、会計・ファイナンス行動の意味を十分に理解し、適切な
会計処理と会計・財務システムの設計・改善ができる。あるいは、研究者として、営利・非営利組織体の運営に係わる諸課題につい
て、理論的・技法的な能力の習得に基づいて高度な研究活動を自立的におこなうことができる。

③企業人として、職業人として、組織や社会において発生する諸課題に日々直面し、解決していかなければならない。解決策の実行
は結果をもたらし、社会や組織に関する理解、課題の理解、解決策の有効性について、多面的・総体的に評価・検証していかねばな
らない。組織や社会の構成員として、役割を遂行してゆくためには「学び」によって責任分担の職務遂行能力の継続的な向上とと
もに、協働者と「学び」の成果を分かち合い、全体としての課題解決能力を向上していかなければならない。こうしたことを理解し、
自ら「学び」、「学び」の成果を分かち合うことができる。

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

経営学研究科経営学専攻修士課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身につけさせるため、コース制をとり、
「経営学・ものづくりシステムコース」及び「会計学・ファイナンスコース」を設定しています。専門性を体系的に深めることをねらいとして設
定された２つのコースは、ともにコースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、「経営学・ものづくりシステムコース」では、基礎的な理論や手法の習得とともに、グローバル化・情報化の進展に対
応する現代的・総合的カリキュラムとなっており、「会計学・ファイナンスコース」では、グローバル化・情報化の進展のもとで、高度化する
ファイナンス分野の理論的・実践的能力を有する人材や、高度職業会計人の育成をめざしたカリキュラムとなっている。
２つのコースともに、講義・演習等を適切に組み合わせて、専門分野に関する深い学識、専門分野に隣接する学識等を修得させ、あわせ
て、他のコースで開講される科目の履修を可能にすることによって多様な分野の知見を獲得させ、専門分野を超えた企業・組織体の全
体像からの視野に立って、更なる専門分野の理解・学識を深めることができるようにする。また、入学時において決定される指導教員の
もとで、先行研究・資料の収集、文献・資料の読解力、論理的思考力、創造的な論理構築力、高い倫理観等を身につけるため、研究指導科
目が開講されている。指導教員は、指導学生の研究テーマ・問題意識等に照らし、科目履修の指導をおこなう。他方、第一線で活動する
企業人や実務家としてのキャリアを有する講師による科目が開講され、実務現場で知識・理論やスキルを適用できるようにする。

②リサーチワークでは、入学時に研究指導教員が決定され、研究指導科目において、2年間一貫して修士論文作成の指導を受ける。この過
程で、研究活動に必要な姿勢、方法、論理的思考・構築力、高い倫理性等を身につけさせ、また、自己の研究が持っている社会的意味、社
会的貢献の内容等を深く認識させ、社会における「知」の在り方に対する見識に基礎付けた実践的研究を可能とする能力を習得させ、こ
れによって問題解決のために活かすことができるようにする。

③少人数・双方向の授業体制を採り、講義科目においても、教員による一方的な講義ではなく、受講生の発言を促し、受講生の間でのディ
スカッションを含めて、議論を講義の中に取り入れている。こうした議論による実践を通して、多様な考え方の受容、議論における論点の
整理の仕方等を能動的、主体的参加によって習得していくことができるようにする。また、修士論文の作成を控えている2年生を対象と
する修士論文報告会に参加し、指導教員以外の教員・学生とのディスカッションによっても、多様な考え方への受容、議論における論点の
整理の仕方等を能動的、主体的参加によって習得していくことができるようにする。こうしたことを通して、生涯にわたって、他者との意
見交換によって主体的な学びや、相互理解ができるようにする。

④学修成果に対する成績評価と単位認定については、シラバスにおいて示した成績評価方法及び評価基準に準拠して厳格に行う。学位論
文については、研究科委員会によって選出された審査委員によって、《学位論文審査基準》に基づき審査された後、審査結果が研究科委
員会に報告され、研究科委員会によって厳格に評価される。また、学生の将来設計や問題関心にしたがって、学生とよく話し合い、学生
の達成度を考慮に入れながら、主体的な学びが促進されるようにする。

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

経営学研究科経営学専攻修士課程は、本研究科の人材養成目的、教育目標・内容を理解し、学部または大学院の教育課程等における学
修を通して、次のような資質・能力を身につけている人を受け入れます。

①経営学あるいは会計学・ファイナンスに関する、学修の基礎となる基礎学力及び専門分野における基礎的な知識を修得している。
②入学を希望する者は、組織経営の原理や経営課題の解明と、課題解決に挑戦する熱意、自己実現の手段として起業などを志すフロ

ンティア精神、あるいは、経営プロセスを重視できる会計人になりたいという意欲と目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、経営学研究者として、企業現場で発生する諸課題の解決に取り組む職業人として、あるいは、

税理士・会計士等の高度職業会計人として学び続ける意欲がある。

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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経営学研究科経営学専攻博士後期課程は、本学立学の精神のもとで、本研究科が養成すべき人材と定めた「21世紀のグローバル化
社会における営利・非営利組織体の運営に係る実践的理論を追求し、問題解決能力を有する研究職・専門職人材及び高度専門職人材」
に照らし、次の資質・能力を身につけた学生に博士（経営学）の学位を授与します。

①経営学の特定の分野において専門知識を修得し、高い倫理観と学術的見地から、先行研究の批判的検討・評価やエビデンスに基づ
く綿密で公正な考察に基づいて、オリジナリティのある研究成果を生み出すことができる能力を身につけ、物事の公正な判断をす
ることができる。

②経営学研究者として、企業現場で活躍する職業人として、あるいは、税理士・会計士等の高度職業会計人として、その専門能力や見
識を、それぞれの職責において直面する諸課題の解決に活用することができ、社会や組織の発展に貢献することができる。

③社会・組織の構成員であることを自覚し、各自が自主的・自立的に探究心をもって「学び」、その成果を分かち合うことが社会を豊か
にするとともに、自分自身を豊かにするということを理解し、成果を分かち合うことができる。

【 博 士 後 期 課 程 】 ○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

経営学研究科経営学専攻博士後期課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身につけさせるため、コー
スワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、講義・演習等を適切に組み合わせて、専門分野に関する深い学識、専門分野の研究を深めるために必要となる
知識・スキル等を修得させる。このために、経営学、会計学、経営財務論の各分野における講義科目によって研究科が組織的に支援
する。また、入学時において決定される指導教員の指導のもとで、先行研究・資料の収集・批判的検討・評価、論理的思考力、創造的
な論理構築力、高い倫理観等を身につけるため、研究指導科目が開講される。必要に応じて、研究指導科目は指導教員に複数担当
者が加わる集団指導体制によって実施される。指導教員は、指導学生の研究テーマ・問題意識等に照らし、科目履修の指導をおこ
なう。

②リサーチワークでは、指導教員による研究指導とともに、必要に応じて、集団指導体制をとる。こうした指導体制によって、3年間で
研究成果を論理的にまとめることができるようにし、学会・研究会での研究発表や1編以上の査読付き論文の作成ができるように
する。また、博士論文作成に関しても、本研究科博士後期課程所属全教員によるワークショップを開き、研究科総体として支援する
体制をとり、質が高い研究論文が作成できるようにする。

③講義科目及び研究指導科目の全科目において少人数・双方向の授業体制をとり、能動的学修が実施される。学生による発表、質疑
応答を含め、議論による実践を通して、多様な考え方の主体的能動的な受容、議論における論点の整理の仕方等を習得していくこ
とができるようにする。また、学会・研究会に参加し、指導教員以外の教員・学生とのディスカッションに参加することによっても、多
様な考え方の受容、議論における論点の整理の仕方等を能動的・主体的に習得していくことができるようにする。こうしたことを通
して、生涯にわたって、他者との意見交換による主体的な学びや、相互理解ができるようにする。

④学修成果に対する成績評価と単位認定については、シラバスにおいて示した成績評価方法及び評価基準に準拠して厳格に行う。
学位論文については、研究科委員会によって選出された審査委員によって《学位論文審査基準》に基づき予備審査をおこない、研
究科委員会によって審査結果が承認された後、本審査に入る。公聴会の開催を含め、審査委員による審査結果が研究科委員会に
報告され、研究科委員会によって厳格に審議される。また、学生の将来設計や問題関心にしたがって、学生とよく話し合い、学生の
達成度を考慮に入れながら、主体的な学びが促進されるようにする。

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

経営学研究科経営学専攻博士後期課程は、本研究科の人材養成目的、教育目標・内容を理解し、大学院の教育課程等における学修を通
して、次のような資質・能力を身につけている人を受け入れます。

①経営学、会計学あるいは経営財務に関する、学修の基礎となる基礎学力及び専門分野における基礎的な知識を修得している。
②入学を希望する者は、現実への高くて深い関心と旺盛な探究心をもち、企業・経営の未解決課題に取り組む意欲、経営学分野の未

解決課題に取り組み、新たな理論的地平を切り開こうとする意欲を持つ者。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、経営学研究者として、企業現場で発生する諸課題の解決に取り組む職業人として、あるいは、

税理士・会計士等の高度職業会計人として学び続ける意欲がある。

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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　経営学研究科は、「教育目標」に基づき、「経営学・ものづくりシステムコース」、「会計学・ファイナンス

コース」の2コース制を導入し、研究者の育成という本来の目的に加え、経済・経営活動のグローバル

化に対応しうる高度専門職業人の養成を目指しています。時代のニーズに応えるレベルのカリキュラ

ムや、ゼミナールを充実させ、２年間にわたり学生各自の研究テーマの適切な研究指導を行います。

　とりわけ、「ものづくり」関連科目においては、わが国製造業の第一線企業の実務家等を講師に招

き、産学協同、文理融合型の特色ある実践的教育・研究を進めています。社会人は、職場に根ざした問

題を研究課題とし、その解決策を修士論文にまとめ、職場で発表するなどして高い評価を得ています。

　また、「会計学・ファイナンスコース」を修了した学生が、税理士、会計士の道に進み「名城大学会計人

会」のネットワークで連携しています。「経営学・ものづくりシステムコース」を修了した留学生の多くは

日本企業や現地企業に就職し、日本と母国との間のビジネスで活躍しています。

高度専門職業人を養成

経 営 学 研 究 科
Graduate School of Business
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経営学・ものづくりシステムコース

わが国の「ものづくり」の特性から、現場で発
生する実践的課題の解決、経営システムの設
計・改善能力の育成などに貢献できる人材を
養成します。

経営学研究科に学ぶ大学院生の一人ひとりが
見えるケアによって、院生個々人に適切な指導
に努めます。

会計学・ファイナンスコース

会計理論と会計実務に明るく、他方で、会計数
値だけでなく経営プロセスを重視できる、経営
者・税理士・会計士等の高度職業会計人を養成
します。

大学院生の能力は、適切な指導と助言で大き
く開花する可能性があるとの確信のもとに、一
人ひとりの能力に応じた教育に努めます。

15

経営学 専攻
経営学研究科（修士課程・博士後期課程）

　経営学研究科は、自己を革新し社会に貢献でき
る人材の育成を教育の使命と考えます。この使命
を果たすため、すぐれて実践性の高い経営学分
野において、実践的能力の養成に加えて、歴史と
理論のフィルターを通して物事を見ることの重要
性と、研究課題の社会的意義を問いかけることの
大切さを教授します。

経 営 学 研 究 科 は 、次 の ような「 教 育 目 標 」を か か げ ま す 。

カリキュラム

修 士 課 程

博 士 後 期 課 程

教   員 五十音順

相 川  奈 美
コスト・マネジメント研究
会計学・ファイナンス研究指導 Ⅰ・Ⅱ

東  正 志
経営戦略研究

五 十 畑  浩 平
人材開発マネジメント研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

伊 藤  秀 俊
国際会計研究
会計学・ファイナンス研究指導Ⅰ・Ⅱ

大 西  幹 弘
情報産業組織研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

澤 田  慎 治
生産技術研究

澤 田  貴 之
アジア企業研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

瀬 川  新 一
コーポレート･ガバナンス研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

高 山  晃 郎
金融機関経営研究
会計学・ファイナンス研究指導Ⅰ・Ⅱ

田 澤  宗 裕
コーポレート・ファイナンス研究
インベストメント・マネジメント研究
会計学・ファイナンス研究指導Ⅰ・Ⅱ

田 代  樹 彦
財務会計研究
制度会計研究
会計学・ファイナンス研究指導Ⅰ・Ⅱ

伊 藤  秀 俊
会計学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
会計学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

大 西  幹 弘
経営学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
経営学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

澤 田  貴 之
経営学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
経営学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

瀬 川  新 一
経営学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
経営学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

田 澤  宗 裕
経営財務論特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

田 代  樹 彦
会計学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
会計学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

田 中  武 憲
経営学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
経営学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

鳥 居  弘 志
経営学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
経営学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

長 尾  晃 宏
経営学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
経営学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

西 垣  鳴 人
経営財務論研究指導Ⅰ〜Ⅲ
経営財務論特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

橋 場  俊 展
経営学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
経営学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

東 田  明
会計学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
会計学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

堀 川  新 吾
経営学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
経営学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

柳 田  純 也
会計学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
会計学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
学位論文ワークショップ

田 中  武 憲
国際産業集積研究
経営戦略研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

鳥 居  弘 志
実践情報システム設計
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

長 尾  晃 宏
マーケティング研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

中 川  宏 道
流通研究

西 垣  鳴 人
金融システム研究
実践起業研究
会計学・ファイナンス研究指導Ⅰ・Ⅱ

橋 場  俊 展
労務管理研究
労使関係研究
経営管理研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

東 田  明
環境会計研究
環境マネジメント研究
管理会計研究
会計学・ファイナンス研究指導Ⅰ・Ⅱ

堀 川  新 吾
経営情報システム研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

柳 田  純 也
非営利組織体会計研究
会計学・ファイナンス研究指導Ⅰ・Ⅱ

山 岡  隆 志
マーケティング戦略研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

山 本  い づ み
ヨーロッパ企業研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

経営学・ものづくりシステムコース
経営管理研究
労務管理研究
情報産業組織研究
経営組織研究
国際経営研究
経営史研究
国際産業集積研究
経営戦略研究
コーポレート･ガバナンス研究
マーケティング研究
流通研究
マーケティング情報システム研究

研究開発マネジメント研究
生産技術研究
実践品質管理研究
実践情報システム設計
実践生産システム設計
プロセス・マネジメント研究
実践マネジメントシステム設計
グローバル経営戦略研究
人材開発マネジメント研究
ベンチャー起業論研究
マーケティング戦略研究
NPO起業研究

実践コスト・マネジメント研究
海外企業移転研究
実践起業研究
アジア企業研究
ヨーロッパ企業研究
労使関係研究
企業内教育研究
労務監査研究
経営情報システム研究
環境マネジメント研究
経営学外国文献研究
経営学研究指導Ⅰ・Ⅱ

会計学・ファイナンスコース
財務会計研究
制度会計研究
会計監査研究
管理会計研究
コスト・マネジメント研究
国際会計研究

経営分析研究
実践経営分析研究
知的財産研究
税務会計研究
環境会計研究
非営利組織体会計研究

コーポレート・ファイナンス研究
インベストメント・マネジメント研究
金融システム研究
金融機関経営研究
会計学・ファイナンス外国文献研究
会計学・ファイナンス研究指導Ⅰ・Ⅱ

共通
経営学特別講義Ⅰ 経営学特別講義Ⅱ

修 士 課 程

博 士 後 期 課 程

Division of Business

研究指導科目
経営学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
会計学研究指導Ⅰ〜Ⅲ
経営財務論研究指導Ⅰ〜Ⅲ

特殊研究
経営学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
会計学特殊研究Ⅰ〜Ⅷ
経営財務論特殊研究Ⅰ〜Ⅷ

共通
学位論文ワークショップ

経 営 学 研 究 科
Graduate School of Business
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経済学研究科

名 城 大 学
大 学 院 ガイド

2 0 2 3

Graduate School of Economics

経済学研究科の人材養成目的・その他教育研究上の目的

経済学研究科は、経済活動の諸分野において、理論と洞察力、専門的見識と情報分析力をもつ、
研究者・専門家及び高度な技能と実践的な知識を有する職業人の養成を目的とする。

経済学研究科 経済学専攻 修士課程は、本学の立学の精神に則り、「高度な専門職業人及び研究者を育成すること」を本研究科
の目標としています。これに基づき、次の資質・能力を身につけた学生に修士（経済学）の学位を授与します。

①経済学に関する専門知識を身につけ、それを経済社会に適用することができる。
②専門領域における独創性を大切にし、課題を解決する能力を身につけている。
③人々に自らの研究成果をアピールできるプレゼンテーション能力と、相互理解を深めるためのコミュニケーション能力を身

につけている。

経済学研究科 経済学専攻 修士課程は、学位授与方針に示す資質・能力を身につけた自立した専門家・研究者を育成すべく、専修
分野を「理論経済・経済史」「経済政策」「現代産業構造」に分け、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針
で教育課程を編成します。

①コースワークでは専修分野の諸科目を修得し、高度な知識や分析手法を身につける。それにより、豊かな学識と高度な専門
知識および高い倫理観を獲得し、物事を正しく理解・表現できるようにする。

②リサーチワークでは、指導教員による「研究指導科目」において、修士論文作成に必要な諸方法を修得する。経済学上の未
解明の問題に対する研究・調査方法、経済学的思考方法、論理的展開方法を身につける。

③少人数・双方向性を確保した授業体制の下、経済学研究科の主催する報告会で研究成果を発表し、プレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文について
は、経済学研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき審査する。また指導教員が、学生の進路や関心に基づく個別指導
を行うことで、個々の達成度と自身の将来計画に沿った自主的な学びを進めることができるようにする。

経済学研究科 経済学専攻 修士課程で学ぶためには、経済学およびその関連分野について学部で培った基礎力および応用能力
を持つことが求められます。また企業・研究機関等において、高度な専門職業人および研究者として、経済・社会の発展に貢献し
たいという強い意志と意欲を持つ積極的な学生が望まれます。具体的には、次のような資質・能力を身につけている人を受け入
れます。

①理論・歴史・政策の各分野における基礎的素養を有し、経済学上の諸問題を解明しようという情熱を持っている。
②経済・社会に対する深い関心と旺盛な探究心を持ち、自分自身で課題を見出し、その解決に挑戦しようという意欲がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、社会および学問の発展に貢献するために、生涯にわたって自主的・継続的に研究を続

ける意欲がある。

【 修 士 課 程 】 ○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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経済学研究科 経済学専攻 博士後期課程は、立学の精神に則り、次の資質・能力を身につけた学生に学位を授与します。

①経済学に対する情熱と高度な専門的学識と深い洞察力を有し、研究者としての独創力が認められる。
②豊かな創造力と実践力を備え、自らを客観視できる、自立した専門家・研究者となる能力を有している。
③自らの学説を広く公表すると共に、他の研究者からも学び続け、多くの研究者と切磋琢磨し続けられる。

経済学研究科 経済学専攻 博士後期課程の教育課程は、ますます複雑になる現代経済社会に経済学者として対応できるような、
自立した専門家・研究者の育成を目指す。上記の目的達成のために、コースワークとリサーチワークを配置し、次のように教育課
程を編成し、実施します。

①コースワークでは、講義・演習等を組み合わせた授業を通じて、専門分野の分析手法に熟達する。豊かな学識と高度な専門
知識および高い倫理観を獲得し、専門的知見から諸議論・諸学説を評価できるようにする。

②リサーチワークでは、独創的研究の成果としての学位申請論文を作成し、研究・調査方法、論理的思考能力、発展的研究課題
の設定方法を身につけるようにする。各自の研究成果を国内外の学会で積極的に発表し、学術誌への投稿・掲載を促進する
とともに、研究成果発表能力を高めるようにする。

③理論経済・経済史、経済政策、現代産業構造の各専修分野に講義科目を開設し、専修分野において自由に講義を選択し履修
することにより、経済学研究者、高度専門職業人として専修科目に留まらず多角的に経済学の知識を構築する。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文について
は、経済学研究科博士課程の学位論文審査基準に基づき審査する。

　指導教員は学生の研究分野と進路に基づき、自らを客観視できる、自立した研究者となるように個別指導する。

経済学研究科 経済学専攻 博士後期課程では、経済学とその関連分野について修士課程で培った基礎力および応用能力を有
し、企業・研究機関等において、高度な専門職業人あるいは研究者として、経済・社会の発展に貢献しようという強い意志と意欲を
持つ学生が望まれます。以上の観点から、次のような資質・能力を身につけている人を受け入れます。

①理論・歴史・政策の各分野における経済学上の理論的・実証的な諸問題を、高度な研究手法を駆使して解明・解決する意欲が
あり、さらにその社会への適用に対する意志と情熱を持っている。

②現実の経済社会に対する深い関心と旺盛な探究心を持ち、自分自身で研究課題を見出し、その研究の実践と課題解決に向
けて、挑戦する意欲を持っている。

③大学院修了後も、学問の発展に貢献する意志と責任感を持ち続け、研究を継続する決意と覚悟がある。

【 博 士 後 期 課 程 】 ○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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　経済社会の発展に寄与できる高度職業人の育成を目標とし、経済理論、財政政策、金融政策、国際

経済、アジア経済、環境経済、現代企業、地域産業政策などに関する科目を多彩に開講しています。学

生は「理論経済・経済史分野」「経済政策分野」「現代産業構造分野」の3専修分野の中から一つの専修

分野を定め、その分野に属する科目を担当する教員を指導教員として、優れた論文の作成をめざして

います。

　習得した知識や能力を秩序立て、さらに拡充させて経済の諸問題に対処できる人材を育成するとと

もに、関連資格取得をめざす者への支援も行っています。外国人・社会人入学試験の実施や長期履修

学生制度（社会人学生のみ）※など、学部卒業生のみならず、外国人留学生や社会人にも広く門戸を

開放しています。

※「長期履修学生制度」とは、職業等に従事しながら学習を希望する社会人学生の学習機会を拡大する観点から、個人の事情に応じ
て柔軟に通常の修業年限を超えて履修を行い、所定の単位修得等の要件を満たすことにより、学位取得が可能となる弾力的な
制度です。職業・勤務時間等の関係で通常の修了年限で修了できない社会人学生にとっては、本制度を利用した場合、利用せず
に留年した場合と比べ、学費の経済的負担が軽減されます。

外国人留学生や社会人にも
広く門戸を開放

経 済 学 研 究 科
Graduate School of Economics
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経 済 学 研 究 科
Graduate School of Economics

経済学 専攻
経済学研究科（修士課程・博士後期課程）

　経済学研究科は、理論経済・経済史、経済政策、現代産業構造を教育・研究の3本柱としてい
ます。理論経済・経済史においては、経済学の諸理論、統計学、経済史を基礎から積み上げ、先
端の分野までをカバーします。理論と現実との微妙な接点を丁寧に議論しつつ、伝統的な分野
の拡大をはかります。経済政策は財政、金融、農業、労働、国際経済、アジア経済、環境経済など
の分野を含みますが、ここでも綿密に目配りしながら、それぞれの分野における既存の研究成
果と新しい問題を検討していきます。現代産業構造においては、中小企業、農業、工業、交通、
地域産業、経済地理などをカバーします。

　経済学研究科は、1学年修士課程3人、博士後期課程2人
の定員に対し、教員25人が大学院を担当します。大学院生
が研究を行う場合、指導教員との緊密な対話、討論は何より
も大切ですが、本研究科においては、文字通りの少人数教育
が行われています。それぞれの研究分野において、指導教員
との深く広い議論が行われています。

　経済学研究科では大学院生による研究発表会を定期的に
開催しています。これは論文の作成に向けて、研究成果を教
員や他の大学院生等の前で発表する機会で、指導教員以外
の教員からもさまざまな質問・指摘を受けることで、自らの研
究を客観的にとらえ直し、視野を広げる契機となっています。
同時に、公の場で活発な議論を交わし、さまざまなチャレンジ
を受けることが、研究者としての一歩を踏み出すための成長
のばねになっています。

深く広い理解のための
少人数教育

研究発表会

経 済 学 研 究 科 の 紹 介

トピックス

カリキュラム

理論経済・経済史
マクロ経済学研究
ミクロ経済学研究
情報の経済学研究
経済理論研究
経済思想研究
経済統計学研究
西洋経済史研究
日本経済史研究
理論経済・経済史研究指導

理論経済・経済史
マクロ経済学特殊研究
ミクロ経済学特殊研究
情報の経済学特殊研究
経済理論特殊研究
経済統計学特殊研究
経済史特殊研究
理論経済・経済史演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

経済政策
財政学研究
地方財政論研究
金融論研究
労働経済論研究
アジア経済論研究
中国経済論研究
国際経済論研究
環境経済論研究
経済政策研究指導

経済政策
財政学特殊研究
金融論特殊研究
労働経済論特殊研究
アジア経済論特殊研究
環境経済論特殊研究
経済政策演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

現代産業構造
工業経済論研究
交通経済学研究
農業経済論研究
現代企業論研究
中小企業論研究
地域産業論研究
経済地理学研究
現代産業構造研究指導

現代産業構造
工業経済論特殊研究
交通経済学特殊研究
現代企業論特殊研究
中小企業論特殊研究
地域産業論特殊研究
現代産業構造演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

修 士 課 程

博 士 後 期 課 程

教   員 順不同

李  秀
環境経済論研究
経済政策研究指導

伊 藤  健 司
経済地理学研究
現代産業構造研究指導

伊 藤  志 の ぶ
ミクロ経済学研究
理論経済・経済史研究指導

井 内  尚 樹
地域産業論研究
現代産業構造研究指導

勝 浦  正 樹
経済統計学研究
理論経済・経済史研究指導

蟹  雅 代
現代企業論研究
現代産業構造研究指導

川 森  智 彦
ミクロ経済学研究
理論経済・経済史研究指導

佐 土 井  有 里
アジア経済論研究
経済政策研究指導

斎 藤  智 美
国際経済論研究
経済政策研究指導

渋 井  康 弘
工業経済論研究
現代産業構造研究指導

杉 本  大 三
農業経済論研究
現代産業構造研究指導

谷 村  光 浩
中国経済論研究
経済政策研究指導

李  秀
環境経済論特殊研究
経済政策演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

井 内  尚 樹
地域産業論特殊研究
現代産業構造演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

勝 浦  正 樹
経済統計学特殊研究
理論経済・経済史演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

川 森  智 彦
ミクロ経済学特殊研究
理論経済・経済史演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

佐 土 井  有 里
アジア経済論特殊研究
経済政策演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

壷 内  慎 二
金融論研究
経済政策研究指導

名 和  洋 人
西洋経済史研究
理論経済・経済史研究指導

西 山  徹
経済思想研究

野 口  光 宣
情報の経済学研究
理論経済・経済史研究指導

松 尾  秀 雄
経済理論研究
理論経済・経済史研究指導

山 本  雄 吾
交通経済学研究
現代産業構造研究指導

赤 木  誠
西洋経済史研究
理論経済・経済史研究指導

太 田  志 乃
中小企業論研究
現代産業構造研究指導

大 瀧  真 俊
日本経済史研究
理論経済・経済史研究指導

門  亜 樹 子
経済思想研究
理論経済・経済史研究指導

蓑 輪  明 子
経済理論研究
理論経済・経済史研究指導

焼 田  紗
マクロ経済学研究
理論経済・経済史研究指導

山 田  浩 貴
地方財政論研究
経済政策研究指導

渋 井  康 弘
工業経済論特殊研究
現代産業構造演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

谷 村  光 浩
アジア経済論特殊研究
経済政策演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

野 口  光 宣
情報の経済学特殊研究
理論経済・経済史演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

松 尾  秀 雄
経済理論特殊研究
理論経済・経済史演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

山 本  雄 吾
交通経済学特殊研究
現代産業構造演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

修 士 課 程

博 士 後 期 課 程

Division of Economics
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理工学研究科

名 城 大 学
大 学 院 ガイド

2 0 2 3

Graduate School of Science and Technology

理工学研究科の人材養成目的・その他教育研究上の目的

理工学研究科は、幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、創造性・国際性豊かな
技術者・研究者の養成を目的とする。

理工学研究科数学専攻博士前期課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、創造性・
国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において2年以上在学し、十分に高度な数学の専門知識と研究能力を
身につけた学生で、修了に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、修士（理学）の学位を授与します。

①幅広い教養、語学力を身につけ、数学を自立的に研究する基礎力を持ち、高い倫理観及び高度な専門的学識に基づいて物事を公正に判
断することができる。

②自然科学・社会科学の別を問わず広範な分野において、自ら問題設定ができ、解決する数学力を有し社会に貢献できる。
③数学のもつ基礎と応用の両面の重要性を理解し、生涯にわたり主体的、自立的に研究する能力、また、これを社会に普及する能力及び国

際的に通用するコミュニケーション能力を身につけている。

理工学研究科情報工学専攻修士課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、創造性・
国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、2年以上在学し、十分に高度な情報工学の専門知識と研究能
力を身につけた学生で、修了に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、修士（工学）の学位を授与します。

①情報工学技術に対する社会の多様な要請に対応できる、幅広い視野と質の高い技術力、及び高い倫理観を身につけ、学術的見地に立っ
て物事の公正な判断をすることができる。

②高度情報社会のさまざまな分野で、情報技術者として専門能力を発揮し、課題の発掘と諸問題の解決のためにその能力を活用できる。
③生涯にわたり主体的、自立的に情報工学の課題を探究する能力、他者と協力して問題を解決していく能力、及び、国際的に発信できる能力

を身につけている。

理工学研究科数学専攻博士前期課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コースワークとリ
サーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは数学の高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、５専修分野に特論、共通科目としてインター
ンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通じて身につけた高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に
判断できるようにする。

②リサーチワークでは、数学分野を深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として講究を配置し、研究倫理教育も含
め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、深い数学的思考能力と幅広い視野を修得し、自ら問題
設定ができ、解決する能力を養成する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表等を積極的に取り入れ、能
動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたって学習・研究を継続する力、及び共同研究など他者と交流するための能力（国際
的なコミュニケーション能力を含む）を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科修士（博士前期）課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。
また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員により個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができる
ようにする。

理工学研究科情報工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身につけさせるため、コースワー
クとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、情報工学の高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、情報処理、情報デバイス、情報メディ
ア、情報通信の４専修分野に特論、共通科目としてインターンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通じて身につけた高度
な専門知識及び高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、各専修分野に研究指導科目として特別演習・実験を配置し、研究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修
士論文作成等の指導を行う。この科目を通じて、高度情報社会のさまざまな分野で専門能力を発揮するための素養、知識、創造性を
養成し、問題解決のために活かすことができるようにする。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表等を積極的に取り入れ、
能動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる学び、研究を継続する力、及び共同研究などの他者と交流するためのコミュニ
ケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。

理工学研究科数学専攻博士前期課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学修を
通じて、次のような資質・能力のある人を受入れます。

①博士前期課程において勉学を継続できる、大学卒業者と同等以上の十分な基礎知識を有する。
②数学分野に関心があり、探究心旺盛で地道な努力を惜しまず、数学専攻での学修成果を以って社会に貢献する目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も生涯にわたって数学のより高度な専門分野を学び、研究を続ける意欲がある。

理工学研究科情報工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学修を
通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①大学院での学修の基礎となる大学卒業レベルの基礎学力及び情報工学の基礎知識を有する。
②情報工学の専門分野に関心があり、大学院での学修成果を社会で活かすという目的意識がある。
③旺盛な探究心と研究心、強い意志を持って、何事にも粘り強く取り組むことができ、大学院在学中だけでなく、修了後も学び続ける意

欲がある。

数 学 専 攻
博士前期課程ポリシー

情 報 工 学 専 攻
修 士 課 程 ポ リ シ ー

○ 学 位 授 与 方 針 /  Diploma Policy

○ 学 位 授 与 方 針 /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針 /  Curriculum Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針 /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針 /  Admission Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針 /  Admission Policy
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理工学研究科電気電子工学専攻博士前期課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を
有し、創造性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、２年以上在学し、次の資質・能力を身につけた
学生で、修了に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、修士（工学）の学位を授与します。

①電気電子工学の専門分野に関する高度の知識・能力と関連領域に関する基礎的素養、及び高い倫理観を身につけ、学術的見地に立っ
て物事の公正な判断をすることができる。

②自立した研究者・技術者として必要な思考力・判断力・表現力等を有し、社会における諸問題の解決のためにその能力を活用できる。
③電気電子が社会に果たす役割とその重要性を理解し、生涯にわたって主体的、自立的に探究する能力、他者と協働する能力、および国

際的に活躍し得るコミュニケーション能力を身につけている。

理工学研究科電気電子工学専攻博士前期課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コース
ワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、電気電子工学の専門分野に関する高度な知識・能力に加え、関連領域に関する基礎的素養を修得させるため、エネ
ルギー環境工学・電子物性デバイス工学・システム情報通信工学・電子生命情報工学の４専修分野に特論、共通科目としてインターン
シップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通じて身につけた高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を正しく理解し、公正
に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、電気電子工学を深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特別演習・実験を配置し、研
究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。この科目の履修を通して、専門分野における研究能力と
広い視野を修得し、それらを活用して、社会での問題を発見し、解決するための自立した研究者・技術者として必要な思考力・判断力・
表現力等を養成する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実験・実習、プレゼンテーション等を積極的に取り入れ、能動的
学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる学び、研究を継続する力、及び共同研究などの他者と交流を推進し国際的に活躍し得
るコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づいて指導教員により個別
指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。

理工学研究科電気電子工学専攻博士前期課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程にお
ける学修を通じて、次のような資質・能力のある人を受入れます。

①博士前期課程での学修の基礎となる、電気電子工学に関連する分野の十分な基礎知識を有する。
②電気電子工学の分野に関心があり、旺盛な探究心と主体性を持って多様な人々と協力して学ぶ態度を有し、電気電子工学専攻での

学修成果を以って社会に貢献する目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も生涯にわたってより高度な専門分野に関心を持ち、自主的・継続的に研究を続ける意欲がある。

電 気 電 子 工 学 専 攻
博士前期課程ポリシー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy

理工学研究科材料機能工学専攻修士課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、
創造性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、2年以上在学し、十分に高度な材料機能工学の専門
知識と研究能力を身につけた学生で、修了に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、修士（工学）の学
位を授与します。

①科学技術に対する社会の要請に対応できる、幅広い視野と質の高い技術力・研究力、および高い倫理観を身につけ、学術的見地に立っ
て物事を公正に判断することができる。

②社会のさまざまな分野で、材料機能工学に係わる技術者としての専門能力を発揮し、課題の発掘と諸問題の解決を図ることができる。
③材料機能工学が社会に果たす役割とその重要性を理解し、生涯にわたり主体的、自立的に探究する能力、他者を理解し協働して計画的

に仕事を進めることのできる能力を身につけている。

理工学研究科材料機能工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コースワーク
とリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、材料機能工学の高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、ナノ・インテリジェント材料、エレク
トロニクス材料、コンポジット材料の３専修分野に特論、共通科目としてインターンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通
じて身につけた高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、材料機能工学を深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特別演習・実験を配置し、研
究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、深い思考能力と幅広い視野を修得し、
自ら問題設定ができ、解決する能力を養成する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表等を積極的に取り入れ、能
動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる学び、研究を継続する力、及び共同研究などの他者と交流するための国際的に通
用するコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。

理工学研究科材料機能工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学
修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①大学院での学修の基礎となる、大学卒業レベルの基礎学力及び材料機能工学に関連する分野の基礎知識を有する。
②材料機能工学に関心があり、旺盛な探究心と研究心、強い意志を持ち、大学院での学修成果を以って社会に貢献する目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、より高度な専門分野を学び、生涯にわたって自主的・継続的に研鑽を続ける意欲がある。

材 料 機 能 工 学 専 攻
修 士 課 程 ポ リ シ ー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy

理工学研究科応用化学専攻修士課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、創造
性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、2年以上在学し、十分に高度な応用化学の専門知識と
研究能力を身につけた学生で、修了に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、修士（工学）の学位を
授与します。

①化学物質の有用性・危険性に関する高度で専門的な知識、及び高い倫理観を身につけ、学術的見地に立って物事の公正な判断をする
ことができる。

②化学物質の開発・評価における研究能力または高度専門職業人として必要な能力を有し、社会における諸問題の解決のためにその能
力を活用できる。

③生涯にわたり主体的、自立的に探究する能力、他者を理解し協働して計画的に仕事を進めることのできる能力および国際的に通用す
るコミュニケーション能力を身につけている。

理工学研究科応用化学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コースワークとリ
サーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、応用化学の高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、生命有機化学、物質物理化学、環境・エ
ネルギー化学の３専修分野に特論、共通科目としてインターンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通じて身につけた高度
な知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、応用化学を深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特別演習・実験を配置し、研究倫
理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、深い思考能力と幅広い視野を修得し、自ら
問題設定ができ、解決する能力を養成する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表等を積極的に取り入れ、能
動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる学び、研究を継続する力、及び共同研究などの他者と交流するための国際的に通
用するコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。

理工学研究科応用化学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学修を
通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①大学院での学修の基礎となる、大学卒業レベルの基礎学力及び応用化学に関連する分野の基礎知識を有する。
②応用化学に関心があり、旺盛な探究心と研究心、強い意志を持ち、大学院での学修成果を以って社会に貢献する目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、より高度な専門分野を学び、生涯にわたって自主的・継続的に研鑽を続ける意欲がある。

応 用 化 学 専 攻
修 士 課 程 ポ リ シ ー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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理工学研究科機械工学専攻修士課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、創造
性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において２年以上在学し、十分に高度な機械工学の専門知識と研
究能力を身につけた学生で、修了に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、修士（工学）の学位を授
与します。

①自然科学および機械工学を中心とする専門領域において、高度で専門的な知識と高い倫理観を身に着け、学術的見地に立って物事
を公正に判断をすることができる。

②技術者としての責任を理解し、機械工学を中心とする専門分野において自ら問題設定ができ、社会における諸問題の解決のためにそ
の能力を活用できる。

③日本語により論理的な文章を作成し、コミュニケーションできる。
④国内外の文献や専門書を理解でき、英語によりプレゼンテーションができるなどの、国際的に通用するコミュニケーション能力を身に

つけている。
⑤技術偏重にならず、生涯にわたり主体的、自立的に学び続け、学んだことを分かち合い、共に成長することで、個人と社会のつながり、

そして将来像を考えることができる。

理工学研究科機械工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コースワークとリ
サーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、機械工学の高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、熱・流体、材料・強度、設計・生産、運動
力学・制御の４専修分野に特論、共通科目としてインターンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通じて身につけた高度な
知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、機械工学を深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特別演習・実験を配置し、研究倫
理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、機械工学に関する深い思考能力と幅広い視
野を修得し、自ら問題設定ができ、解決する能力を養成する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表等を積極的に取り入れ、能
動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる学び、研究を継続する力、及び共同研究などの他者と交流するための国際的に通
用するコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。

理工学研究科機械工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学修を
通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①機械工学および自然科学に関して、大学卒業レベルの基礎学力と十分な知識を有する。
②機械工学に関心があり、高い志と旺盛な探求心で粘り強く努力することができ、 将来、国際社会の中で技術者あるいは研究者として

社会に貢献する目的意識がある。
③自分の意思と考えを説明できるコミュニケーション能力および英語による書物を理解するために必要となる基礎的な英語能力を有

する。
④大学院在学中だけでなく、修了後も、機械工学に関する高度な専門分野を学び、生涯にわたって自主的に研究を続ける意欲がある。

機 械 工 学 専 攻
修 士 課 程 ポ リ シ ー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy

理工学研究科交通機械工学専攻修士課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、
創造性・国際性豊かな技術者・研究者の養成」に基づき、本課程において、2年以上在学し、十分に高度な交通機械工学の専門知識と研究
能力を身につけた学生で、修了に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、修士（工学）の学位を授与
します。

①機械工学や交通機械工学に関する基礎力と応用力、及び高度な専門知識を有し、学術的見地に立って機械工学分野の判断ができる。
②機械工学の分野で、機械や交通機械に係わる技術者としての専門能力を発揮し、課題の発掘と諸問題の解決を図ることができる。
③自然との共生や人類の安全・福祉を常に意識し、機械技術者としての社会的責任を自覚する能力、及び他者を理解し、他者と協調し

て、国際的に通用するコミュニケーション能力を身につけている。

理工学研究科交通機械工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コースワーク
とリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは交通機械工学の高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、エネルギー・流体工学、材料・構造
工学、制御・システム工学の３専修分野に特論、共通科目としてインターンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通じて身に
つけた高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、交通機械工学を深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特別演習・実験を配置し、研
究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、深い思考能力と幅広い視野を修得し、
自ら問題設定ができ、解決する能力を養成する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表等を積極的に取り入れ、能
動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる学び、研究を継続する力、及び共同研究などの他者と交流するための国際的に通
用するコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。

理工学研究科交通機械工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士課程）の教育課程における学修を通じ
て、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①交通機械工学の高度な専門科目を学ぶために必要な大学卒業レベルの基礎学力、及び交通機械工学に関連する分野の基礎知識を
有する。

②交通機械工学に関心があり、向上心・チャレンジ精神が旺盛で、高い志と強い意志を持って学修取り組み、大学院での成果を以って社
会に貢献する目的意識がある。

③大学院在学中だけでなく、修了後もより高度な専門分野を学び、 機械技術者として大きな夢をもち、生涯にわたって自主的・継続的に
研鑽を続ける意欲がある。

交 通 機 械 工 学 専 攻
修 士 課 程 ポ リ シ ー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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理工学研究科メカトロニクス工学専攻修士課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を
有し、創造性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、2年以上在学し、十分に高度なメカトロニク
ス工学の専門知識と研究能力を身につけた学生で、修了に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、
修士（工学）の学位を授与します。

①科学技術に対する社会の要請に対応できる、幅広い視野と質の高い技術力・研究力、および高い倫理観を身につけ、学術的見地に
立って物事を公正に判断することができる。

②メカトロニクス領域における自分の専門分野を限定せず、社会のさまざまな分野で、メカトロニクスに係わる技術者としての専門能力
を発揮し、課題の発掘と諸問題の解決を図ることができる。

③メカトロニクスが社会に果たす役割とその重要性を理解し、生涯にわたり主体的、自立的に探究する能力、他者を理解し協働して計画
的に仕事を進めることのできる能力及び国際的に通用するコミュニケーション能力を身につけている。

理工学研究科メカトロニクス工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コース
ワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、メカトロニクス工学の高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、３専修分野に特論、共通科
目としてインターンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通じて身につけた高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を
深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、メカトロニクス工学を深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特別演習・実験を配置
し、研究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、深い思考能力と幅広い視野を修
得し、自ら問題設定ができ、解決する能力を養成する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表等を積極的に取り入れ、講
義・演習・実験一体化教育を行い、能動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる学び、研究を継続する力、及び共同研究など
の他者と交流するための国際的に通用するコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。

理工学研究科メカトロニクス工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程にお
ける学修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①大学院での学修の基礎となる、大学卒業レベルの基礎学力及びメカトロニクス工学に関連する分野の基礎知識を有する。
②メカトロニクス工学に関心があり、俯瞰的感覚を有し、自主性、旺盛な探究心と研究心、強い意志を持ち、大学院での学修成果を以っ

て社会に貢献する目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、より高度な専門分野を学び、生涯にわたって自主的・継続的に研鑽を続ける意欲がある。

メカトロニクス工学専攻
修 士 課 程 ポ リ シ ー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy

理工学研究科社会基盤デザイン工学専攻修士課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技
術を有し、創造性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、2年以上在学し、十分に高度な社会基盤
デザイン工学の専門知識と研究能力を身につけた学生で、修了に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対
して、修士（工学）の学位を授与します。

①科学技術に対する社会の要請に対応できる、幅広い視野と質の高い技術力・研究力、および高い倫理観を身につけ、学術的見地に
立って物事を公正に判断することができる。

②社会のさまざまな分野で、社会基盤に係わる技術者としての専門能力を発揮し、課題の発掘と諸問題の解決を図ることができる。
③社会基盤が社会に果たす役割とその重要性を理解し、生涯にわたり主体的、自立的に探究する能力、他者を理解し協働して計画的に

仕事を進めることのできる能力及び国際的に通用するコミュニケーション能力を身につけている。

理工学研究科社会基盤デザイン工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コー
スワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、社会基盤デザイン工学の高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、構造工学、水工学、地盤
工学、都市・交通計画学、建設材料学の５専修分野に特論、共通科目としてインターンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を
通じて身につけた高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、社会基盤デザイン工学を深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特別演習・実験を配
置し、研究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、深い思考能力と幅広い視野を
修得し、自ら問題設定ができ、解決する能力を養成する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表等を積極的に取り入れ、能
動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる学び、研究を継続する力、及び共同研究などの他者と交流するための国際的に通
用するコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。

理工学研究科社会基盤デザイン工学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程に
おける学修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①大学院での学修の基礎となる、大学卒業レベルの基礎学力及び社会基盤デザイン工学に関連する分野の基礎知識を有する。
②社会基盤デザイン工学に関心があり、旺盛な探究心と研究心、強い意志を持ち、大学院での学修成果を以って社会に貢献する目的意

識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、より高度な専門分野を学び、生涯にわたって自主的・継続的に研鑽を続ける意欲がある。

社会基盤デザイン工学専攻
修 士 課 程 ポ リ シ ー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy

理工学研究科環境創造学専攻修士課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、創
造性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、2年以上在学し、必要な研究指導を受けた上で、修了
に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、修士（工学）の学位を授与します。

①科学技術に対する社会の要請に対応できる高い倫理観をもった質の高い技術者・研究者である。
②環境問題の解決と問題発掘をはかり、協働して仕事を進めることができる高度な知的・専門的力量を有する。 
③高度な専門知識・技術を有し、生涯にわたり主体的に環境を創造できる能力に富み、環境に関する幅広い視野と国際的コミュニケーシ

ション能力を身につけている。

理工学研究科環境創造学専攻修士課程の教育課程では、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、
コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、環境創造学の高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、大気水環境学、地圏環境学、都市基
盤環境学、住環境学の４専修分野に特論、共通科目としてインターンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通じて身につけ
た高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、環境創造学を深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特別演習・実験を配置し、研究
倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、深い思考能力と幅広い視野を修得し、自
ら問題設定ができ、解決する能力を養成する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表等を積極的に取り入れ、能
動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる学び、研究を継続する力、及び共同研究などの他者と交流するための国際的に通
用するコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。

理工学研究科環境創造学専攻修士課程では、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学
修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①大学卒業レベルの基礎学力、環境分野の高度な専門科目を学ぶために必要な基礎知識を有する。
②環境創造学専攻での学習成果を社会で活かすという目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、環境問題に多大な興味を持ち、専門性を活かしてその発展や解決に寄与することで、修了後も

学び続ける意欲がある。

環 境 創 造 学 専 攻
修 士 課 程 ポ リ シ ー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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理工学研究科数学専攻博士後期課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、創造
性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において原則として、3年以上在学して、修了に必要な16単位以
上を修得し、十分に高度な数学の専門知識と研究能力を身につけた学生で、所定の博士論文の審査に合格した者に対して、博士（理学）の
学位を授与します。

①深い教養力とより高い語学力を身につけ、数学の高度な専門的学識と高い倫理観に基づき研究成果を的確に表現し、バランスの取れ
た総合的な視野で、物事を公正に判断することができる。

②数学の高度な専門的学識と創造的研究能力を持ち、自然科学・社会科学の別を問わず広範な分野における諸問題に率先して対処す
ることができるための国際的かつ普遍的な視点を持ち、研究に対する企画及び推進能力を十分に発揮し、社会に貢献できる。

③科学における基礎学問としての数学の重要性と応用可能性を認識して研究者として自立し、生涯にわたり主体的に研究を継続する能
力と協働する能力を持ち、これを国際社会に普及、教授する能力を身につけている。

理工学研究科数学専攻博士後期課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コースワークとリ
サーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、数学のより高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、関連科目として特殊講義を配置する。
これらの授業を通じて身につけた高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、数学分野を自立して深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特殊研究を配置し、研究
倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、博士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、さまざまな現象を数学的に記述し、自ら
問題を発見・設定・解決し、その成果を表現する能力を養成する。また、将来的に研究者・教育者として自立し、創造的研究教育活動が
できる高度な能力を涵養する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表、学術論文作成等を積極
的に取り入れ、常に新しい成果を生み出す力を身につける。この体制を通じ、国際社会においても学術的課題を的確に把握し、論理的
に分析した上で柔軟に対応できる数学の専門研究指導力を涵養する。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科博士（博士後期）課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づいた
個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を促進することができるようにする。

理工学研究科数学専攻博士後期課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学修を
通じて、次のような資質・能力のある人を受け入れます。

①博士後期課程において数学の研究を継続できる、修士（博士前期）課程修了者と同等以上の十分な基礎知識を有する。
②数学分野の発展、開拓に関心があり、探究心旺盛で地道な努力を惜しまず、数学専攻での学修成果を基盤に研究者としての責任を持

ち、社会の発展に貢献する目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も生涯にわたって数学のより高度な専門的知識を身につけ、自立して創造的研究を行う意欲がある。

数 学 専 攻
博士後期課程ポリシー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy

理工学研究科建築学専攻修士課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、創造性・
国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、2年以上在学し、次に示すような十分に高度な建築学の専
門知識と研究能力を身につけた学生で、修了に必要な30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、修士（工学）
の学位を授与します。

①科学技術に対する社会の要請に対応できる、幅広い視野と質の高い技術力・研究力、および高い倫理観を身につけ、学術的見地に
立って物事を公正に判断することができる。

②建築技術者や建築家として高い専門能力を発揮し、高度な知識や感性を有し諸問題の解決を図ることができる。
③工学・芸術を融合し、居住性・安全性・審美性・環境調和性を重視した快適な空間創造の基本的能力を有し、生涯にわたり主体的、自立的

に探究する能力、他者を理解し協働して計画的に仕事を進めることのできる能力、及びグローバル社会および地域社会に貢献する意
欲があり、自主的に問題解決に当たることができる能力を身につけている。

理工学研究科建築学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コースワークとリ
サーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、建築学に関する広範な知識に加え、適性や進路に応じて、技術者、建築家、研究者としての高度な専門知識及び幅
広い関連分野の知識を修得させるため、建築スペースデザイン、建築環境デザイン、建築材料デザイン、建築構造工学の４専修分野
に特論、共通科目としてインターンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通じて身につけた高度な知識および高い倫理観に
基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、建築学を深く研究できるようにするため、研究指導科目として総合設計演習ならびに特別演習・実験を配置し、
研究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、深い思考能力と幅広い視野を修得
し、自ら問題設定ができ、解決する能力を養成する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表等を積極的に取り入れ、能
動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる学び、研究を継続する力、及び共同研究などの他者と交流するための国際的に通
用するコミュニケーション能力を身につける。また、国家資格等の取得に対応できる十分な能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。

建 築 学 専 攻
修 士 課 程 ポ リ シ ー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

理工学研究科建築学専攻修士課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学修を通
じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①大学院での学修の基礎となる、大学卒業者と同等の基礎学力及び建築学に関連する分野の基礎知識を有する。
②建築学に関わる分野に関心があり、旺盛な探究心と研究心、粘り強く学習できる力と自主性を持ち、大学院での学修成果を以って技

術者、建築家、研究者として社会に貢献する目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、より高度な専門分野を学び、生涯にわたって自主的・継続的に研鑽を続ける意欲がある。

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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理工学研究科電気・情報・材料・物質工学専攻博士後期課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知
識・技術を有し、創造性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、原則として、3年以上在学して、修
了に必要な16単位以上を修得し、創造的な研究ができる質の高い技術力、研究力を有する学生で、所定の博士論文の審査に合格した者
に対して、博士（工学）の学位を授与します。

①電気・情報・材料・物質工学分野における高度で専門的な知識、及び高い倫理観を身につけ、個々の研究成果に対して、バランスの取れ
た総合的な視野で、学術的見地に立って公正な判断をすることができる。

②電気・情報・材料・物質工学分野の社会の要請に対応して創造的な研究ができる自立した質の高い技術力、研究力を有し、研究に対す
る企画および推進能力を十分に発揮することで、社会における諸問題を解決へと導くことができる。

③生涯にわたり主体的に研究を継続する能力と国際的に通用するコミュニケーション能力を有し、他の研究者と協働して、課題発掘や
問題解決を行うことができる。

理工学研究科電気・情報・材料・物質工学専攻博士後期課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるた
め、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、深く高度な専門知識・技術及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、関連科目として特殊講義を配置する。こ
れらの授業を通じて身につけた高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、電気・情報・材料・物質工学のいずれかの分野において自立して創造的な研究活動ができるようにするため、各専
修分野に研究指導科目として特殊研究を配置し、研究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、博士論文作成等の指導を行う。この
科目を通じ、さまざまな対象に対して、自ら課題を発掘し問題を解決するとともに、その成果を表現する能力を養成する。また、将来的
に研究者・教育者として自立し、創造的研究教育活動ができる高度な能力及び高い倫理観を涵養する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表、学術論文作成等を積極
的に取り入れ、常に新しい成果を生み出す力を身につける。この体制を通じ、国際社会において状況を的確に把握し、論理的に分析し
た上で柔軟に対応できる専門研究指導力を涵養する。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科博士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を促進することができるようにする。

理工学研究科電気・情報・材料・物質工学専攻博士後期課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教
育課程における学修を通じて、次のような資質・能力のある人を受け入れます。

①博士課程において研究を継続するために求められる、修士（博士前期）課程修了者と同等以上の基礎学力と、研究分野における十分
な知識を有する。

②何事も粘り強く取り組むことができ、電気・情報・材料・物質工学分野における理論、応用の専門知識と研究能力で社会の発展に貢献す
る目的意識がある。

③大学院在学中だけでなく、修了後も生涯にわたって電気・情報・材料・物質工学分野で自立して創造的研究を行う意欲がある。

電気･情報･材料･物質工学専攻
博士後期課程ポリシー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy

理工学研究科機械工学専攻博士後期課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有し、
創造性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、原則として、3年以上在学して、修了に必要な16
単位以上を修得し、機械工学専攻の専門領域において十分に高度な専門知識と研究能力を身につけた学生で、所定の博士論文の審査に
合格した者に対して、博士（工学）の学位を授与します。

①深い教養力とより高い語学力を身につけ、機械工学の高度な専門的学識と高い倫理観に基づき研究成果を的確に表現し、バランス
の取れた総合的な視野で、物事を公正に判断することができる。

②機械工学の高度な専門的学識と創造的研究能力を持ち、自然科学・社会科学の別を問わず広範な分野における諸問題に率先して対
処することができるための国際的かつ普遍的な視点を持ち、研究に対する企画及び推進能力を十分に発揮し、社会に貢献できる。

③科学における基礎学問としての機械工学の重要性と応用可能性を認識して研究者として自立し、生涯にわたり主体的に研究を継続す
る能力と協働する能力を持ち、これを国際社会に普及、教授する能力を身につけている。

理工学研究科機械工学専攻博士後期課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コースワーク
とリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、機械工学のより高度な専門知識・技術及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、関連科目として特殊講義を
配置する。これらの授業を通じて身につけた高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、機械工学分野において自立して深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特殊研究を
配置し、研究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、博士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、さまざまな対象に対して、自
ら課題を発掘し問題を解決するとともに、その成果を表現する能力を養成する。また、将来的に研究者・教育者として自立し、創造的研
究教育活動ができる高度な能力及び高い倫理観を涵養する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表、学術論文作成等を積極
的に取り入れ、常に新しい成果を生み出す力を身につける。この体制を通じ、国際社会において状況を的確に把握し、論理的に分析し
た上で柔軟に対応できる専門研究指導力を涵養する。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学
研究科博士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員によ
り個別指導を行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を促進することができるようにする。

理工学研究科機械工学専攻博士後期課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学修
を通じて、次のような資質・能力のある人を受け入れます。

①博士課程において研究を継続できる、修士（博士前期）課程修了者と同等の、十分な基礎知識を有する。
②機械工学分野の発展、開拓に関心があり、探究心旺盛で地道な努力を惜しまず、機械工学専攻での学修成果を基盤に、研究者としての責任

を持ち、社会の発展に貢献する目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も生涯にわたって機械工学のより高度な専門的知識を身につけ、自立して創造的研究を行う意欲がある。

機 械 工 学 専 攻
博士後期課程ポリシー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy

理工学研究科社会環境デザイン工学専攻博士課程は、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広い視野と高度な専門知識・技術を有
し、創造性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とする。」に基づき、本課程において、原則として、3年以上在学して、修了に必要な16単
位以上を修得し、社会環境デザイン工学専攻の専門領域において次に示すような十分に高度な専門知識と研究能力を身につけた学生で、所定
の博士論文の審査に合格した者に対して、博士（工学）の学位を授与します。

①深い教養力とより高い語学力を身につけ、社会環境デザイン工学の高度な専門的学識と高い倫理観に基づき研究成果を的確に表現し、バ
ランスの取れた総合的な視野で、物事を公正に判断することができる。

②社会環境デザイン工学の高度な専門的学識と創造的研究能力を持ち、自然科学・社会科学の別を問わず広範な分野における諸問題に率先
して対処することができるための国際的かつ普遍的な視点を持ち、研究に対する企画及び推進能力を十分に発揮し、社会に貢献できる。

③科学における基礎学問としての社会環境デザイン工学の重要性と応用可能性を認識して研究者として自立し、生涯にわたり主体的に研究
を継続する能力と協働する能力を持ち、これを国際社会に普及、教授する能力を身につけている。

理工学研究科社会環境デザイン工学専攻博士課程は、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方針に示す能力を身につけさせるため、コースワー
クとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、社会環境デザイン工学のより高度な専門知識・技術及び幅広い関連分野の知識を修得させるため、関連科目として特殊
講義を配置する。これらの授業を通じて身につけた高度な知識および高い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。

②リサーチワークでは、社会環境デザイン工学分野において自立して深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科目として特殊
研究を配置し、研究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、博士論文作成等の指導を行う。この科目を通じ、さまざまな対象に対して、自
ら課題を発掘し問題を解決するとともに、その成果を表現する能力を養成する。また、将来的に研究者・教育者として自立し、創造的研究教育
活動ができる高度な能力及び高い倫理観を涵養する。

③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテーション、研究発表、学術論文作成等を積極的に取り
入れ、常に新しい成果を生み出す力を身につける。この体制を通じ、国際社会において状況を的確に把握し、論理的に分析した上で柔軟に対
応できる専門研究指導力を涵養する。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、理工学研究科
博士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員により個別指導を
行い、個々の達成度と進路・関心に応じた学修を促進することができるようにする。

理工学研究科社会環境デザイン工学専攻博士課程は、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程に
おける学修を通じて、次のような資質・能力のある人を受け入れます。

①博士課程において研究を継続できる、修士（博士前期）課程修了者と同等以上の、十分な基礎知識を有する。
②社会環境デザイン工学分野の発展、開拓に関心があり、探究心旺盛で地道な努力を惜しまず、社会環境デザイン工学専攻での学修成

果を基盤に、研究者としての責任を持ち、社会の発展に貢献する目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も生涯にわたって社会環境デザイン工学のより高度な専門的知識を身につけ、自立して創造的研究

を行う意欲がある。

社会環境デザイン工学専攻
博 士 課 程 ポ リ シ ー

○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

　学部各学科の専門基礎教育を基盤とする修士（博士前期）課程、さらに修士（博士前期）課程の各専

攻を基礎とする博士（博士後期）課程を設けています。各専攻では、大学院生と教員が一体となって最

先端分野の研究テーマに取り組み、その研究成果を国内外の学会に発表しています。こうした教育研

究活動の実績とポテンシャルの高さは広く認められており、文部科学省による様々な学術研究高度化

推進事業の拠点として選定されています。

　また、近年企業からの求人も大学院修了者を重視する傾向があり、高度な教育研究活動を通じて自

己の付加価値を一層高める事を目指して、進学希望者の意識も高まってきています。

多彩な分野で
最先端の研究を展開

Meijo University Graduate School Guide 2023
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数学 専攻
理工学研究科（博士前期課程）

　日々進化する現代情報化社会においては、あらゆ
る場面で未知の事項に直面します。ここでは過去の
経験に基づく知識だけで判断することは難しく、また
危険なことでもあります。一つの事項を今までとは別
の視点から捉えられる人材、次に起こり得る事項を予
測して対処できる人材、常に改良、開発を進めていけ
る人材が求められます。このような人材を養成するに
は、数理的論理推論力を十分に習得させることが必
要不可欠です。このことを踏まえ、本専攻では数学を
基礎とした柔軟かつ厳密な論理推論を訓練する場を
学生に提供し、教育・指導に当たっています。その結
果、産業界に貢献、寄与できる人材を社会に送り出し
ています。また一方で、数学や情報の科目を担当する
中学校・高等学校教員や数学の研究者を養成すること
は、本専攻が従来から長年にわたって担ってきた重要
な社会的使命であります。加速する学問の進歩・発展
を先導し、数学教育や数学研究の世界で活躍する人
材の養成に努めていきます。

　数学専攻には、代数学・幾何学・関数解析学・大域解析学・情報数学の5専修分野があります。それぞれの分
野には複数の教員がおり、個人指導を徹底しています。研究者や教員を目指している者、一般企業での活躍
を目指している者に加え、他大学出身者や海外からの留学生、既に第一線で活躍されている社会人の方等、
大学院入学者の経歴や進学目的は多岐にわたっており、これにより院生たちの視野が広がり、大学院の活性
化につながっています。特に最近では、高等学校の定年退職者の生涯学習の役割も担っています。更に次の
ような取組みを行っています。
（1）所定の単位を修めた前期課程修了者は、高等学校教諭専修免許状（数学）および中学校教諭専修免

許状（数学）を取得することができる。
（2）大学4年をスキップして入学する飛び入学制度がある。

数 学 専 攻 の 特 徴

トピックス

カリキュラム

教   員 順不同

大 西  良 博
代数的整数論特論Ⅰ・Ⅱ
代数学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

前 野  俊 昭
環論特論Ⅰ・Ⅱ
代数学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

許 斐  豊
代数的構造論特論Ⅰ・Ⅱ
代数学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

伯 田  恵 輔
環論特論Ⅰ・Ⅱ
代数学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

植 松  哲 也
数論的幾何学特論
代数学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

小 澤  哲 也
微分幾何学特論Ⅰ・Ⅱ
幾何学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

橋 本  英 哉
解析幾何学特論Ⅰ・Ⅱ
幾何学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

土 田  哲 生
複素解析学特論Ⅰ・Ⅱ
関数解析学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

日 比 野  正 樹
関数方程式特論Ⅰ・Ⅱ
関数解析学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

柴 田  将 敬
関数方程式特論Ⅰ・Ⅱ
関数解析学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

田 中  清 喜
複素解析学特論Ⅰ・Ⅱ
関数解析学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

長 郷  文 和
大域空間解析学特論Ⅰ・Ⅱ
大域解析学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

佐 藤  光 樹
大域解析学特論Ⅰ・Ⅱ
大域解析学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

齊 藤  公 明
確率及び量子情報論特論Ⅰ・Ⅱ
確率及び量子情報論講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

鍜 治  俊 輔
確率過程論特論Ⅰ・Ⅱ
確率及び量子情報論講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

三 町  祐 子
数論的確率論特論Ⅰ・Ⅱ
確率及び量子情報論講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

冨 田  耕 史
計算機数学特論Ⅰ・Ⅱ
確率及び量子情報論講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

村 瀬  勇 介
非線形数理特論Ⅰ・Ⅱ
確率及び量子情報論講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

代数学
代数的整数論特論Ⅰ・Ⅱ
環論特論Ⅰ・Ⅱ
代数的構造論特論Ⅰ・Ⅱ
代数学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
現代代数学特論A・B
数論的幾何学特論

幾何学
微分幾何学特論Ⅰ・Ⅱ
非線形幾何学特論Ⅰ・Ⅱ
解析幾何学特論Ⅰ・Ⅱ
幾何学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
応用幾何学特論

情報数学
確率及び量子情報論特論Ⅰ・Ⅱ
確率過程論特論Ⅰ・Ⅱ
数論的確率論特論Ⅰ・Ⅱ
計算機数学特論Ⅰ・Ⅱ
非線形数理特論Ⅰ・Ⅱ
確率及び量子情報論講究ⅠA・ⅠB・
ⅡA・ⅡB
統計数理学特論
量子確率論特論
確率情報特論
無限次元解析特論

大域解析学
大域解析学特論Ⅰ・Ⅱ
大域空間解析学特論Ⅰ・Ⅱ
大域解析学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

関数解析学
関数方程式特論Ⅰ・Ⅱ
複素解析学特論Ⅰ・Ⅱ
関数解析学講究ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
現代解析学特論

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ・Ⅱ

Department of Mathematics

理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology
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理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

情報工学 専攻
理工学研究科（修士課程）

　情報システムは現代社会に欠かせないものとなっています。中部地方は日本のものづくりの中心地と言われていますが、情報工学におけるものづく
りとは、インテリジェントな情報システムを作り上げることに他なりません。そのようなシステムを作るには、ハードウェアとソフトウェアの両方の知識を
関連して活用することが必要になります。情報工学専攻では、ソフトウェアとハードウェアの両方を理解し、最先端の高度な情報テクノロジーを身につけ
た専門技術者や研究者の育成を目標としています。
　情報工学専攻では、次の4分野について、教育・研究を行っています。

①　 情報デバイス：画像情報処理、ヒューマンインターフェース、およびこれらのITSへの応用、
ロボット制御、コンピュータアーキテクチャ、連続性と離散系のハイブリッドシステム

②　 情報処理：先端的計算シミュレーションとその応用、人工知能、ロボットシステム、データマ
イニング、ソフトコンピューティング

③　 情報メディア：コンピュータグラフィックス、自然言語処理、バーチャルリアリティ、音声・音
響情報処理、感性工学

④　 情報通信：無線通信、ユビキタスネットワーク、ネットワークセキュリティ、情報理論、およ
び、これらのITSの応用

　情報工学専攻の特徴は、これらの分野において、基礎研究から先端応用技術まで幅広く教育と
研究を行っている点です。特にITSに関しては、多くの教員が研究テーマとして取り上げており、
国内有数のレベルの高い研究を行っています。

　学生に国内外の学会での発表を励奨しており、情報
処理学会、電子情報通信学会、電気学会、自動車技術
会（ITS関連学会）等の国内主要学会や、IEEE（米国電
気電子学会）をはじめとする海外の学会でも多くの論
文発表や口頭発表を行っています（2018年度修了の
大学院生20名の研究発表件数は学部4年生の時を含
んで国内110件、国際会議22件）。また、各分野にお
いて最先端の研究に取り組んでいることから、国内外
の学会において多数の賞を受賞するなど、研究内容も
高く評価されています。積極的な研究活動を通じて、
学生の専門知識やプレゼンテーション能力、議論する
力を高める教育を実践しています。

群 を 抜 く 件 数 の 学 会 発 表

情 報 工 学 専 攻 が カ バ ー す る 4 つ の 研 究 分 野

トピックス

カリキュラム

情報デバイス
計算機工学特論
ヒューマンマシンシステム特論
知的信号処理特論
知的制御システム特論
画像情報システム特論
情報デバイス特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

情報通信
ネットワーク特論
無線通信工学特論
情報セキュリティ特論
情報理論特論
情報通信特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

情報処理
アルゴリズム特論
パターン情報処理特論
人工知能特論
知的データ分析特論
情報処理特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ
特別講義Ⅱ

情報メディア　
音声・音響情報処理特論
視覚・色彩情報処理特論
コンピュータグラフィックス特論
言語処理特論
バーチャルリアリティ特論
情報メディア特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

教   員 順不同

中 野  倫 明
ヒューマンマシンシステム特論
情報デバイス特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

向 井  利 春
知的信号処理特論
情報デバイス特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

吉 川  雅 弥
計算機工学特論
情報デバイス特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

山 田  宗 男
画像情報システム特論
情報デバイス特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

小 中  英 嗣
知的制御システム特論
情報デバイス特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

山 田  啓 一
パターン情報処理特論
情報処理特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

山 本  修 身
アルゴリズム特論
情報処理特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

亀 谷  由 隆
知的データ分析特論
情報処理特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

米 澤  弘 毅
人工知能特論
情報処理特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

寺 本  篤 司
画像情報システム特論
情報デバイス特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

髙 比 良  宗 一
情報デバイス特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

佐 川  雄 二
言語処理特論
情報メディア特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

田 中  敏 光
コンピュータグラフィックス特論
情報メディア特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

柳 田  康 幸
バーチャルリアリティ特論
情報メディア特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

川 澄  未 来 子
視覚・色彩情報処理特論
情報メディア特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

坂 野  秀 樹
音声・音響情報処理特論
情報メディア特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

旭  健 作
無線通信工学特論
情報通信特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

宇 佐 見  庄 五
情報理論特論
情報通信特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

鈴 木  秀 和
ネットワーク特論
情報通信特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

Department of Information Engineering

IEEE ICCE2017 Young Scientist Paper Award受賞

ドライバの運転能力を測定・評価・
訓練する運転シミュレータ

クラスタ型デジタル空気砲による
香りの時空間提示

マクロ・ミクロレベル統合型の
救助・避難シミュレーション

センサーネットワークを用いた
バスロケーションシステム

Meijo University Graduate School Guide 2023



29

電気電子工学専攻
理工学研究科（博士前期課程）

　電気電子工学は、２１世紀の社会をリードするキーテクノロジーであり、現在、世界中で研究開発が進められているトピックスは、「量子コンピュータ」
「スピントロニクス」「次世代バッテリー」「再生可能エネルギー」「ディープラーニング」「ロボット」「プラズマ」など多岐にわたります。本専攻では、「エネ
ルギー環境工学」「電子物性デバイス工学」「システム情報通信工学」「電子生命情報工学」の４つの専修分野を設け、社会をリードする研究開発に取り組
んでいます。
　科学技術が複雑化、高度化する現在、幅広い専門知識と豊富な実務経験を備えたプロフェッショナルをめざして本専攻に進学する学生が増えていま
す。本専攻では、単に電気電子工学の知識を習得するだけでなく、最先端の研究開発に触れることを通じて、論理的な思考力や創造的な課題解決力、プ
ロジェクトマネジメントスキルを培います。また、国内外での学会に参加し、発表を行うことで、理系学生が苦手とする表現力やプレゼンテーション力、コ
ミュニケーション力を身につけることができます。

・エネルギーと環境を支える材料工学
・太陽光発電システムの新たな評価・診断方法の開発
・先進的な電力系の制御・運用手法の開発

エネルギー環境工学
（益田泰輔,村本裕二，山中三四郎，吉野彰，村上祐一）

・ナノエレクトロニクスを支える電子顕微鏡技術の開発
・プラズマを用いた新規ナノ材料の創成と機能化ならびにデバイス応用
・次世代型超高性能リチウムイオン電池の開発
・電界放出ディスプレイの実用化

電子物性デバイス工学
（内田儀一郎，児玉哲司，竹田圭吾,平松美根男，村田英一）

・可視光を用いた光無線制御ネットワーク
・デジタル放送波の高度応用
・機械学習に基づくコンピュータビジョン
・ドローンの高信頼無線制御ネットワーク
・実環境で動作する高速高精度なロボットビジョン
・大量データに基づく知的制御

システム情報通信工学
（中條渉，都竹愛一郎，堀田一弘，小林健太郎,田崎豪，増山岳人）

・低温大気圧プラズマのバイオ・環境への応用
・マイクロ／ナノデバイスを活用した細胞制御技術の開発

電子生命情報工学
（伊藤昌文，太田貴之，熊谷慎也）

時 代 の 先 端 を リ ー ド す る 電 気 電 子 工 学 専 攻

トピックス

カリキュラム

教   員 順不同

村 本  裕 二
エネルギー環境システム工学特論A・B
エネルギー環境工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

村 上  祐 一
エネルギー環境システム工学特論A・B

山 中  三 四 郎
エネルギー変換工学特論A・B
エネルギー環境工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

吉 野  彰
エネルギー環境材料工学特論Ⅰ・Ⅱ

益 田  泰 輔
電気エネルギー工学特論A・B
エネルギー環境工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

内 田  儀 一 郎
電子デバイス特論A・B
電子物性デバイス工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

児 玉  哲 司
電子光学特論A・B
電子物性デバイス工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

平 松  美 根 男
電子物性特論A・B
電子物性デバイス工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

村 田  英 一
真空デバイス特論A・B
電子物性デバイス工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

竹 田  圭 吾
電子デバイスプロセス特論A・B
電子物性デバイス工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

中 條  渉
情報通信システム特論A・B

都 竹  愛 一 郎
情報通信工学特論A・B
システム情報通信工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

堀 田  一 弘
制御情報システム特論A・B
システム情報通信工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

小 林  健 太 郎
システム工学特論A・B
システム情報通信工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

田 崎  豪
制御システム工学特論A・B
システム情報通信工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

増 山  岳 人
システム工学特論A・B
システム情報通信工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

伊 藤  昌 文
電子生命情報工学特論A・B
電子生命情報工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

太 田  貴 之
電子生命情報計測工学特論A・B
電子生命情報工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

熊 谷  慎 也
電子生命情報応用工学特論A・B
電子生命情報工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

エネルギー環境工学
電気エネルギー工学特論A・B
エネルギー環境材料工学特論Ⅰ・Ⅱ
エネルギー環境システム工学特論A・B
エネルギー変換工学特論A・B
エネルギー環境工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

電子生命情報工学
電子生命情報工学特論A・B
電子生命情報応用工学特論A・B
電子生命情報計測工学特論A・B
電子生命情報工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

電子物性デバイス工学
電子デバイス特論A・B
電子物性特論A・B
真空デバイス特論A・B
電子光学特論A・B
電子デバイスプロセス特論A・B
電子物性デバイス工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ
特別講義Ⅱ

システム情報通信工学
制御システム工学特論A・B
情報通信システム特論A・B
情報通信工学特論A・B
制御情報システム特論A・B
システム工学特論A・B
システム情報通信工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

Department of Electrical and Electronic Engineering

理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

500 nm 

半導体量子ドット

革新的プラズマプロセス

Liイオン電池応用

カーボンウォール
最先端ナノ材料創製と次世代高性能電池研究

Height Sensor 200.0 nm

最先端計測技術によるがん細胞高精度解析
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理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

材料機能工学 専攻
理工学研究科（修士課程）

　材料機能工学専攻は、時代の牽引役である新素材の基礎研究と既存材料の改良研究を通じて、様々な産業に貢献できる材料のスペシャリスト、エンジ
ニアの育成を行っています。研究領域は、原子レベルにおける現象から、ナノ・ミクロを主体とするナノ・インテリジェント材料、エレクトロニクス材料、さらに
マクロを主体とする機械・構造材料、生体材料にいたる幅広いものです。中でも青色LEDで知られる窒化物半導体研究は、２１世紀COEプログラムや私立
大学研究ブランディング事業（いずれも文部科学省の世界的研究拠点形成事業）に採択された輝かしい実績を持っています。このグループに所属し、本専
攻設立の中心となって尽力された赤﨑勇教授は、2014年にノーベル物理学賞を受賞されました。学生は、このような最先端の材料研究とハイレベルの
研究環境に魅力を感じ、学部卒業生の40％〜50%が、大学院へ進学しています。大学院ではこのような先端の研究に携わるとともに、特論の講義を通じ
て高度な専門知識を修得し、さらにはコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を高め、積極的に学会や国際会議での発表を行っています。以上
のように、理工学研究科随一の高度な研究・教育環境、これが本専攻の特長です。

　液晶は、液体のやわらかさと、固体の結晶の規則的な
構造をもつ不思議な材料です。電子線により“回転する液
晶の自立薄膜”を世界で初めて観察しています。もうひと
つ。硬い、小さな材料のトピック。私たちは原子をひとつ
ひとつ見ながら原子構造を制御し、超硬ナノ金属材料を
開発しています。この原子操作技術で、ひとつの原子を源
泉とする電子ビーム材料を創製しています。

やわらかい液晶と超硬ナノ金属材料

　ナイトライドは青色LEDとして信号機など身近に使わ
れていますが、潜在能力は遙かに高く、赤外〜紫外LED
やレーザ、トランジスタなどが実現可能です。新世代の照
明、通信、電力制御等新しい応用が期待されます。

ナイトライド

　バイオマテリアルは、病気や怪我の医療のため生体内
に移植される材料です。リン酸カルシウムによる人工骨や
チタン合金による骨折固定用具や人工関節が開発されて
います。生体内という厳しい条件の下、強度や耐食性だけ
でなく生体との親和性や適合性が求められています。

バイオマテリアル

高 度 な 研 究 と 教 育 環 境

トピックス

カリキュラム

ナノ・インテリジェント材料
光物性工学特論Ⅰ・Ⅱ
ナノ電子材料特論Ⅰ・Ⅱ
ナノ分析特論Ⅰ・Ⅱ
量子光エレクトロニクス特論Ⅰ・Ⅱ
エネルギー環境材料特論Ⅰ・Ⅱ
ナノ・インテリジェント材料特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

エレクトロニクス材料
エレクトロニクス材料特論Ⅰ・Ⅱ
エレクトロニクスデバイス特論Ⅰ・Ⅱ
半導体デバイス特論Ⅰ・Ⅱ
光・量子エレクトロニクス特論Ⅰ・Ⅱ
エレクトロニクス材料特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ
特別講義Ⅱ

コンポジット材料
コンポジット材料特論Ⅰ・Ⅱ
表面改質材料特論Ⅰ・Ⅱ
生体材料特論Ⅰ・Ⅱ
金属材料特論Ⅰ・Ⅱ
コンポジット材料特別演習・実験ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

教   員 順不同

財 満  鎭 明
ナノ電子材料特論Ⅰ・Ⅱ

土 屋  文
ナノ分析特論Ⅰ・Ⅱ
ナノ・インテリジェント材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

宮 嶋  孝 夫
量子光エレクトロニクス特論Ⅰ・Ⅱ
ナノ・インテリジェント材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

六 田  英 治
ナノ電子材料特論Ⅰ・Ⅱ
ナノ・インテリジェント材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

田 中  崇 之
エネルギー環境材料特論Ⅰ・Ⅱ
ナノ・インテリジェント材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

今 井  大 地
光物性工学特論Ⅰ・Ⅱ
ナノ・インテリジェント材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

上 山  智
半導体デバイス特論Ⅰ・Ⅱ
エレクトロニクス材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

竹 内  哲 也
光・量子エレクトロニクス特論Ⅰ・Ⅱ
エレクトロニクス材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

成 塚  重 弥
エレクトロニクス材料特論Ⅰ・Ⅱ
エレクトロニクス材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

岩 谷  素 顕
エレクトロニクスデバイス特論Ⅰ・Ⅱ
エレクトロニクス材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

宇 佐 美  初 彦
表面改質材料特論Ⅰ・Ⅱ
コンポジット材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

服 部  友 一
生体材料特論Ⅰ・Ⅱ
コンポジット材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

赤 堀  俊 和
金属材料特論Ⅰ・Ⅱ
コンポジット材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

榎 本  和 城
コンポジット材料特論Ⅰ・Ⅱ
コンポジット材料特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

Department of Materials Science and Engineering
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応用化学 専攻
理工学研究科（修士課程）

　応用化学専攻は、原子・分子レベルの科学法則に基づいた化学の基本的知見を元にして、新物質研究開発のための発想力・展開力を身につけた研究
者・技術者の育成を目的としています。
　本専攻の研究は、生命有機化学・物質物理化学・環境エネルギー科学の三領域にまたがっています。生命有機化学領域では、有機分子・有機高分子とい
う「やわらかい」物質を用い、生命体の高度な機能に学びつつ、新しい機能性材料を開発しています。物質物理化学領域では、分子・原子レベルの物理法
則に基づいた物質設計を行い、ナノチューブなどの機能性ナノ物質を研究しています。環境エネルギー科学領域では、持続的社会に欠かせない環境技
術を素材面から支えるため、メソポーラス材料・超伝導体・燃料電池の電極材料などの高度な機能を持つ新物質を開発しています。
　応用化学専攻で学ぶ学生は、２年間の在学期間を通じて、担当教員の密接な指導のもとに上記のような研究を実施します。同時に、講義科目で化学
の基本的知見や、研究実施に必要な論理的思考力・倫理観を身につけます。さらに、学会発表や論文作成を通じて、プレゼンテーション能力・コミュニケー
ション能力を高めます。

大気中に増え続け、気候変動をもたらす二酸化炭素。排出量削減の必要性が叫ばれていますが、植物を見
習って二酸化炭素を「資源」として再利用することはできないものでしょうか。化学の知識を総動員して、太
陽光のエネルギーで二酸化炭素を「燃料」として再生する、そんな研究にチャレンジしています。

水素結合や静電相互作用、配位結合などの弱い相互作用を利用し、既存の化学では到達できなかった巨大
で複雑な分子集合体の構築に取り組みます。新奇な物性発現をめざす学術研究のみならず、ドラッグデリバ
リーやイオン・キラルセンシングなどを目指した高機能先端材料への応用展開が盛んです。

カーボンナノチューブ、グラフェン、ナノダイヤモンドなどナノサイズの炭素材料は、宇宙エレベーターや次
世代のエレクトロニクス材料など様々な分野への応用が期待されています。ナノカーボンマテリアルの基
礎物性の解明と構造制御やドーピング・組織化など応用に向けた研究に取り組んでいます。

制御されたナノサイズの空間を有するメソポーラス材料は、環境浄化やエネルギー変換への応用が期待さ
れています。本専攻では、メソポーラス材料の高機能化に向けて、ナノ空間構造やマクロ形態を化学プロセ
スにより制御する研究に取り組んでいます。

金属酢酸塩水溶液から、短時間・低コストかつ線径調節が自在な溶液紡糸法で作製した超伝導フィラメント
です。熱処理条件を最適化することにより、直径約60μmのこの極細繊維に 77Kで1.5Aの電流を流すこ
とができます。

燃料電池は、燃料と酸化剤を用いた発電デバイスであり、高効率かつ低環境負荷であるため次世代電源とし
て注目されています。近年では、定置用電源や移動用電源として燃料電池が市販されています。しかしなが
ら、現状では高コストであるため広範な普及には至っておりません。劇的な低コスト化を実現し広範な普及を
達成するために、本専攻では燃料電池の心臓部である“電極触媒”や“電解質”の研究に取り組んでいます。

人工光合成

超分子構造

ナノカーボンマテリアル

メソポーラス材料

超伝導

燃料電池

化学の基本的知見から先端分野に至る一貫した教育研究

トピックス

カリキュラム

教   員 順不同

永 田  央
応用有機化学特論
応用生命分子科学特論
生命有機化学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

田 浦  大 輔
先端超分子化学特論
ソフトマター特論
生命有機化学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

田 中  正 剛
機能性高分子材料特論
バイオマテリアル特論
生命有機化学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

飯 島  澄 男
ナノ構造科学特論

坂 東  俊 治
応用物性化学特論
応用磁気化学特論
物質物理化学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

丸 山  隆 浩
機能ナノマテリアル特論
物質物理化学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

小 澤  理 樹
物質機能物理化学特論
物質物理化学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

中 村  忠 司
環境化学特論
グリーンケミストリー特論

池 邉  由 美 子
導電材料特論
低温物性特論
環境・エネルギー科学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

才 田  隆 広
固体表面化学特論
生命エネルギーデバイス特論
環境・エネルギー科学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

生命有機化学
応用有機化学特論
応用生命分子科学特論
先端超分子化学特論
ソフトマター特論
機能性高分子材料特論
バイオマテリアル特論
生命有機化学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

応用分析化学科目
組成分析化学
構造機器分析化学
生命有機分析化学
無機物質分析化学

物質物理化学
ナノ構造科学特論
機能ナノマテリアル特論
応用物性化学特論
応用磁気化学特論
物質機能物理化学特論
物質物理化学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ
特別講義Ⅱ

環境・エネルギー科学
環境化学特論
グリーンケミストリー特論
機能性エネルギー材料特論
無機材料科学特論
導電材料特論
低温物性特論
固体表面化学特論
生命エネルギーデバイス特論
環境・エネルギー科学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

Department of Applied Chemistry

理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

超伝導繊維

10mm

高温超伝導NSG123フィラメント

2023  Meijo University Graduate School Guide



32

機械工学専攻
理工学研究科（修士課程）

　機械工学専攻では、産業基盤を支える機械工学の実践的研究を重視しながら、社会が必要とする「もの」と「こと（システム）」における課題の解決ができ
る技術者の育成を行っています。本専攻の各専門分野では、理工学部機械工学科の専門分野をさらに深めた教育・研究の場を提供し、次のような基盤技術
から最先端技術までを網羅しています。
　衝撃波やジェットの流れ、濃度拡散現象や回転物体周りの流れから、衝撃波・プラズマ等の（高温）気体力学や冷凍空調機器内における冷媒の（高速）気
液二相流れといった幅広い研究を行う【熱・流体分野】/ナノスケールからマクロスケールまでの材料と構造の強度を実験・画像解析と計算機シミュレー
ションにより研究する【材料・強度分野】/プラズマコーティングや切削加工、トライボロジー応用および生産性向上等の研究を行う【設計・生産分野】/生体
力学や医工学連携、ロボットの制御や知能化などを研究する【運動力学・制御分野】。

― 分光学的計測法と理論解析を融合した計算機援用温度計測手法の構築 ―
　放電プラズマを利用した将来の超音速機空力特性向上技術開発への応用を目指して、分光学的計測方法と理論
解析を融合した計算機援用温度計測手法を構築しました。本計測手法により、実機応用への鍵を握る現象理解に繋が
ることが期待され、学会においても高い評価を受けています。
― テイラー渦流れを用いた高効率攪拌法の開発 ―
　回転二重円筒間に生ずるテイラー渦流れは、緩やかな攪拌が行われる事から藻類の細胞を壊すことなく効率的に攪
拌することができます。この流れを利用して、光合成によるバイオ燃料の生産や酸素生成能力の向上を図っています。

― 偏光・共鳴顕微ラマン分光法による高速２次元イメージング技術 ―
　マイクロ領域の測定技術として顕微ラマン分光法を用いて、材料中の形成組織や結晶方位、応力・ひずみの測定
技術の開発を行い、２次元イメージングを実現しています。近年では、３次元マイクロ構造体やパワーデバイスへの
応用を目指した短時間広範囲の高速2次元イメージング技術、ならびに術中診断医療技術を実現するラマンプロー
ブの開発を進めています。
― X線を用いた樹脂材料の残留応力測定手法の開発 ―
　複合材料の母材や電子部品の封止剤として使用される熱可塑樹脂および熱硬化性樹脂に対して、成形時の温度変化
や収縮によって生じた残留応力をX線を用いて非破壊で計測する手法の確立に取り組んでいます。その際、研究室のX
線装置だけでなく、SPring-8など学外の高輝度放射光施設も積極的に活用して、より高精度な実験を行っています。

― 電子ビーム励起プラズマを用いた高速大量窒化処理法の開発 ―
　金属表面から窒素を浸透させ、強固な窒化物皮膜を短時間で大量に作ることのできる新しい窒化処理法を開発し
ました。この方法は、電子ビーム励起プラズマを用いて窒素を拡散させるものでUniversity of California,Davis
校と連携して研究を進めており、国際的に注目を集めています。

― 携帯端末を用いた眼振判定システムの開発 ―
　眼振は、意識しないのに眼球が勝手に動いてしまう、病気や生理現象等で起こる症状をいいますが、これを携帯端
末で測定・判定する手法を医学部（他大学）と共同で開発に取り組んでいます。
― 機械・制御システムのモジュール構造進化に関する研究開発 ―
　モジュラーロボット、脚型ロボット、群ロボットシステムなどの開発を通して、機械と制御システムのモジュール構造
の進化や最適化に関する研究を、実機・理論構築の両面から推進しています。
― 知能ロボットの運動学習制御に関する研究 ―
　ロボットアームや移動ロボットの知能化、ダイナミックなロボットの運動学習制御の研究を通じて、人間や生物のよ
うな複雑で滑らかな運動の実現、運動生成の仕組みの理解、操作支援などにおけるロボットの制御手法の確立とそ
の設計指針の体系化を目指しています。

熱・流 体 分 野

材 料・強 度 分 野

設 計・生 産 分 野

運 動 力 学・制 御 分 野

実 践 的 研 究 を 重 視 し な が ら 社 会 が 必 要 と す る 技 術 者 を 育 成

トピックス

カリキュラム

熱・流体
熱工学特論Ⅰ・Ⅱ
高温気体力学特論Ⅰ・Ⅱ
粘性流体工学特論Ⅰ・Ⅱ
流体工学特論Ⅰ・Ⅱ
熱・流体特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
数値流体工学特論
燃焼工学特論
伝熱工学特論
冷凍空調工学特論

運動力学・制御
機械機能工学特論Ⅰ・Ⅱ
生体工学特論Ⅰ・Ⅱ
知的制御工学特論Ⅰ・Ⅱ
機械知能工学特論Ⅰ・Ⅱ
運動力学・制御特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
医工力学特論

材料・強度
材料強度応用工学特論Ⅰ・Ⅱ
材料システム工学特論Ⅰ・Ⅱ
先進材料評価学特論Ⅰ・Ⅱ
材料・強度特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
材料強度情報学特論

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ
特別講義Ⅱ

設計・生産
マイクロマシニング特論Ⅰ・Ⅱ
生産加工システム工学特論Ⅰ・Ⅱ
創造設計工学特論Ⅰ・Ⅱ
統合設計工学特論Ⅰ・Ⅱ
設計・生産特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

教   員 順不同

Department of Mechanical Engineering

理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

久 保  貴
粘性流体工学特論Ⅰ・Ⅱ
熱・流体特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

古 川  裕 之
流体工学特論Ⅰ・Ⅱ
熱・流体特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

松 田  淳
高温気体力学特論Ⅰ・Ⅱ
熱・流体特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

川 村  洋 介 　
冷凍空調工学特論
熱・流体特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

松 原  剛
材料強度応用工学特論Ⅰ・Ⅱ
材料・強度特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

清 水  憲 一
材料システム工学特論Ⅰ・Ⅱ
材料・強度特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

來 海  博 央
先進材料評価学特論Ⅰ・Ⅱ
材料・強度特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

アブラハ ペトロス
マイクロマシニング特論Ⅰ・Ⅱ
設計・生産特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

塚 田  敦 史
設計・生産特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

成 田  浩 久
生産加工システム工学特論Ⅰ・Ⅱ
設計・生産特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

吉 川  泰 晴
創造設計工学特論Ⅰ・Ⅱ
設計・生産特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

池 本  有 助
機械知能工学特論Ⅰ・Ⅱ
運動力学・制御特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

中 西  淳
知的制御工学特論Ⅰ・Ⅱ
運動力学・制御特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

大 島  成 通
生体工学特論Ⅰ・Ⅱ
運動力学・制御特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

横 田  紘 季
医工力学特論
運動力学・制御特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
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交通機械工学 専攻
理工学研究科（修士課程）

　中部地区には、自動車、航空・宇宙機、鉄道車両及びそれらの関連企業が非常に多くあり、世界規模で企業活動を展開しています。国際競争力を高める
ためには製品の高度化が不可欠であり、このための技術開発の急速な高度化と進展の中で、これらの企業で働く技術者には高い専門知識が必要とされ
ています。一方、学部、交通機械工学科の4年間では専門教育の入口部分を教育しているに過ぎないため、より高い専門的教育研究の場として大学院、交
通機械工学専攻が設けられています。
　このような状況の中で大学院、交通機械工学専攻では、単なる学術的な研究だけではなく実践的な面における技術開発的な教育研究にも力を注いで
おり、交通機械関係の高い専門知識の修得ができるようになっています。
　具体的な研究テーマとしては航空・宇宙機、自動車、鉄道車両など交通機械を研究対象として選びそれをモデル化しあるいは、構成部分、部材を取り出
し、各種条件下に対する性能、流れ、運動、制御、強度、衝撃等の特性について実験的、理論的に解析し実際的観点から研究しています。

　省燃費エンジンの掃気・燃焼・排気、エンジンの空冷・熱変形・潤
滑、可燃性気体の着火現象、層流乱流遷移過程、渦崩壊過程、抗力
や騒音低減、高速列車のトンネル内空力動揺、列車形状の空力最適
化、列車の横風安定性等

　誘電体（マイクロ波・強誘電・圧電）材料の創製と材料設計、エレク
トロセラミックスの結晶構造解析、衝撃荷重による構造部材の崩壊
特性、交通機械の衝突安全性、複合材料構造の力学的挙動、はり・板
殻構造解析、構造工学における逆問題解析等

　自動車ドライバーの精神的負担、航空機の飛行制御、車両の無
人走行制御、操縦者の数学モデル、人間・自動車系の制御、インテリ
ジェント自動車、自動運転等

列車周りの流れの数値解析例

風洞実験装置

適応トラス構造システム

フライトシミュレータ

交通機械工学専攻を構成する3分野と主な研究テーマは以下の通りです。

エ ネ ル ギ ー・流 体 工 学

材 料・構 造 工 学

制 御・シ ス テ ム 工 学

国 際 競 争 力 を 高 め る た め の 高 い 専 門 的 知 識 を 身 に つ け る

トピックス

カリキュラム

エネルギー・流体工学
エネルギー科学特論Ⅰ・Ⅱ
推進工学特論Ⅰ・Ⅱ
流体科学特論Ⅰ・Ⅱ
流体システム特論Ⅰ・Ⅱ
エネルギー・流体工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
計算力学特論
計算科学特論

材料・構造工学
材料科学特論Ⅰ・Ⅱ
構造力学特論Ⅰ・Ⅱ
軽量構造学特論Ⅰ・Ⅱ
適応構造システム学特論Ⅰ・Ⅱ
材料・構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ
特別講義Ⅱ

制御・システム工学
マンマシンシステム学特論Ⅰ・Ⅱ
知的制御特論Ⅰ・Ⅱ
自動車システム学特論Ⅰ・Ⅱ
制御・システム工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

教   員 順不同

大 藏  信 之
流体科学特論Ⅰ・Ⅱ
エネルギー・流体工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

菅 野  望
推進工学特論Ⅰ・Ⅱ
エネルギー・流体工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

鈴 木  昌 弘
流体システム特論Ⅰ・Ⅱ
エネルギー・流体工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

中 島  公 平
エネルギー科学特論Ⅰ・Ⅱ
エネルギー・流体工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

加 鳥  裕 明
軽量構造学特論Ⅰ・Ⅱ
材料・構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

菅  章 紀
材料科学特論Ⅰ・Ⅱ
材料・構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

仙 場  淳 彦
適応構造システム学特論Ⅰ・Ⅱ
材料・構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

西 村  尚 哉
構造力学特論Ⅰ・Ⅱ
材料・構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

相 馬  仁
マンマシンシステム学特論Ⅰ・Ⅱ
制御・システム工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

前 川  明 寛
知的制御特論Ⅰ・Ⅱ
制御・システム工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

宮 田  喜 久 子
知的制御特論Ⅰ・Ⅱ
制御・システム工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

横 谷  靖
自動車システム学特論Ⅰ・Ⅱ
制御・システム工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

Department of Vehicle and Mechanical Engineering

理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

ドライビングシミュレータ
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理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

メカトロニクス工学専攻
理工学研究科（修士課程）

　メカトロニクス工学専攻では、電子機器及び機械装置の構成とそのシステム機能に関す
る俯瞰的な理解に基づき、システム構成機器設計を行うメカトロニクス技術分野について探
究・推進し、電子機器・機械装置の動力伝達機器やそのシステム、医療機械等の生体に係わる
機器について、その必要機能の構築、モデリング及び評価に重点をおいた教育・研究を推進
します。

―センサ開発からシステムインテグレーションまでの幅広い研究 ―
　ロボットなどの複雑なシステムは、計測によるシステム周辺の環境認識に始まり、その処理を通じて、実世
界に働きかけるための制御が必要となります。計測制御システム学では、システム周辺の環境を認識するた
めの新たなセンサ開発とその応用に関する研究に始まり、人間とロボットや異種ロボット館の連携を実現す
る分散知能ロボティクスに関する研究、さらには、ロボット技術を応用した新たなシステムの設計・開発に関
する研究を行っています。

―社会に役に立つロボットシステムの研究開発 ―
　災害現場やビル解体現場など、人間が立ち入りにくい苛酷な環境で作業を行う各種ロボットを開発してい
ます。少子高齢化の進行を対応するために、介護機器開発の分野に関するロボットの研究・開発を進めます。
人と共存するロボットの安全性を注目し、安全性を担保する技術をコア技術としてロボットを実現できるよ
う取り組んでいく。

―マイクロ・ナノマシニングを用いた高精度制御 ―
　細胞1個の機能と細胞組織はどのような関連があるのか？そのようなナノスケールからマイクロ、ミリス
ケールまでの現象を取り扱うことができるメカトロニクス技術をマルチスケールメカトロニクスといいま
す。この技術を用い、ナノ・マイクロマニピュレーション、ナノ・マイクロ計測などの研究を行っています。

計測制御システム学

機能システム構築学

マルチスケールメカトロニクス

機械、電気、情報とその複合システムを研究開発する人材を育成

トピックス

カリキュラム
教   員 順不同

井 上  真 澄
応用電磁気学特論
電子デバイス学特論
マルチスケールメカトロニクス特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

関 山  浩 介
計測システム学特論
制御システム学特論
計測制御システム学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

大 原  賢 一
ロボットシステムデザイン学特論
知能ロボット学特論
計測制御システム学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

畑  良 幸
知能計測システム学特論
情報システム制御工学特論
計測制御システム学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

楊  剣 鳴
先端信号処理学特論
知能システム制御工学特論
制御工学特論
機能システム構築学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

目 黒  淳 一
機械情報システム学特論
知能機械学特論
機能システム構築学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

芦 澤  怜 史
機能システム構築学特論
機能システム制御特論
機能システム構築学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

佐 伯  壮 一
ナノ・マイクロシステム制御特論
ナノ・マイクロ知能システム特論
マルチスケールメカトロニクス特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

市 川  明 彦
マイクロロボット学特論
ナノ・マイクロ制御システム特論
マルチスケールメカトロニクス特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

計測制御システム学
知能計測システム学特論
情報システム制御工学特論
計測システム学特論
制御システム学特論
ロボットシステムデザイン学特論
知能ロボット学特論
計測制御システム学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
情報メカトロニクス学特論
先端信号処理学特論

マルチスケールメカトロニクス
ナノ・マイクロシステム制御特論
ナノ・マイクロ知能システム特論
マイクロロボット学特論
ナノ・マイクロ制御システム特論
応用電磁気学特論
電子デバイス学特論
マルチスケールメカトロニクス
特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
医療機械システム特論
バイオシステム特論

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ
特別講義Ⅱ

機能システム構築学
知能システム制御工学特論
制御工学特論
機械情報システム学特論
知能機械学特論
機能システム構築学特論
機能システム制御特論
機能システム構築学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
機能システム学特論

Department of Mechatronics Engineering

スマートグラスの複合現実感で繋がる人とロボットの協調システム

SEED-Noid

OCTマイクロ断層像

省人化のための天井解体ロボット 電動車いすを利用したVRシステム
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社会基盤デザイン工学専攻
理工学研究科（修士課程）

　現代社会は、地球温暖化や水質・土壌汚染などの環境問題、頻発する自然災害に脆弱な
都市の問題、化石燃料の枯渇や代替エネルギー開発などのエネルギー問題、あるいはすで
に直面している高齢化・少子化問題など、いわゆる20世紀社会の負の遺産を抱えながら大
きな変革期を迎え、それを乗り越えてゆくための技術やその技術を生み出す知識を必要と
しています。そのため、これからの社会基盤整備に当たっては、21世紀の新たな展開につ
ながる技術の提供が期待されており、またその道を切り開いてゆく人材の育成が求められ
ています。
　社会基盤デザイン工学専攻では、学部での教育内容をさらに発展させた授業科目を提供
し、土木工学に関する幅広い専門知識を習得することができます。すなわち、道路・鉄道・港
湾・河川・上下水道・通信施設などインフラの整備や、それらの有機的な連関による都市社会
づくりのための高度な専門知識を教授しています。また、社会基盤デザイン工学専攻では、
現代社会の要求を満たす高度な専門分野の研究を通じて、幅広い課題発見能力とそれらを
解決する能力も身につけることができます。
　本専攻の修了生は、官公庁をはじめ幅広い建設分野におけるCivil Engineerとして、社
会の第一線で活躍しています。

　鋼･複合構造物の終局強度と設計法、構造物の非線形解析、鋼橋の耐震・制震設計法の開発とガイドライ
ンの策定、橋の維持管理問題

　流域の都市化と治水対策、河川と地下水の相互作用、中小河川の水害、流木対策工、流砂による水路の磨
耗、河道の変遷と砂州の形成機構、越流破堤現象の解明、山地河道における流砂動態の解明

　河川堤防の浸透・耐震対策、地震時地盤挙動の解明、放射性廃棄物の地下処分、環境対応型補強土構造
物の開発、岩盤の風化と崩壊に関する研究、斜面の安定性評価、歴史的地盤構造物の修復保存

　人と地球にやさしい持続可能な都市と交通の実現を目指した、高度道路交通システムITS、交通需要予
測、土地利用分析、住民意識分析などに関する研究

　劣化した鉄筋コンクリート構造物の保有耐荷性能評価、連続繊維材（FRP）による補修・補強

以下に示す最先端のテーマで研究・教育に取り組んでいます。

構 造 工 学

水 工 学

地 盤 工 学

都 市・交 通 計 画 学

建 設 材 料 学

Civil Engineerとし て 社 会 の 第 一 線 で 活 躍

トピックス

カリキュラム

構造工学
構造解析学特論Ⅰ・Ⅱ
構造設計学特論Ⅰ・Ⅱ
構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

都市・交通計画学
都市システム工学特論Ⅰ・Ⅱ
都市デザイン工学特論Ⅰ・Ⅱ
交通システム工学特論Ⅰ・Ⅱ
都市・交通計画学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

水工学
河川工学特論Ⅰ・Ⅱ
水理学特論Ⅰ・Ⅱ
水文学特論Ⅰ・Ⅱ
水工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

建設材料学
建設材料学特論Ⅰ・Ⅱ
建設材料力学特論Ⅰ・Ⅱ
建設材料学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

地盤工学
地盤工学特論Ⅰ・Ⅱ
地盤解析学特論Ⅰ・Ⅱ
地盤工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ
特別講義Ⅱ

教   員 順不同

葛  漢 彬
構造解析学特論Ⅰ・Ⅱ
構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

渡 辺  孝 一
構造設計学特論Ⅰ・Ⅱ
構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

原 田  守 博
水文学特論Ⅰ・Ⅱ
水工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

溝 口  敦 子
河川工学特論Ⅰ・Ⅱ
水工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

岡 本  隆 明
水理学特論Ⅰ・Ⅱ
水工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

小 髙  猛 司
地盤解析学特論Ⅰ・Ⅱ
地盤工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

藤 井  幸 泰
地盤工学特論Ⅰ・Ⅱ
地盤工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

鈴 木  温
都市システム工学特論Ⅰ・Ⅱ
都市・交通計画学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

松 本  幸 正
交通システム工学特論Ⅰ・Ⅱ
都市・交通計画学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

中 村  一 樹
都市デザイン工学特論Ⅰ・Ⅱ
都市・交通計画学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

石 川  靖 晃
建設材料力学特論Ⅰ・Ⅱ
建設材料学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

岩 下  健 太 郎
建設材料学特論Ⅰ・Ⅱ
建設材料学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
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環境創造学 専攻
理工学研究科（修士課程）

　「環境」を抜きにして何事も語れなくなっている現在、自然と人間の共生を確保しつつ、環境への負荷を少なくして、環境を軸とする循環型の社会経済シ
ステムへの転換が求められています。「環境の世紀」といわれる21世紀、このような社会の趨勢に合わせ、「環境創造学専攻」が平成14年4月に新設され
ました。環境創造学専攻は、大気・水・大地・動植物の循環性と相互依存性をグローバルに捉えて、①自然環境の保全と管理、②環境に配慮した都市・社会資
本施設・居住活動施設のデザイン、などを遂行できる高い素養を持った、環境に携わる研究者と専門技術者の養成を目指しています。環境創造学専攻は、
以下の4専修分野で構成されています。

　環境創造学専攻では、学部から進学してきた大学院生はもとより、卒業後、実務に携わっている社会人の院生も受け入れています。修了後の進路としては、
博士課程（他大学を含む）をはじめ、修士論文の研究を生かした専門技術者として、官公庁や環境関連の企業に就職し、それぞれの分野で活躍しています。

　大気水環境学分野の広瀬正史准教授の研究室では、気象・気候に関する広域・長期の観測情報を用い
た研究を行っています。特に衛星搭載降水レーダデータの利用・評価を通して、地球観測の役割や課題を
議論しています（写真）。
　約40年前に電波研究所の調査研究として開始された衛星搭載降雨レーダは、日米共同プロジェクト
である熱帯降雨観測衛星（TRMM）と全球降水観測計画（GPM）主衛星に搭載され、20年近く世界各地
の降水鉛直分布情報を収集し続けています。この長期データの分析により、従来知り得なかった降水の
多様な変動特性や降水強度推定の不確実性に関する理解が深まりました。最近では、山岳域や沿岸部な
どにおける降水の局所性の調査の他、世界初の0.01度分解能の全球規模降水データセットや違法電波
除去フィルター、入射角依存性低減手法の開発などを進めました。これらの地球の動態に関する精確な
把握の追求は、各種観測・予測の検証・高度化や実利用開拓の試みとともに、地球観測計画や広域環境問
題の議論につながっています。地球環境に関する知見は社会の移り変わりや科学技術の発展とともに蓄
積・更新されており、今後もデータ・情報の精度を吟味していくことが求められています。

地 球 環 境を 観 る

如 何 な る 環 境 問 題 に も 対 応 で き る 研 究 者 ・ 専 門 技 術 者 を 目 指 し て

トピックス

カリキュラム

大気水環境学
大気組成変動学特論Ⅰ・Ⅱ
水環境工学持論Ⅰ・Ⅱ
水圏生態工学特論
生態工学特論
水質維持管理学特論Ⅰ・Ⅱ
大気水環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
水処理工学特論

住環境学
人間工学特論
省エネルギー特論
居住環境設計学特論Ⅰ・Ⅱ
住環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
環境デザイン特論
循環型居住環境設計特論

1 住環境学分野

生活環境における人間と環境との関連性の把握と、
豊かでサスティナブルな都市環境・居住環境の計画・設計

3 地圏環境学分野

過去を記録している唯一の材料である地層から、様々な環境情報を読み取
り、大地環境の形成・変遷過程の解析と、自然環境の保全と将来予測

2 大気水環境学分野

地球温暖化や大気汚染など大気環境における諸現象の解析と、景観や自然
環境に配慮した水域の創造

4 都市基礎環境学分野

環境に配慮した社会資本施設のデザインと長寿命化、
構造物の耐久性診断と保全・適正な資源循環

都市基盤環境学
環境材料学特論
資源循環学特論
基礎都市基盤維持管理学特論
応用都市基盤維持管理学特論
都市基盤環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
構造性能学特論

地圏環境学
地盤数値解析学特論
地盤シミュレーション特論
環境変動解析学特論
環境変遷学特論
地圏環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ
特別講義Ⅱ

実践インターンシップ

教   員 順不同

三 宅  克 英
水圏生態工学特論
生態工学特論
大気水環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

西 山  桂
水環境工学持論Ⅰ・Ⅱ
大気水環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

広 瀬  正 史
大気組成変動学特論Ⅰ・Ⅱ
大気水環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

片 桐  誠 之
水質維持管理学持論Ⅰ・Ⅱ
水処理工学特論
大気水環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

齊 藤  毅
環境変動解析学特論
環境変遷学特論
地圏環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

日 比  義 彦
地盤数値解析学特論
地盤シミュレーション特論
地圏環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

道 正  泰 弘
環境材料学特論
資源循環学特論
構造性能学特論
都市基盤環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

小 塩  達 也
基礎都市基盤維持管理学特論
応用都市基盤維持管理学特論
都市基盤環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

吉 村  晶 子
居住環境設計学特論Ⅰ・Ⅱ
住環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

武 藤  昌 也
省エネルギー特論　
住環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

深 川  健 太
人間工学特論
環境デザイン特論　
住環境学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
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建築学 専攻
理工学研究科（修士課程）

　建築学は、学術、技術、芸術等の多面的な領域にわたる総合的な学問であり、安全性、機能性、経済性を重視した魅力的な空間を創出する分野です。理
工学研究科の中でも特に広い視野に立ち総合的に事象を見分ける目をもつことが求められています。また、知識や技術に偏ることなく、文化や芸術にも
造詣を深め、必要な知識や感性を身につけることが必要です。
　建築学専攻では、このような工学性と芸術性を兼ね備えた生活環境や文化的環境の空間原理を創造する術を学び、高度なものづくりを実践できる教育
を目指しています。専修分野は、建築構造工学、建築材料デザイン、建築環境デザイン、建築スペースデザインの4つで、建築学に関連する幅広い専門分
野に対応しています。また、これらの専門分野で構成されるカリキュラムは、学部での体系的な知識を獲得したうえで、各自が学修、研究対象として選択し
た特定の専門分野を機軸に組み立てられるように配慮されており、建築の高い専門能力と高度な知識・感性を身につけた建築技術者や建築家を養成する
ことを目指したものになっています。
　さらに、専門分野に偏り過ぎることなく、より幅広い知識を修得できるように配慮し、専門分野横断型のオムニバス形式の講義科目や、学外での活動を
単位認定する科目、社会での実践活動に直結する科目などの先進的・意欲的な科目も配置しています。また、一級建築士試験が修学期間中に受験可能と
なり、安価な講座も学内で受講可能とした。

　アメリカのABETに代表されるように、国際レベルでは建築学の教育プログラムは、建築家（architect）
を養成するのに5年以上の修養年限が必要とされています。
　大学院教育では、その社会的背景として、高度な専門的知識と専門性の高い技術を必要とする時代の要
請があります。そのため、学術研究の高度化、社会の多様な方面で活躍し得る人材の育成に力点を置いて
います。また、教育を通じた国際的な貢献の点では、大学院教育は重要な役割を担っています。
　建築学専攻では、国際基準に照応することを想定して、学部と大学院教育を含めた一貫教育プログラム
を開発、導入しています。ここで、最先端の研究事例や設計デザインを紹介すると、1）建築構造工学の分野
では、木質・鉄骨・鉄筋コンクリート造の各種建物の構造設計技術、大空間構造物の構造デザイン技術、歴史
的建造物の診断・補強技術の開発や構造設計支援システムの研究、2）建築材料デザイン分野では、より高
品質・高性能・高耐久なコンクリートを製造・施工するための技術の研究、経年劣化した鉄筋コンクリート造建
築物の調査・診断・維持保全技術の研究、3）建築環境デザイン分野では、建築空間の光・音・熱などの物的特
性や省エネルギー、地域環境問題に配慮した環境計画、設備計画の研究、4）建築スペースデザイン分野で
は、利用者にとって心地良い建築空間の規模や形態、空間構成等の発想プロセスの解明と建築デザインを
表現・提案・実現、また、都市計画の制度的な仕組み、住民との合意形成の研究、建築・空間の歴史的・文化的
検証とサステイナブルな建築保存の研究、日本や中国の庭園・作庭技術の研究などがあります。

教 育 を 通 じ た 国 際 的 な 貢 献

高 度 な も の づ く り を 実 践 で き る 教 育 を 目 指 し ま す

トピックス

カリキュラム

建築スペースデザイン
建築・地域デザイン特論Ⅰ・Ⅱ
建築技術史特論
建築計画特論
建築スペースデザイン特論
建築歴史意匠特論
建築空間特論
生活空間計画特論
建築スペースデザイン総合設計
演習ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
建築史特論
建築設計総合特論
建築設計特論
建築・都市空間特論

建築環境デザイン
建築環境デザイン特論
建築環境計画特論
建築環境工学特論A・B
建築環境デザイン特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
建築設備設計特論

建築構造工学
建築構造工学特論Ⅰ・Ⅱ
建築構造解析特論Ⅰ・Ⅱ
建築応用力学特論Ⅰ・Ⅱ
建築構造デザイン特論Ⅰ・Ⅱ
建築構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
鉄骨構造学特論

建築材料デザイン
建築材料・生産特論
コンクリート工学特論A・B
建築材料デザイン特別演習・実験ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

共通科目
アドバンスト・インターンシップ
科学技術英語
特別講義Ⅰ・Ⅱ

建築共通
建築実践特論
学外特別演習
実践インターンシップA－１・A－２・A－３・A－４・Ｂ－１・Ｂ－２・Ｃ－１・Ｃ－２

教   員 順不同

高 井  宏 之
建築計画特論
建築設計総合特論
建築スペースデザイン総合設計演習ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

生 田  京 子
建築スペースデザイン特論
建築設計総合特論
建築スペースデザイン総合設計演習ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

谷 田  真
建築空間特論
建築設計総合特論
建築スペースデザイン総合設計演習ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

佐 藤  布 武
生活空間計画特論
建築設計総合特論
建築設計特論
建築スペースデザイン総合設計演習ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

三 浦  彩 子
建築歴史意匠特論
建築史特論
建築スペースデザイン総合設計演習ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

米 澤  貴 紀
建築技術史特論
建築史特論
建築スペースデザイン総合設計演習ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

萩 原  拓 也
建築・地域デザイン特論Ⅰ・Ⅱ
建築設計総合特論
建築スペースデザイン総合設計演習ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

吉 久  光 一
建築環境計画特論
建築環境デザイン特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

岡 田  恭 明
建築環境計画特論
建築環境デザイン特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

石 井  仁
建築環境デザイン特論
建築環境デザイン特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

吉 永  美 香
建築環境工学特論A・Ｂ
建築環境デザイン特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

寺 西  浩 司
コンクリート工学特論A・Ｂ
建築材料デザイン特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

平 岩  陸
建築材料・生産特論
建築材料デザイン特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

武 藤  厚
建築構造解析特論Ⅰ・Ⅱ
建築構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

大 塚  貴 弘
建築応用力学特論Ⅰ・Ⅱ
建築構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

高 橋  広 人
建築構造デザイン特論Ⅰ・Ⅱ
建築構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

松 田  和 浩
建築構造工学特論Ⅰ・Ⅱ
建築構造工学特別演習・実験ⅠA・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ

Department of Architecture

理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

2023  Meijo University Graduate School Guide



38

理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

数学 専攻
理工学研究科（博士後期課程）

　従来の数学研究は、純粋に数学的対象のみを扱い、その深遠で美しい数学世界を探求することでした。一方で数学は他の諸科学の基盤でもあり、天文
学や物理学等と相互に刺激しあって大きく発展してきたことはよく知られています。近年はさらに、現実社会のさまざまな場面で数学がその新しい一面を
見せています。例えば高度情報化社会において個人情報を守るために不可欠な暗号理論は「数学の女王」とガウスが讃えた整数論の産物です。生態系に
おける個体数を記述する微分方程式は解析学の産物です。また、株価変動を予測する経済理論は確率論の産物です。今、社会では、従来の数学研究を力
強く推し進める研究者と、エンジニアや生物学者、経済学者等、広く数理科学的能力をもつ研究者の双方が、質・量ともに強く求められているのです。本専
攻では、この点を十分に踏まえ、学部教育・博士前期課程教育から引き続き、一貫した学生指導を行っています。

　本専攻博士後期課程には代数学・幾何学・関数解析学・大域解析学・数理情報科学の5専修分野があり、各
分野の担当教員は、前期課程に引き続き、更に高度な研究を精力的に進めるべく、徹底した個人指導を展開
しています。本専攻では研究の推進と共に創造性の涵養にも力を注いでいます。与えられた研究課題のみ
ならず、自ら課題を発見し、追求する能力を獲得した修了者は博士（理学）の学位を授与され、研究者あるい
は教育者として社会の第一線で活躍しています。

各 分 野 で 活 躍

数 学 専 攻 の 特 徴

トピックス

カリキュラム

代数学
代数学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

幾何学
幾何学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

関数解析学
関数方程式特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

大域解析学
大域解析学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

数理情報科学
数理情報科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

関連科目
数学特殊講義Ⅰ・Ⅱ

教   員 順不同

大 西  良 博
代数学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

前 野  俊 昭
代数学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

小 澤  哲 也
幾何学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

橋 本  英 哉
幾何学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

土 田  哲 生
関数方程式特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

長 郷  文 和
大域解析学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

齊 藤  公 明
数理情報科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

冨 田  耕 史
数理情報科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

村 瀬  勇 介
数理情報科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

Department of Mathematics
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電気・情報・材料・物質工学専攻
理工学研究科（博士後期課程）

　電気・情報・材料・物質工学専攻は、学際的分野における高度な研究開発能力を持った研究者の養成のために、専
門分野を横断的なものとし、学生指導も複数分野にわたる教員の協力のもとに行うことが必要であると考え、平
成31年4月に、専攻名称を変更し、現在に至っています。
　電気・情報・材料・物質工学専攻は、大学院理工学研究科修士課程の4専攻（情報工学、電気電子工学、材料機能工
学、応用化学）を土台にして構成されており、4つの専修分野（電気電子工学、情報工学、材料機能工学、物質・分子
工学）と授業科目で構成されています。高度な教育研究活動を通して自己の付加価値を一層高めることを目指し、
高度に専門的な業務に従事するために必要な問題解決能力を身につけることを目標として教育を行っています。
　各専門分野での研究能力は、学会活動を通して、専門家集団との意見交換などによって育まれ、取り組んでい
る研究の位置づけ、方向性を含めて専門的知見の研鑚に努めています。

　本専攻の研究レベルは世界最高水準であり、国際的な研究拠点となっています。なかでも青色発光ダイ
オードやカーボンナノチューブに関しては卓絶した研究業績があり、これまでに幾多の表彰を受けていま
すが、故 赤﨑勇終身教授・特別栄誉教授（エレクトロニクス材料工学「平成26年にノーベル物理学賞を受
賞」）が平成２１年度に窒化ガリウムによる青色発光素子の開発により、科学・技術や思想・芸術の発展への貢
献をたたえる京都賞（第２５回）を受賞、平成２３年度にエジソン賞を受賞し、文化勲章を受章しています。ま
た飯島澄男教授（ナノ構造科学）がカーボンナノチューブの発見と卓越した研究業績により平成21年度の
文化勲章を受章しています。

　近年のプラズマ生成・計測技術の進化に伴い、従来より高い密度のプラズマを大気圧下において低温で
生成できる技術が開発され、医療分野をはじめ様々な分野に応用されつつあります。本専攻では世界トップ
クラスの高密度低温大気圧プラズマの開発に成功し、それらの技術をバイオ・環境関連分野等へ応用する
研究とその過程で重要となるプラズマモニタリング技術などの研究開発を行っています。これらの研究は
文部科学省等の大型プロジェクト研究などにも採択され、多くの国内外の会議や論文誌等でその成果を報
告しています。

低遅延・低消費電力・小面積・耐タンパ性を確保したセキュリティモジュールを開発しています。
研究成果は、国内外の会議で発表し、最優秀論文賞やStudent Paper Awardなど多くの賞を受賞するだ
けでなく、情報処理学会論文誌に投稿した論文についても、2021年度情報処理学会東海支部の学生論文
奨励賞を受賞しています。

青色LEDの発明が、ノーベル物理学賞受賞

低温大気圧プラズマ応用に関する研究

IoTデバイス向けセキュリティモジュールの開発

高 度 な 研 究 開 発 能 力 を 持 っ た 研 究 者 の 養 成

トピックス

カリキュラム

教   員 順不同

村 本  裕 二
電気工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

山 中  三 四 郎
電気工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

伊 藤  昌 文
電気工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

太 田  貴 之
電気工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

熊 谷  慎 也
電気工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

内 田  儀 一 郎
電子システム特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

児 玉  哲 司
電子システム特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

平 松  美 根 男
電子システム特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

村 田  英 一
電子システム特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

中 條  渉
電子システム特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

堀 田  一 弘
電子システム特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

竹 岡  圭 吾
電子システム特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

小 林  健 太 郎
電子システム特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

佐 川  雄 二
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

田 中  敏 光
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

中 野  倫 明
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

向 井  利 春
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

柳 田  康 幸
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

山 田  啓 一
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

山 田  宗 男
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

山 本  修 身
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

吉 川  雅 弥
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

坂 野  秀 樹
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

川 澄  未 来 子
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

寺 本  篤 司
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

上 山  智
エレクトロニクス材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

竹 内  哲 也
エレクトロニクス材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

成 塚  重 弥
エレクトロニクス材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

岩 谷  素 顕
エレクトロニクス材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

六 田  英 治
インテリジェント材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

宮 嶋  孝 夫
インテリジェント材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

土 屋  文
インテリジェント材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

田 中  崇 之
インテリジェント材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

今 井  大 地
インテリジェント材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

飯 島  澄 男
先端物質特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

坂 東  俊 治
先端物質特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

丸 山  隆 浩
先端物質特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

池 邉  由 美 子
先端物質特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

才 田  隆 広
先端物質特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

中 村  忠 司
先端物質特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

永 田  央
分子素材特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

田 中  正 剛
分子素材特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

田 浦  大 輔
分子素材特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

電気電子工学
電気工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
電子システム特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

物質・分子工学
先端物質特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
分子素材特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

関連科目
電気電子工学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
情報工学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
材料機能工学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
応用化学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
研究インターンシップ

情報工学
情報工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

材料機能工学
エレクトロニクス材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
インテリジェント材料工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
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理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

機械工学 専攻
理工学研究科（博士後期課程）

　本専攻は、大学院理工学研究科修士課程11専攻のうち、機械工学専攻、交通機械工学専
攻、メカトロニクス工学専攻、材料機能工学専攻の機械工学関係の教員によって構成され
ています。研究内容は５つの専修分野からなり、設計システム工学では設計機能、ロボット、
自動車、機械要素などを、熱工学ではエンジン、推進工学、反応性ガス力学、熱現象計測など
を、流体工学では粘性流体力学、流れの可視化、流体機械などを、生産システム工学では生
産管理、機械加工、塑性加工、精密加工などを、材料システム工学では材料設計、破壊制御
システムなどを研究しています。また最近では研究分野は誘電体セラミックス、生体材料、
燃料電池の材料開発など、学際領域にも次々に広がってきています。従ってこのような環
境下で行う当専攻の教育研究指導は、単に機械工学のみでなく、あらゆる工学分野で活躍
できる人材の養成を目指しています。学位取得までの間にものづくりのための創造性を養
い、高度な解析力、実験力、考察力などを身につけさせ、総合的な技術力に裏打ちされたス
ペシャリストを養成しますので、このような指導を受けた本専攻の学位取得者は企業なども
含めた幅広い場での活躍が期待できます。

　つぶしのきく懐の深い研究者・技術者の育成を重点課題とし、機械工学の歴史と伝統に基づいた基礎的
研究を行うとともに、変化する社会の要請にこたえるべく電気・情報分野を融合進化させた先端システム領
域に果敢に挑戦しています。

　材料のもつ様々な機能の多くは、その結晶構造に起因します。材料設計工学では、結晶構造に基づく材料
設計を行い、物性の制御による機能性材料の開発を目指しています。その研究の一例として、強誘電体・圧
電体セラミックスでは、結晶の配向制御を行い、その特性の向上を行っています。

　電子ビーム励起プラズマ窒化における金属材料の窒化機構を研究しています。窒化機構を解明すること
で表面硬化層の緻密な制御が可能となり、精密部品などへの適用が期待されます。

設 計 シ ス テム 工 学 分 野

材 料 シ ス テム 工 学 分 野

生 産 シ ス テム 工 学 分 野

あらゆる工学分野で活躍しうる高い能力をもつスペシャリストの養成

トピックス

カリキュラム

設計システム工学
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
ロボット工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

熱工学
反応性ガス力学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
熱現象計測特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

流体工学
粘性流体力学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

関連科目
材料機能工学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
機械工学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
交通機械工学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
メカトロニクス工学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
研究インターンシップ

材料システム工学
材料設計工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
破壊制御システム工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

生産システム工学
生産加工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

教   員 順不同

加 鳥  裕 明
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

大 島  成 通
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

相 馬  仁
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

前 川  明 寛
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

西 村  尚 哉
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

横 谷  靖
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

仙 場  淳 彦
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

池 本  有 助
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

中 西  淳
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

宮 田  喜 久 子
設計機能特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

楊  剣 鳴
ロボット工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

大 原  賢 一
ロボット工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

関 山  浩 介
ロボット工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

佐 伯  壮 一
ロボット工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

井 上  真 澄
ロボット工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

目 黒  淳 一
ロボット工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

市 川  明 彦
ロボット工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

芦 澤  怜 史
ロボット工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

畑  良 幸
ロボット工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

松 田  淳
反応性ガス力学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

菅 野  望
反応性ガス力学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

中 島  公 平
熱現象計測特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

古 川  裕 之
粘性流体力学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

大 藏  信 之
粘性流体力学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

久 保  貴
粘性流体力学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

鈴 木  昌 弘
粘性流体力学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

成 田  浩 久
生産加工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

アブラハ・ペトロス
生産加工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

吉 川  泰 晴
生産加工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

服 部  友 一
材料設計工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

宇 佐 美  初 彦
材料設計工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

菅  章 紀
材料設計工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

赤 堀  俊 和
材料設計工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

榎 本  和 城
材料設計工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

清 水  憲 一
破壊制御システム工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

來 海  博 央
破壊制御システム工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

松 原  剛
破壊制御システム工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

Bi系強誘電体セラミックスの結晶配向制御とその強誘電特性

Department of Mechanical Engineering
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社会環境デザイン工学専攻
理工学研究科（博士課程）

　社会環境デザイン工学専攻は、建設、環境、建築の3分野を融合して、人々が安全でより豊かに、快適な社会生活を営むための活動空間と居住空間の構
築を、自然環境との調和や防災への配慮を図りながら、計画、デザイン、設計、施工、管理するための高度な技術を学び研究する大学院の博士課程です。
　この専攻は、従来、建設工学専攻とよばれていましたが、大学院の改組（平成14年）に伴い、現在の修士課程である社会基盤デザイン工学専攻、環境創
造学専攻、および建築学専攻の3専攻の上に位置づけられた博士課程として、平成16年4月に名称を変更しました。
　社会環境デザイン工学専攻は、以下の4専修分野から構成されています。
1.構造デザイン工学分野………土木建築構造物のデザイン・材料・構造などに関する研究
2.大気水環境デザイン学分野…気圏と水域における環境の解析と保全などに関する研究
3.地盤環境デザイン学分野……地盤の工学的・理学的な解析と環境保全などに関する研究
4.都市環境デザイン学分野……都市と住居における環境計画と環境デザインなどに関する研究
　これらの研究分野で、高度な研究能力を身につけ、自立して研究活動を遂行できる研究者・専門技術者の育成を目指しています。
　社会環境デザイン工学専攻では、修士課程から進学してきた大学院生はもとより、修士課程を修了後、実務に携わっている社会人の院生も受け入れてい
ます。このような社会人院生も含めて、この専攻が発足して以降の博士号取得者は20名を超え、それぞれの分野の第一線で活躍しています。

　巨大地震における鋼橋の座屈と低サイクル疲労に起因する複合破壊現象の解明に関する研究（研究代表
者：葛　漢彬教授）が精力的に行われている。現行の鋼橋の耐震設計基準では、座屈に対する安全性照査法は
規定されているが、低サイクル疲労に対する照査法は未整備である。鋼製橋脚を対象とした低サイクル疲労
に関する実験と、き裂の発生に着目した実用的な照査法が研究代表者の研究グループなどから提案されてお
り、改訂中の土木学会鋼・合成構造標準示方書耐震設計編に加えられる予定だが、適用できる対象は非常に限
定的である。また、予測精度の向上に関する研究課題が存在する。一方、低サイクル疲労に起因する延性き裂
が発生すると、荷重の伝達能力が一気に失われるため、構造物にとっては崩壊につながる危険な状態になって
しまう恐れがある。したがって、延性き裂が発生した後の進展挙動を評価できる手法の開発もしなければなら
ない研究課題である。このような現況に鑑み、本研究では、まず大ひずみ域までにも適用可能な延性破壊モデ
ルの構築（図-1）の完成に目指している。その後、座屈とクラックが連成するときの橋梁鋼構造物の弾塑性挙動

（座屈とき裂の発生から最終破壊（崩壊）まで）と耐震性能の評価手法を開発する予定である。

巨大地震における鋼橋の座屈と低サイクル疲労に起因する複合破壊現象の解明

建 設 、環 境 、建 築 の 3 分 野 を 融 合 し て レ ベ ル の 高 い 研 究

トピックス

カリキュラム

構造デザイン工学
構造システム学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
構造材料学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
空間構造デザイン学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

大気水環境デザイン学
水域環境工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

地盤環境デザイン学
地盤工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

都市環境デザイン学
地域計画学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
住環境デザイン学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

教   員 順不同

葛  漢 彬
構造システム学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

渡 辺  孝 一
構造システム学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

小 塩  達 也
構造システム学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

寺 西  浩 司
構造材料学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

石 川  靖 晃
構造材料学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

道 正  泰 弘
構造材料学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

西 山  桂
構造材料学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

岩 下  健 太 郎
構造材料学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

武 藤  厚
空間構造デザイン学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

松 田  和 浩
空間構造デザイン学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

原 田  守 博
水域環境工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

溝 口  敦 子
水域環境工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

三 宅  克 英
水域環境工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

岡 本  隆 明
水域環境工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

小 髙  猛 司
地盤工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

藤 井  幸 泰
地盤工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

日 比  義 彦
地盤工学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

松 本  幸 正
地域計画学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

鈴 木  温
地域計画学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

中 村  一 樹
地域計画学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

高 井  宏 之
住環境デザイン学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

岡 田  恭 明
住環境デザイン学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

石 井  仁
住環境デザイン学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

吉 永  美 香
住環境デザイン学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

生 田  京 子
住環境デザイン学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

水理実験室 建設系材料実験室

図-1　低サイクル疲労に起因する延性き裂の
発生・進展の評価手法の構築

（左図：実験；右図：数値シミュレーション）

大型構造実験フレーム

Department of Civil, Architectural and Environmental Engineering

理 工 学 研 究 科
Graduate School of Science and Technology

関連科目
社会基盤デザイン工学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
環境創造学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
建築学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
研究インターンシップ
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農学研究科
Graduate School of Agriculture

農学研究科の人材養成目的・その他教育研究上の目的

農学研究科は、生命科学、食料・健康科学、環境科学における高度な専門知識と洞察力を有し、専門領域や関連学術領域に
おける総合的な応用力、創造力及び実践力を備えた専門技術者及び研究者の養成を目的とする。　

農学研究科農学専攻修士課程は、本学の立学の精神及び研究科の人材養成目的に基づき以下の資質・能力を身に付け、修了
に必要な30単位以上を修得し、修士論文の審査に合格した学生に対して、修士（農学）の学位を授与します。

①農学に関わる高度な専門知識と研究手法を身に付けるとともに、高い倫理観及び豊かな人間性を有している。
②社会の持続的発展に寄与できる柔軟な思考力と問題解決能力を身に付けている。
③研究成果を国内外に発信する能力を身に付けている。

農学研究科農学専攻修士課程は、研究科の人材養成目的を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身に付けさせるため、専
修分野ごとにコースワークとリサーチワークを適切に配置し、次の方針に基づいて教育課程を編成しています。

①コースワークでは、専修分野に関連する授業科目である「特論」等により最新の科学に対応した専門分野及び関連分野の
知識や技術を学ばせる。また、「科学倫理」を必修科目として配置し、研究活動に必要な倫理を学ばせる。

②リサーチワークでは、個別的な研究指導を行う「特別演習」及び「特別実験」・「特別実習」の科目を設置し、指導教員が一
貫的かつ継続的に研究発表、学術論文作成、修士論文作成等の指導を行う。これらの科目の履修を通して、専門技術者や
研究者として必要な専門分野における研究能力と広い視野で課題に対応する能力を身に付けさせ、問題解決のために活
かすことができるようにする。

③コースワーク・リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制を構築し、能動的に学修させることにより、未解明の問題
へのアプローチ法や科学的解析法・論理的思考法・論文作成法を学ばせる他、国際的なプレゼンテーション能力やコミュ
ニケーション能力を身に付けさせる。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文の審査に
ついては、農学研究科農学専攻の論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、指導教員が、学生の
進路や関心に基づいた個別指導を行い、個々の達成度と学生自身の将来計画に応じた学修を進めることができるように
する。

農学研究科農学専攻修士課程は、研究科の人材養成目的を理解し、大学などにおける学修を通して、次の能力・態度を身に付
けている人を受け入れます。

①修士課程での学修の基盤となる生命科学、食料・健康科学、環境科学、科学英語などに関する専門知識と応用力を身に付
けている。

②生物資源・生物生産、生命現象・食品機能、 あるいは生物環境・環境保全などを扱う総合科学である農学を学ぶことに強い
関心や意欲を持っている。

③課題探求活動に積極的に取り組み主体的、継続的、協調的に学修する力を身に付け、専門技術者や研究者として社会に
貢献し続ける意欲を持っている。

【 修 士 課 程 】 ○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy

名 城 大 学
大 学 院 ガイド

2 0 2 3
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農学研究科農学専攻博士後期課程は、本学の立学の精神及び研究科の人材養成目的に基づき以下の資質・能力を身に付け､
修了に必要な16単位以上を修得し、博士論文の審査に合格した学生に対して、博士（農学）の学位を授与します。

①広く農学に関わる高度な学識・解析能力に加え、高い教養・倫理観を身に付けている。
②独創的な課題を設定・解決し、世界の繁栄に貢献する実践力を身に付けている。
③研究成果を世界に発信できる能力を身に付けている。

農学研究科農学専攻博士後期課程は、研究科の人材養成目的を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身に付けさせるた
め、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次の方針に基づいて教育課程を編成しています。

①コースワークでは、講義科目として「特殊講義」及び「リテラシー」を配置し、最新の科学に対応した専門分野及び関連分
野の知識や技術を学ばせる。また、研究者の素養として、「研究倫理」及び「知的財産マネジメント」の講義により、倫理的
あるいは産業社会的知識を学ばせる。

②リサーチワークでは、専修分野ごとに研究指導科目として「特殊研究」を配置し、研究発表・学術論文作成・博士論文作成
等の指導を行う。この科目の履修を通して、専門技術者や研究者として必要な専門分野における研究能力と広い視野で
課題に対応する能力を身に付けさせ、問題解決のために活かすことができるようにする。

③コースワーク・リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制を構築し、能動的に学修させることにより、発展的な研究
課題に対する探求・解決能力及び論理的思考力を身に付けさせ、専門技術者や研究者として他者との相互理解や意見交
換ができるようにする。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文の審査に
ついては、農学研究科農学専攻の論文審査基準に基づき、客観性を担保し、厳格に審査する。また、指導教員が、学生の
進路や関心に基づいた個別指導を行い、個々の達成度と学生自身の将来計画に応じた学修を進めることができるように
する。

農学研究科農学専攻博士後期課程は、研究科の人材養成目的を理解し、大学院修士課程などにおける学修を通して、次の能
力・態度を身に付けている人を受け入れます。

①博士後期課程での学修の基盤となる生命科学、食料·健康科学、環境科学、科学英語などに関する深い専門知識と応用力
を身に付けている。

②生物資源・生物生産、生命現象・食品機能、あるいは生物環境・環境保全などを扱う総合科学である農学を深く学ぶことに
強い関心や意欲を持っている。

③課題探求活動に積極的に取り組み、主体的、継続的、協調的に学修する力を身に付け、高度な専門技術者や研究者として
社会に貢献し続ける意欲を持っている。

【 博 士 後 期 課 程 】 ○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy

 2023  Meijo University Graduate School Guide 43



44

　農学研究科（農学専攻）は、修士課程（定員20名）と博士後期課程（定員3名）を設置し、生命科学、

食料・健康科学、環境科学における高度な専門知識と洞察力を有し、専門領域や関連学術領域におけ

る総合的な応用力、創造力及び実践力を備えた専門技術者及び研究者の養成を目的としています。

　修士課程では、学生は、13の専修分野（栽培植物生産学、遺伝学、生物保護学、生物資源経済学、生

命科学、食品科学、分子化学、生物制御科学、環境生物学、物質動態学、環境修復・応答学、ランドスケー

プ・デザイン学、フィールド生産科学）の何れかに属し、2年間（標準修業年限）在学して修了に必要な単

位を講義、実験及び演習で修得します。さらに、学位修士論文を提出してその審査ならびに試験に合格

した者には、修士（農学）の学位が授与されます。

　博士後期課程は、修士課程等で培った高度な研究能力あるいは技術力を活かし、さらに自立して研

究を展開できる能力を有する研究者の養成を目的とします。具体的には、学生は、フィールド生産科学

を除いた修士課程の専修分野に対応して設けている12の専修分野の中から1分野を選定します。そ

して3年間（標準修業年限）在学して、指導教授から自立して研究を展開できる研究者として必要な指

導を受けて修了に必要な16単位を修得した上で、学位博士論文を提出して論文審査と最終試験に合

格した者について、博士（農学）の学位が授与されます。

農学へのニーズの広がりに
高い水準で対応

農 学 研 究 科
Graduate School of Agriculture
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農学 専攻
農学研究科（修士課程・博士後期課程）

　農学研究科は多様な生物資源の有効利用と安定的な生物生産、生命現象･食品機能･生物
機能および生物と人と自然との調和の取れた環境の創出などについて、広い視野に立った精
深な学識の涵養を図るとともに、高度な研究能力・専門技術を担うための卓越した能力を培っ
ています。そのために以下に示すような、幅広い教育･研究を、学部と大学院とで一貫して実
施しています。
● 遺伝子･細胞レベルの植物科学
● 栽培植物の生産･管理技術
● 生物資源と人の関わり
● 有用植物や昆虫･微生物の特性
● 生物生産を社会において現実化する仕組み
● 微生物や食品のバイオテクノロジー
● 生体成分の機能解明
● 糖質･脂質･タンパク質などの機能解明

● 食品成分の生理作用並びに食品加工技術と製品品
質の科学

● 新規生理活性物質の探索やその分子設計
● 動･植物の生態系とそれを取り巻く環境の多面的評価
● 持続的な生物生産環境の生物機能による修復と保全
● 生物の環境応答
● 人･生態系に不可欠な生物や生物多様性の保全
● 人や生物にとって快適な緑地環境の創造

　農学研究科は、近年アジア地域の大学と積極的に学術交流を進めています。2010
年にタイのキングモンクット工科大学トンブリ校（KMUTT）生物資源工科研究科と、
2012年に中国の三峡大学 化学生命科学院と、2019年にはインドネシアのブラ
ウィジャヤ大学数理学自然科学部の３校と本研究科は学術交流協定を締結しました。
KMUTTとは、2017年８月に名城大学において第4回共同シンポジウムが、三峡大学と
は、2017年８月に中国湖北省で共同シンポジウムが開催され、2019年6月にはフロリ
ダ大学およびソウル国立大学を含めた4大学間の学術交流がソウル国立大学で実施さ
れました。いずれの大学間交流も、海外の大学との学術的な情報交換の場として、また
本学部・研究科の国際交流の場として、今後ますます発展してゆくことが期待されます。

　本演習は、比較的小規模な研究科ならではの特徴ある科目で、大学院生が、自分の
研究分野を中心とした題材について順次発表するのものです。各プレゼンテーション
は、専門的な内容にも関わらず、異なる分野の人が理解して興味が持てるように工夫
されており、それにより、活発な質疑応答が行われています。本演習で養った能力は、
学会発表などで活かされています。

「 研 究 活 動 の 更 な る 国 際 化 を め ざ し て 」

「 農 学 特 別 演 習Ⅰ・Ⅱ」

農 学 研 究 科 の 特 色 あ る 教 育・研 究

トピックス

修 士 課 程

博 士 後 期 課 程

カリキュラム

修 士 課 程

博 士 後 期 課 程

教   員 五十音順

天 野  健 一
物理化学特論
分子化学特別演習・実験

荒 川  征 夫
植物病理学特論
生物保護学特別演習・実験

礒 井  俊 行
養分動態学特論
農学特別演習Ⅰ
農学特別演習Ⅱ
物質動態学特別演習・実験

上 船  雅 義
昆虫学特論
生物保護学特別演習・実験

氏 田  稔
生化学特論
生命科学特別演習・実験

汪  光 熙
植物保全生態学特論
環境生物学特別演習・実験

大 浦  健
環境汚染科学特論
物質動態学特別演習・実験

太 田 垣  駿 吾
園芸生産学特論
栽培植物生産学特別演習
栽培植物生産学特別実験

奥 村  裕 紀
分子細胞生物学特論
生命科学特別演習・実験

長 田  典 之
植物保全生態学特論
環境生物学特別演習・実験

加 藤  雅 士
分子微生物学特論
生命科学特別演習・実験

黒 川  裕 介
栽培植物生産学特別実験

兒 島  孝 明
分子育種学特論
遺伝学特別演習
遺伝学特別実験

近 藤  歩
植物環境応答学特論
環境修復・応答学特別演習・実験

志 水  元 亨
分子微生物学特論
生命科学特別演習・実験

鈴 木  康 生
園芸生理学特論
栽培植物生産学特別演習・実験

田 村  廣 人
地球環境修復学特論
環境修復・応答学特別演習・実験

近 澤  未 歩
食品科学特別実験

塚 越  啓 央
植物分子遺伝学特論
遺伝学特別演習・実験

津 呂  正 人
園芸生産学特論
栽培植物生産学特別演習・実験

藤  茂 雄
植物環境応答学特論
環境修復・応答学特別演習・実験

中 尾  義 則
フィールド生産学特論
フィールドサイエンス特論
フィールドサイエンス特別演習・実験

礒 井  俊 行
物質動態学特殊研究
生物環境科学特殊講義
生物環境科学リテラシー

上 船  雅 義
生物保護学特殊研究
生物資源学特殊講義
生物資源学リテラシー

氏 田  稔
生命科学特殊研究
応用生物化学特殊講義
応用生物化学リテラシー

汪  光 熙
環境生物学特殊研究
生物環境科学特殊講義
生物環境科学リテラシー

大 浦  健
物質動態学特殊研究
生物環境科学特殊講義
生物環境科学リテラシー

長 田  典 之
環境生物学特殊研究
生物環境科学特殊講義
生物環境科学リテラシー

加 藤  雅 士
生命科学特殊研究
応用生物化学特殊講義
応用生物化学リテラシー

鈴 木  康 生
栽培植物生産学特殊研究
生物資源学特殊講義
生物資源学リテラシー

田 村  廣 人
環境修復・応答学特殊研究
生物環境科学特殊講義
生物環境科学リテラシー

津 呂  正 人
栽培植物生産学特殊研究
生物資源学特殊講義
生物資源学リテラシー

新 妻  靖 章
環境生物学特殊研究
生物環境科学特殊講義
生物環境科学リテラシー

林  利 哉
食品科学特殊研究
応用生物化学特殊講義
応用生物化学リテラシー

日 野  輝 明
環境生物学特殊研究
生物環境科学特殊講義
生物環境科学リテラシー

平 野  達 也
栽培植物生産学特殊研究
生物資源学特殊講義
生物資源学リテラシー

前 林  正 弘
分子化学特殊研究
応用生物化学特殊講義
応用生物化学リテラシー

松 儀  真 人
分子化学特殊研究
応用生物化学特殊講義
応用生物化学リテラシー

湊  健 一 郎
食品科学特殊研究
応用生物化学特殊講義
応用生物化学リテラシー

村 野  宏 達
物質動態学特殊研究
生物環境科学特殊講義
生物環境科学リテラシー

森 上  敦
遺伝学特殊研究
生物資源学特殊講義
生物資源学リテラシー

山 口  秀 明
生物制御科学特殊研究
応用生物化学特殊講義
応用生物化学リテラシー

楢 㟢  友 子
ランドスケープ・デザイン学特別実験

長 澤  麻 央
食品科学特別実験

新 妻  靖 章
環境生理学特論
環境生物学特別演習・実験

橋 本  啓 史
緑地学特論
ランドスケープ・デザイン学特論
ランドスケープ・デザイン学特別演習・実験

濱 本  博 三
生物制御科学特論Ⅱ
生物制御科学特別演習・実験

林  利 哉
食品製造科学特論
食品機能学特論
食品科学特別演習・実験

林  義 明
フィールド生産学特論
フィールドサイエンス特論
フィールドサイエンス特別演習・実験

日 野  輝 明
動物保全生態学特論
環境生物学特別演習・実験

平 児  慎 太 郎
生物生産経営学特論
生物資源経済学特論
生物資源経済学特別演習・実習

平 野  達 也
作物生理学特論
作物生産学特論
栽培植物生産学特別演習・実験

藤 原  和 樹
生物保護学特別実験

細 田  晃 文
地球環境修復学特論
環境修復・応答学特別演習・実験

前 林  正 弘
物理化学特論
分析化学特論
分子化学特別演習・実験

松 儀  真 人
有機化学特論
分子化学特別演習・実験

湊  健 一 郎
食品栄養科学特論Ⅰ
食品栄養科学特論Ⅱ
食品科学特別演習・実験

武 藤  将 道
生物保護学特別実験

村 野  宏 達
土壌学特論
物質動態学特別演習・実験

森 上  敦
植物分子遺伝学特論
遺伝学特別演習・実験

森 田  隆 史
フィールド生産学特論
フィールドサイエンス特論
フィールドサイエンス特別演習・実験

森 田  裕 将
フィールド生産学特論
フィールドサイエンス特論
フィールドサイエンス特別演習・実験

山 口  秀 明
生物制御科学特論Ⅰ
生物制御科学特別演習・実験

Division of Agricultural Sciences

専修
分野 授業科目
栽
培
植
物
生
産
学

作物生産学特論
作物生理学特論
園芸生産学特論
園芸生理学特論
栽培植物生産学特別演習
栽培植物生産学特別実験

遺
伝
学

分子育種学特論
植物分子遺伝学特論
遺伝学特別演習
遺伝学特別実験

生
物
保
護
学

昆虫学特論
植物病理学特論
生物保護学特別演習
生物保護学特別実験

生
物
資
源
経
済
学

生物生産経営学特論
生物資源経済学特論
生物資源経済学特別演習
生物資源経済学特別実習

授業科目
栽培植物生産学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
遺伝学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
生物保護学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
生物資源経済学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
生命科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
食品科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
分子化学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
生物制御科学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
環境生物学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
物質動態学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
環境修復・応答学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
ランドスケープ・デザイン学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

専修
分野 授業科目

共
通
科
目

生物資源学特殊講義
応用生物化学特殊講義
生物環境科学特殊講義
生物資源学リテラシー
応用生物化学リテラシー
生物環境科学リテラシー
先端学術英語
特殊プレゼンテーション
研究倫理
知的財産マネジメント

専修
分野 授業科目

生
命
科
学

分子微生物学特論
生化学特論
分子細胞生物学特論
生命科学特別演習
生命科学特別実験

食
品
科
学

食品栄養科学特論Ⅰ
食品栄養科学特論Ⅱ
食品製造科学特論
食品機能学特論
食品科学特別演習
食品科学特別実験

分
子
化
学

物理化学特論
有機化学特論
分析化学特論
分子化学特別演習
分子化学特別実験

生
物
制
御
科
学

生物制御科学特論Ⅰ
生物制御科学特論Ⅱ
生物制御科学特別演習
生物制御科学特別実験

専修
分野 授業科目

環
境
生
物
学

植物保全生態学特論
動物保全生態学特論
環境生理学特論
環境生物学特別演習
環境生物学特別実験

物
質
動
態
学

養分動態学特論
土壌学特論
環境汚染科学特論
物質動態学特別演習
物質動態学特別実験

環
境
修
復・応
答
学

地球環境修復学特論
植物環境応答学特論
環境修復・応答学特別演習
環境修復・応答学特別実験

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ・

デ
ザ
イ
ン
学

ランドスケープ・デザイン学特論
緑地学特論
ランドスケープ・デザイン学特別演習
ランドスケープ・デザイン学特別実験

専修
分野 授業科目
フ
ィ
ー
ル
ド
生
産
科
学

フィールド生産学特論
フィールドサイエンス特論
フィールドサイエンス特別演習
フィールドサイエンス特別実験

共
通
科
目

農学特別演習Ⅰ・Ⅱ
科学倫理
学術英語Ⅰ・Ⅱ
大学院特別講義Ⅰ〜Ⅳ
特別プレゼンテーション
特別研修Ⅰ〜Ⅲ
アドバンスト・インターンシップ

農 学 研 究 科
Graduate School of Agriculture
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薬学研究科

名 城 大 学
大 学 院 ガイド

2 0 2 3

Graduate School of Pharmacy

薬学研究科の人材養成目的・その他教育研究上の目的

薬学研究科は、薬学領域における学術高度化に貢献でき、国民の健康維持・増進と医療の発展をより一層推進できる独創的
で創造的な高い研究力、新しい職能を開拓できる高度な専門性と技術・指導力を兼ね備えた薬学のスペシャリストの養成を
目的とする。

薬学研究科薬学専攻博士課程は、本学の立学の精神と、本研究科の人材養成目的である「薬学領域における学術高度化に
貢献でき、国民の健康維持・増進と医療の発展をより一層推進できる独創的で創造的な高い研究力、新しい職能を開拓でき
る高度な専門性と技術・指導力を兼ね備えた薬学のスペシャリストの養成」に基づき、次の資質・能力を身につけた学生に博士

（薬学）の学位を授与します。

①薬学領域における学術の高度化に貢献するために、高度な専門的知識と技術を備え、科学的観点に立って事象の本質
を洞察し、問題を発見・解決できる。さらに、医療に携わる研究者・薬剤師として、強い責任感と確固とした倫理観、判断
力を身につけている。

②医療に携わる研究者・薬剤師として、国民の健康維持・増進に寄与し、新しい職能開拓・発展に貢献するために、独創的で
創造的な臨床・薬学研究を立案、計画、実践し、新たな価値を創造できる。

③薬学・医療の進歩に対応するために、生涯にわたって主体的、自律的に探究し、協働できると共に、次世代を担う人材の
育成に貢献する指導力を身につけている。

薬学研究科薬学専攻博士課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身につけた人材を養成
するため、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、先端的な専門知識を備え、科学的観点に立って事象の本質を洞察し、問題を発見・解決できる能力
を身につけるため、専修分野ごとに関連する特論科目を配置する。授業科目の選定にあたっては、学生が自らの研究計
画に基づいて適切な科目履修を行うことができるように、指導教員が専門性や順次性を考慮して履修指導を行う。

②リサーチワークでは、主指導教員と副指導教員が協力して継続的、かつ個別的な研究指導を行う「特殊研究科目」によ
り、先端的な専門知識と高度な技能を備え、独創的研究を企画・遂行できる能力を養うとともに、研究成果を客観的に
評価し、学術的な情報として発信できる能力を身につける。

③少人数制で双方向性を担保した授業体制の下で、SGD（Small Group Discussion）やPBL（Problem Based 
Learning）を積極的に取り入れ、医療現場における臨床研究の推進に必要なコミュニケーション能力を養うとともに、
強い責任感や確固とした倫理観を身につける。
国内外の学術集会への参加により、研究者コミュニティーでの学術的な意見交換を通じて、進取の精神をもって新しい
研究分野ならびに薬剤師の職能を開拓する能力を養う。

④成績評価方法と評価基準をシラバスに明示し、厳格な評価および単位認定を行う。
特殊研究については、各年次に研究成果発表会を開催し、専修分野教員による助言を踏まえて、次年度の研究課題を
策定する。
学位論文については、薬学研究科博士課程の学位論文審査基準に則って、客観的な審査を行う。

薬学研究科薬学専攻博士課程は、本研究科の教育理念・教育目標を理解し、6年制薬学部の教育課程等における学修を通じ
て、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①人々の健康維持・増進に関わる薬学の基礎知識を身につけている。
②医療人に相応しい倫理観、人間性を備え、専修分野における専門性を磨くとともに、薬学を広い視野から考究する意思

がある。
③大学院修了後も、薬学に関する幅広い知識と技能の涵養に努め、薬物療法の開発ならびに薬剤師の新たな職能の開

拓・発展に貢献する意欲がある。

【 博 士 課 程 】 ○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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　薬学研究科薬学専攻博士課程（4年制課程）は、薬学領域における学術高度化に貢献でき、国民の

健康維持・増進と医療の発展をより一層推進できる独創的で創造的な高い研究力、新しい職能を開拓

できる高度な専門性と技術・指導力を兼ね備えた“薬学のスペシャリストの養成”を人材養成目的として

開設されました。

　４年間の教育研究を通して、最新の医療・生命科学に関わる情報を理解・修得できる能力、薬剤師の

職能の現状にとらわれず柔軟な発想と時代の先を見通す洞察力や、自らが時代を切り拓くことができ

る行動力を身につけた医療人の養成を目指した教育を行っています。

　薬学研究科では、医薬統合を目指す教育研究にも積極的に取り組み、平成24年3月に名古屋大学

医学部・大学院医学系研究科と学術交流に関する協定書を締結しました。具体的な取り組みとして、平

成25年度から、研究科相互の講義の開放、研究指導の実施など、薬学生と医学生とが共に学ぶ環境を

整備し、医学のマインドを持った薬学研究者の育成を推進しています。

薬 学 研 究 科
Graduate School of Pharmacy
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専　修　分　野 開　 講 　授 　業 　科 　目

環境衛生科学分野 環境衛生科学特論、環境衛生科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

医療情報科学分野 医療情報科学特論、医療情報科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

病態解析科学分野 病態解析科学特論、病態解析科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

薬物治療科学分野 薬物治療科学特論、薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

薬物動態科学分野 薬物動態科学特論、薬物動態科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

関　連　科　目 臨床薬学研修、海外臨床研修、医療英語特論、臨床腫瘍学特論
がん薬物療法学特論、基礎薬学特論

48

薬学 専攻
薬学研究科

　本研究科における教育課程は、専門科目と関連科目に区分しています。専門科目には、学生
の学位論文作成に係わる専修科目として「特論」科目と、学生が４年間にわたり学位論文作成
のために行う実験・実習及び研究指導を行う「特殊研究」科目（Ⅰ〜Ⅳ）を配置して、これを一つ
の専修分野として構成し、下記の５専修分野において高度な薬学教育研究を展開します。

ア． 環境衛生科学分野では、食品をはじめ環境物質から医薬品にわたる「化学物質の適正
使用」を探究・推進

イ． 医療情報科学分野では、医療行為全般に関する適正使用と再評価
ウ． 病態解析科学分野では、疾病時の生体変化や化学物質と生体との相互作用に関する

研究
エ． 薬物治療科学分野では、医薬品の再評価と適用拡大、即ち「育薬」という概念の構築
オ． 薬物動態科学分野では、医薬品の有効性を最大限発揮するための適正な技術の開発

　関連科目には、医療現場において指導者として活躍できる専門性の高い臨床薬剤師を育成
するため、近隣の医学部・大学院医学研究科を持つ大学や医学部附属病院薬剤部・診療部等で
行う臨床薬学研修、外国の大学の薬学部で行う海外臨床研修に加え、医療英語特論を配置し
ています。更に、非薬学系分野出身者を対象に薬学研究の基礎となる知識を身につけることを
目的とした基礎薬学特論を配置し、特色ある教育課程を編成しています。

薬 学 研 究 科 薬 学 専 攻 に お け る 教 育 課 程

カリキュラム

教   員 五十音順

飯 田  耕 太 郎
海外臨床研修

伊 東  亜 紀 雄
海外臨床研修

井 藤  千 裕
環境衛生科学特論
環境衛生科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

衣 斐  大 祐
薬物治療科学特論
薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

今 西  進
環境衛生科学特論
環境衛生科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

打 矢  恵 一
環境衛生科学特論
環境衛生科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

大 津  史 子
医療情報科学特論
医療情報科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

岡 本  浩 一
薬物動態科学特論
薬物動態科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

岡 本  誉 士 典
環境衛生科学特論
環境衛生科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

奥 田  知 将
薬物動態科学特論
薬物動態科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

小 田  彰 史
病態解析科学特論
病態解析科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

加 藤  美 紀
薬物動態科学特論
薬物動態科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

村 田  富 保
病態解析科学特論
病態解析科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

亀 井  浩 行
医療情報科学特論
医療情報科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

北 垣  伸 治
薬物動態科学特論
薬物動態科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

栗 本  英 治
病態解析科学特論
病態解析科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

黒 野  俊 介
海外臨床研修

小 島  良 二
薬物治療科学特論
薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

小 森  由 美 子
環境衛生科学特論
環境衛生科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

坂 井  健 男
薬物動態科学特論
薬物動態科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

神 野  透 人
環境衛生科学特論
環境衛生科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

高 谷  芳 明
環境衛生科学特論
環境衛生科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

田 口  忠 緒
海外臨床研修

田 辺  公 一
医療情報科学特論

築 山  郁 人
薬物治療科学特論
薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論
がん薬物療法学特論
臨床腫瘍学特論

豊 田  行 康
病態解析科学特論
病態解析科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

灘 井  雅 行
薬物動態科学特論
薬物動態科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

西 川  泰 弘
薬物動態科学特論
薬物動態科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

丹 羽  敏 幸
薬物動態科学特論
薬物動態科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

根 岸  隆 之
病態解析科学特論
病態解析科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

能 勢  充 彦
薬物治療科学特論
薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

野 田  幸 裕
薬物治療科学特論
薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

長 谷 川  洋 一
臨床薬学研修

原  脩
薬物動態科学特論
薬物動態科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

早 川  伸 樹
病態解析科学特論
病態解析科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

半 谷  眞 七 子
医療情報科学特論
医療情報科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

平 松  正 行
薬物治療科学特論
薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

マーク・リバック
医療英語特論

間 宮  隆 吉
薬物治療科学特論
薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

水 野  初
環境衛生科学特論
環境衛生科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

水 本  秀 二
病態解析科学特論
病態解析科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

輪 島  丈 明
環境衛生科学特論
環境衛生科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

柳 澤  聖
薬物治療科学特論
薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論
がん薬物療法学特論
臨床腫瘍学特論

山 本  英 督
薬物治療科学特論
薬物治療科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

山 田  修 平
病態解析科学特論
病態解析科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

湯 川  和 典
病態解析科学特論
病態解析科学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
基礎薬学特論

Division of Clinical Pharmacy

薬 学 研 究 科
Graduate School of Pharmacy
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都市情報学研究科

名 城 大 学
大 学 院 ガイド

2 0 2 3

Graduate School of Urban Science

都市情報学研究科の人材養成目的・その他教育研究上の目的

都市情報学研究科は、サービスサイエンスの観点から、新しい時代の理想的な都市社会を創造する専門職人材及び
まちづくりをあらゆる面でリードする学問領域を修得した研究者の養成を目的とする。

大学院都市情報学研究科都市情報学専攻修士課程は、本学の立学の精神と、本研究科の人材養成目的である「新しい
時代の理想的な都市社会を創造する専門職人材及びまちづくりをあらゆる面でリードする学問領域を修得した研究者
の人材養成」に基づき、次の資質・能力を身につけた学生に修士（都市情報学）の学位を授与します。

①新しい時代の都市社会を創造する高度専門職、研究者として必要な、高度な能力と専門知識を修得し、高い倫理観
と公正な判断力を身につけ、理想的な都市社会を創造するためのアイデアを提案することができる。

②まちづくりや企業経営に関するソフト施策（社会システム、制度改革など）とハード施策（施設整備、配置計画など）、
それぞれの分析・評価と計画のあり方などを学び、既存の方法では解決しない問題を新たな手法で解決する能力
や、異分野で開発された解決策を創造的にアレンジし適用する能力を培うことができる。

③社会システムや都市基盤の構造を理解し、都市社会の一員として多様な役割を果たすことができるように、身につ
けた総合能力（アナライジング、プランニング、プレゼンテーション）を発揮することによって、生涯に亘って主体的
に探究し、周りと協働することができる。

大学院都市情報学研究科都市情報学専攻修士課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力
を身につけさせるため、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、都市社会の問題解決能力に必要な高度専門知識の修得と問題解決に必要な手法としての総合
能力が修得できるように、専修分野に関連する「授業科目＝特論」を配置する。履修する講義科目の選定にあたっ
ては、指導教授は授業内容、授業形態、履修の順次性を考慮して履修指導を行うことによって、学生が自身の研究
計画に基づいて適切な授業科目を履修できるようにする。

②リサーチワークでは、指導教授が一貫かつ継続的で個別的な研究指導を行う「研究指導科目＝特別研究」を、4期
に分割して研究指導を受ける。この研究指導では、自身の研究テーマにおける問題設定から研究調査、分析、考察
などについて一貫した研究内容、研究方法を身につけさせ、専門職人材や研究者として必要な能力が確実に養わ
れることができるようにする。

③総合能力（アナライジング、プランニング、プレゼンテーション）を身につけるために少人数・双方向を意識した授業
体制を確保し、さらに、指導教員による指導の下、能動的学修を実施することで、学会・シンポジウム・研究会などに
おいて他の参加者と討論や意見交換ができるような、学術的交流に必要なコミュニケーション能力を身につけられ
るようにする。

④「授業科目＝特論」及び「研究指導科目＝特別研究」については、シラバスで明示している成績評価方法及び評価基
準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、都市情報学研究科修士課程の論文審査基
準に基づき審査する。

　　また、早期から学生の進路や関心等を把握し個別指導に反映することにより、進路や関心を意識した学修、研究
の促進につなげることができる。

大学院都市情報学研究科都市情報学専攻修士課程は、本専攻の教育理念・教育目標を理解し、学部の教育課程等にお
ける学修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①都市情報学及び関連分野において主体的に研究課題を見出せるような専門知識を身につけている。
②新しい時代の理想的な都市社会を創造するまちづくりのエキスパートとして、都市を計画する政府の行動「官の

サービス」、都市を形成する家計や企業の行動「民のサービス」を科学的に分析・計画し、新たな手法で解決する能
力を身につけ、社会で活躍することができる。

③変化の著しい現代社会において継続的に専門知識を吸収し、理想的な都市社会を実現するために貢献する意欲を
有している。

【 修 士 課 程 】 ○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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大学院都市情報学研究科都市情報学専攻博士後期課程は、本学の立学の精神と、本研究科の人材養成目的である「新
しい時代の理想的な都市社会を創造する専門職人材及びまちづくりをあらゆる面でリードする学問領域を修得した研
究者の人材養成」に基づき、次の資質・能力を身につけた学生に博士（都市情報学）の学位を授与します。

①新しい時代の都市社会を創造する高度専門職、研究者として必要な、高度な能力と専門知識を修得し、高い倫理観
と公正な判断力を身につけ、理想的な都市社会を創造するための学術的に優れたアイデアを提案することができ
る。

②未来の都市創造に向けて、既存の方法では解決しない問題を先駆的・独創的な新たな手法で解決する能力を培い、
都市情報学のフロンティアを開拓することができる。

③社会システムや都市基盤の構造を理解し、都市社会の一員として多様な役割を果たすことができるように、身につ
けた高い総合能力（アナライジング、プランニング、プレゼンテーション）を発揮することによって、生涯に亘って主
体的に探究し、周りと協働することができる。

大学院都市情報学研究科都市情報学専攻博士後期課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・
能力を身につけさせるため、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような教育課程を編成し、実施しま
す。

①コースワークでは、都市社会の問題解決能力に必要な高度専門知識の修得と問題解決に必要な手法としての総合
能力が修得できるように、専修分野に関連する「授業科目＝特講」を配置する。履修する講義科目の選定にあたっ
ては、指導教授は授業内容、授業形態、履修の順次性を考慮して履修指導を行うことによって、学生が自身の研究
計画に基づいて適切な授業科目を履修できるようにする。

②リサーチワークでは、指導教授が一貫かつ継続的で個別的な研究指導を行う「研究指導科目＝特殊研究」を、6期
に分割して研究指導を受ける。この研究指導では、自身の研究テーマにおける問題設定から研究調査、分析、考察
などについて一貫した研究内容、研究方法を身につけさせ、専門職人材や研究者として必要な高い能力が確実に
養われることができるようにする。

③高い総合能力（アナライジング、プランニング、プレゼンテーション）を身につけるために少人数・双方向を意識した
授業体制を確保し、さらに、指導教員による指導の下、能動的学修を実施することで、学会・国際会議・シンポジウム・
研究会などにおいて他の参加者と討論や意見交換ができるような、学術的交流に必要なコミュニケーション能力
を身につけられるようにする。

④「授業科目＝特講」及び「研究指導科目＝特殊研究」については、シラバスで明示している成績評価方法及び評価基
準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、都市情報学研究科博士後期課程の論文審
査基準に基づき審査する。

　　また、早期から学生の進路や関心等を把握し個別指導に反映することにより、進路や関心を意識した学修、研究
の促進につなげることができる。

大学院都市情報学研究科都市情報学専攻博士後期課程は、本専攻の教育理念・教育目標を理解し、大学院修士課程の
教育課程等における学修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①都市情報学及び関連分野において独創的な研究課題を見出せるような高度な専門知識を身につけている。
②新しい時代の理想的な都市社会を創造するまちづくりのエキスパートとして、都市を計画する政府の行動「官の

サービス」、都市を形成する家計や企業の行動「民のサービス」を科学的に分析・計画し、先駆的・独創的な新たな手
法で解決する能力を身につけ、社会で活躍することができる。

③変化の著しい現代社会において継続的に先端的な専門知識を吸収し、理想的な都市社会を実現するために貢献す
る意欲を有している。

【 博 士 後 期 課 程 】 ○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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サービスサイエンスを志向する
都市科学研究

都 市 情 報 学 研 究 科
Graduate School of Urban Science

　行政政策や商品等の付加価値を高めるものとして欠かせないサービスは、これまで人の勘や経験に

よって提供されてきましたが、このサービスをさまざまな視点から科学することによって新たな価値を

創造するという概念が『サービスサイエンス』です。

　これからの日本社会において理想的な都市社会を実現するためには、都市を計画する政府の行動

（官のサービス）だけでなく、都市を構成する家計や企業の行動（民のサービス）も科学する「サービ

スサイエンス」が重要となっています。

　都市情報学研究科は、「社会システム学」「都市創造学」の2つの専修分野から構成され、サービスサ

イエンスの観点を取り入れた、新しい時代の理想的な都市社会を創造するエキスパートの養成を目的

としています。

　都市情報学研究科での新たな学びを通して、既存の方法では解決しない問題を、AIを含む革新的な

技術及びデータサイエンス手法等で解決する能力や、異分野で開発された解決策を創造的にアレンジ

し適用する能力を培い、大学院修了後の社会実践力を養成してまいります。
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都市情報学 専攻
都市情報学研究科（修士課程・博士後期課程）

社会システムとしての各種政策（総合地
域政策、都市福祉政策など）、各種情報（経
営情報、医療情報など）、行政・財政のあり
方、および政策評価や意思決定のための
数理計画などを学び、まちづくりや企業経
営に関するソフト施策の分析科学と計画
科学を考究します。

都市創造としての社会基盤（都市公共施
設、高度情報基盤など）、環境創造（災害防
止、環境保全など）、地域計画・空間構造の
あり方、および国内外の都市比較による
都市創造のあり方などを学び、まちづくり
や企業経営に関するハード施策の分析科
学と計画科学を考究します。

　レポート報告や討論形式など双方向的な授業形態を基本とし、さらに今日的で複雑な都市の諸問題に学
際的にアプローチする、演習形式の授業形態も採用しています。修士論文・博士論文の指導においては、各
大学院生は各指導教員のマンツーマンの指導によって、都市情報学研究の様々なフロンティアに取り組ん
でいます。

≪修士論文≫
社会システム学専修分野

◦主観的な画質に基づくDHCT量子化テーブルの最適化
◦病院・販売業者間における医療材料の物流調査分析に基づくGS1バーコード利活用に関する研究
◦シリンジポンプの流量設定チェックを含めた安全管理システムに関する研究

都市創造学専修分野
◦都市景観における季節別の色彩特性に関する研究
◦エネルギーシステム分析用産業連関表を用いた固定価格買取制度の影響分析
◦筋肉疲労がもたらす音声と筋電の変化に関する研究

≪博士論文≫
社会システム学専修分野

◦DCTとHTの組み合わせ式直交変換の画像圧縮への応用
◦地球温暖化に関する影響の環境経済評価と対策の経済効果分析〜TCM-CVM統合モデルとWTW-

IO連携モデルの開発および適用〜

都市創造学専修分野
◦温暖化の諸影響に関する経済学的被害評価手法の開発と適応策の効果分析
◦The Emergence of Peer-to-peer Accommodation in Bangkok and its Features and 

Impact on the Housing Market

社会システム学 都市 創造学

授 業 方 法

最 近 の 論 文 タ イト ル

２ つ の 専 修 分 野

トピックス

カリキュラム

社会システム学
総合政策・・・・・・・・・
都市政策・・・・・・・・・
情報数理・・・・・・・・・
サービスサイエンス・・・

（共通科目）

総合政策特論Ⅰ・Ⅱ
都市政策特論Ⅰ・Ⅱ
情報数理特論Ⅰ・Ⅱ
サービスサイエンス特論Ⅰ・Ⅱ

社会システム学特別研究Ⅰ〜Ⅳ

都市創造学
総合環境・・・・・・・・・
都市基盤・・・・・・・・・
情報基盤・・・・・・・・・
サービスサイエンス・・・

（共通科目）

総合環境特論Ⅰ・Ⅱ
都市基盤特論Ⅰ・Ⅱ
情報基盤特論Ⅰ・Ⅱ
サービスサイエンス特論Ⅰ・Ⅱ

都市創造学特別研究Ⅰ〜Ⅳ

社会システム学
総合政策・・・・・・・・・
都市政策・・・・・・・・・
情報数理・・・・・・・・・

総合政策特講
都市政策特講
情報数理特講

社会情報システム学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
人間情報システム学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

都市創造学
総合環境・・・・・・・・・
都市基盤・・・・・・・・・
情報基盤・・・・・・・・・

総合環境特講
都市基盤特講
情報基盤特講

社会基盤創造学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ
都市環境創造学特殊研究Ⅰ〜Ⅵ

修 士 課 程 博 士 後 期 課 程

Division of Urban Science

都 市 情 報 学 研 究 科
Graduate School of Urban Science

専 任 教 員 と 研 究 テ ー マ

稲 葉  千 晴 社会システム学／総合政策／修士・博士
国際政治史、日露関係史、北欧現代政治、情報と国際通信

昇  秀 樹 社会システム学／総合政策／修士・博士
地方分権の課題と展望、まちづくりの手法、自治体の政策形成、地方
自治法解説、地方公務員法逐条解説

手 嶋  正 章 社会システム学／総合政策／修士
地域情報化政策に関する研究、地域政策とまちづくり、財政問題と政策論

宮 本  由 紀 社会システム学／総合政策／修士・[博士]
子育て支援政策に関する実証分析

雑 賀  憲 彦 社会システム学／都市政策／修士・博士
企業や自治体の経営課題の抽出と経営戦略の立案
企業や自治体の人事賃金制度の分析、評価の賃金システムの改善策立案
企業や自治体のマーケティング課題の抽出とマーケティング戦略の立案

島 田  康 人 社会システム学／都市政策／修士・博士
顧客別収益性分析の進展、情報化と企業間関係の変化

赤 木  博 文 社会システム学／都市政策／修士・博士
社会資本形成に関する理論的および実証分析、税制のあり方

鎌 田  繁 則 社会システム学／都市政策／修士・博士
働き方改革における頽落（たいらく）の影響についての理論的実証的研究

宇 野  隆 社会システム学／情報数理／修士・博士
確率多項式に関する研究、従属確率変数の極限定理に関する研究

水 野  隆 文 社会システム学／情報数理／修士・博士
スマートコントラクトを含むビジネスモデルの設計、フロントエンド環
境で動作するルールベースシステムの開発、AIシステムの経済価値の評
価、大規模データベースシステムの構築、複雑系ゲームマシンの解析、知
識の単一化と一般化を行うアルゴリズムの開発、感性データの可視化

鈴 木  淳 生 社会システム学／情報数理／修士・[博士]
デリバティブの価格付け、都市のOR

山 谷  克 社会システム学／情報数理／修士・博士
画像や音楽に含まれる幾何学的特長を用いた効率の良い情報削減方
法の考案

大 野  栄 治 社会システム学／サービスサイエンス／修士・博士
公共事業の費用便益分析、環境政策・観光政策の経済評価

酒 井  順 哉 社会システム学／サービスサイエンス／修士・博士
GS1標準バーコードによる医療機器本体直接表示推進方策とトレー
サビリティ管理に関する研究
患者に役立つ医療事故再発防止のための４点認証システムの研究
在宅医療・介護のためのオンラインサービス技術導入に関する研究

大 野  沙 知 子 社会システム学／サービスサイエンス／[修士]
新たなモビリティの社会的形成に関する研究
地域協働型インフラ管理に関する研究
災害復興における支援のあり方に関する研究

森  龍 太 都市創造学／サービスサイエンス／[修士]
観光資源の保全と開発
観光価値（レクリエーション価値）の計測・評価手法の開発
温暖化による観光地への影響と対策の検討・評価手法の開発

柄 谷  友 香 都市創造学／総合環境／修士・博士
防災・減災社会の実現に向けたひと・まちづくり
広域巨大災害からの被災地の復旧・復興プロセスの解明

森 杉  雅 史 都市創造学／総合環境／修士・博士
地球温暖化の被害や適応策の経済学的評価
再エネ・交通・観光・文化と地域経済

小 池  聡 都市創造学／総合環境／修士・博士
農村地域政策の分析と評価

張  昇 平 都市創造学／総合環境／修士・博士
水資源開発計画と水資源管理、都市水環境システムの解析および制
御、渇水と水供給の安定化

福 島  茂 都市創造学／都市基盤／修士・博士
社会経済環境の変容に対する都市計画・居住政策のあり方、グローバル経
済における地域開発戦略、産業立地をめぐる国際地域間競合、持続可能な
地域づくり：Learning Region アプローチとコミュニティエンパワメント

杉 浦  真 一 郎 都市創造学／都市基盤／修士・博士
地方行財政に関する地理学的研究

若 林  拓 都市創造学／都市基盤／修士・博士
交通システムの信頼性向上に関する研究、災害時の交通計画、
道路案内標識の経路誘導効果の評価

田 口  純 子 都市創造学／都市基盤／[修士]
建築・都市・まちに関する創造的学習、生涯学習（子ども教育、市民教育）
プロジェクトデザイン、ワークショップデザイン

西 野  隆 典 都市創造学／情報基盤／修士・博士
三次元音響の収録と再生に関する研究
音声・音響信号を用いた人間と機械とのインタフェースに関する研究

亀 井  栄 治 都市創造学／情報基盤／修士・博士
景観計画・環境デザインにおける分析・評価手法に関する研究

杉 浦  伸 都市創造学／情報基盤／修士・博士
数理的意思決定に関する理論的研究
オペレーションズ・リサーチ，応用数理による都市問題の分析

※［修士］［博士］は副指導担当を示す
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人間学研究科

名 城 大 学
大 学 院 ガイド

2 0 2 3

Graduate School of Human Studies

人間学研究科の人材養成目的・その他教育研究上の目的

人間学研究科は、人間に関するテーマを探究・展開できる研究能力とともに、総合的で柔軟な判断力、多元的・複雑化した社
会で求められるコミュニケーション能力、高い公共性と倫理性を備えた人材の養成を目的とする。

　人間学研究科 人間学専攻 修士課程は、本学の立学の精神と、本研究科の人材養成目的である「人間に関するテーマを探
求・展開できる研究能力とともに、総合的で柔軟な判断力、多元的・複雑化した社会で求められるコミュニケーション能力、高い
公共性と倫理性を備えた人材の養成」にもとづき、次の資質・能力を身につけた学生に修士（人間学）の学位を授与します。

①人間をめぐる諸問題について、その本質を分析し解決の方策を創出できる深い知識、公共性と倫理のあり方について
考えられる高い見識を持ち、人間と社会のありようを学際的、総合的かつ論理的に深く考察できる。

②日本文化や多様な文化への深い理解を背景にして、人間や社会を深く理解し、さまざまな人と協調してコミュニケー
ションをとり、自分の主張を伝え、人と人との交流を支援でき、社会のあるべき姿について提言できる。

③社会や組織の構造を理解し、構成員として多様な役割を果たすことができるように、生涯にわたって主体的、自立的に
探究する能力と協働する能力を身につけている。

　人間学研究科 人間学専攻 修士課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身につけさせ
るため、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、専門分野である心理、社会・教育、国際コミュニケーションの３分野のいずれかに重きをおきつつ、
隣接する他分野に関する知見を修得することで、人間に関するテーマを探求・展開できる研究能力とともに、総合的で
柔軟な判断力、多元化・複雑化した社会で求められるコミュニケーション能力、高い公共性と倫理性を備えることがで
きるよう、講義・演習科目である「専門科目」および「関連科目」を配置する。また、3分野相互の関連性の理解や共通す
る研究方法、コミュニケーション能力の修得を目指す「共通科目」を1年次に配置する。授業科目の選定にあたっては、
学生が自らの研究計画に基づいて適切な科目履修を行うことができるように、指導教員が順次性や授業形態等を考
慮した履修指導を行う。

②リサーチワークでは、指導教授が継続的で、個別的な一貫性のある研究指導を行う「人間学特別研究」により、修士論
文の作成過程を通じ、急速に進んだグローバル化の中で顕在化した諸課題に対し、「現実を踏まえ粘り強く交渉する能
力」「意見の対立を調停する能力」「新しく、独創性のある発想を伴った想像力」により解決を導くことのできる人材を
養成する。

③PBL学習、学生同士の相互教授(peer tutoring)、少人数協同学習といった少人数・双方向性を確保した授業体制の
下、学生間の密接なコミュニケーションを促進し、学生が自己主導型・自己評価型の小グループ学習を通じて課題を発
見できる能動的学修を身につけることで、将来の進路に向けた能力と意欲の涵養を図るとともに、他者や他社会、他
文化との相互理解やコミュニケーションができるようにする。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文につい
ては、人間学研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき審査する。また、指導教員が、学生の進路や関心に基づい
た個別指導を行うことにより、個々の達成度と自身の進路や関心に沿った自主的な学びを促進することができるよう
にする。

　人間学研究科 人間学専攻 修士課程は、本専攻の教育理念・教育目標を理解し、学部の教育課程等における学修を通じ
て、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①人間の心、教育や社会、多様な文化・価値観や国内外の社会情勢に関する基礎知識を身につけている。
②自身の専攻する分野に対して強い知的好奇心をもっていることはもとより、幅広い学問分野に関心をもちつつ、社会

に貢献する志をもつ。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、社会及び学問の発展に貢献するため、生涯にわたって自主的・継続的に研究を続

ける意欲がある。

【 修 士 課 程 】 ○ 学 位 授 与 方 針  /  Diploma Policy

○ 教 育 課 程 編 成 方 針  /  Curriculum Policy

○ 入 学 者 受 入 れ 方 針  /  Admission Policy
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人 間 学 研 究 科
Graduate School of Human Studies

　１９９０年代以降、急速に進んだグローバル化は、「一つの世界」を実現するどころか、経済格差のひ
ろがり、民族間・宗教間対立の深刻化、止まらない環境破壊など、全人類を巻き込んだ問題を顕在化さ
せてきました。これらは利害が複雑に絡み合い、従来のものの見方、方法論では問題解決の糸口すら
つかみにくい問題です。このような情勢のなかで時代が人材に求める“力”はなにか。
「現実を踏まえ粘り強く交渉する能力」
「意見の対立を調停する能力」
「新しく、独創性のある発想を伴った創造力」

　人間学研究科では、人間に関するテーマを探究・展開できる研究能力とともに、総合的で柔軟な判断
力、多元的・複雑化した社会で求められるコミュニケーション能力、高い公共性と倫理性を備えた人材
を養成します。

一層進展するグローバル化の中で
社会から求められる「実践的教養人」を育成

● 自らのテーマを探究・展開できる研究能力 　　　● 総合的で柔軟な判断力
● 社会で求められるコミュニケーション能力 　　　● 高い公共性と倫理性

社会・教育

教育の成り立ちや社会の仕組み、これら
に影響を及ぼす歴史、地域、文化などの
諸要因に関する専門知識と研究方法

国際・コミュニケーション

英語の高度な運用能力、言語と文化への理解
洗練された国際感覚、人間のコミュニケーション
そのものについての専門知識と研究方法

これからの社会が期待する新しいプロジェクトに果敢に取り組み、多くの専門家の
知恵をコーディネートし、多様な人材で編成されたチームを率いていく人材

人間の意識や行動のあり方、これと関連
する関連する諸要因についての専門知
識や分析方法

心理

力
能
む
育

量
力
る
き
で
得
習

色
特
の
材
人

　人間学研究科は、人間に関するテーマを探究・展開できる研究能力とともに、総合的で柔軟な判断力、多元的・複雑化した社会で求められるコ
ミュニケーション能力、高い公共性と倫理性を備えた人材の養成を目的としています。

　修士課程の学修・研究を通して、現代の人間をめぐる諸問題について、その本質と解決の方策を考察できる深い知識を身につけます。専門の
カリキュラムは、「心理」「社会・教育」「国際・コミュニケーション」の3つの分野から構成され、大学院生は3つの分野のいずれかに重きを置きなが
ら、他分野の履修をも通して人間をめぐる学際的・複合的な理解を可能にします。

　総じて、人間学研究科では、「高次な実践的教養人」の育成を目指しています。これは、人間学部の目標である「実践的教養人」の育成を発展的
に位置づけるものでもあります。

　大学院では、専門性の高い研究に一歩足を踏み入れることになります。この少しの違いは、社会での役割を果たしていくときの構えの大きな
違いを生み出します。人間学研究科の仲間や教員と共に研究に取り組みましょう。

人間学研究科長　笠 井   尚

研究科長メッセージ

人間について、さらに深く学び研究してみませんか？
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心理
人間の意識や行動とその関連要因を理
解し、心の健康の維持、他者とのかかわ
り方、物事を知的合理的に処理する方法
などを学習。また意識や行動を把握する
技法についても習得する。

社会・教育
教育の成り立ちや社会の仕組みと歴史、
地域、文化との構造的関連を学び、学校
や地域社会での教育のあるべき姿、現代
の日本社会や地域社会の今後の動向に
ついて考察する。

国際・コミュニケーション
言語と文化及びコミュニケーションそ
のものについて理解し、高度な英語力や
幅広いコミュニケーション能力、国際感
覚を身につけ、国際社会の諸問題の把握
と解決について考察する。

修 士 論 文

人 間 学 特 別 研 究

●人間形成基軸論特論
●学校教育文化特論
●家族関係社会学特論
●社会学理論特論
●都市文化環境学特論
●歴史社会論特論
●社会コミュニケーション特論
●公共性と現代社会特論

●学外語学研修　●教育社会調査　●発達心理学演習

●人間学特別演習　●コミュニケーション特別演習

専門科目

関連科目

共通科目

知的基盤社会を
支える人材

育てる人材

●自らのテーマを探求・展開できる研究能力

●総合的で柔軟な判断力

●社会で求められるコミュニケーション能力

●高い公共性と論理性

育む能力

●言語コミュニケーション特論
●英米文学特論
●英語学特論
●言語学特論
●多文化共生特論
●ヨーロッパ文化特論

●教育基盤開発学特論

●臨床教育心理学特論

●教育人間行動学特論

●社会心理学特論

●健康心理学特論

人間学 専攻
人間学研究科（修士課程） 

専任教員の研究分野と主な担当科目

櫻井 龍彦（現代社会論・自己論）

ナラティブ・アプローチや相互行為論の視点か
ら、現代社会における自己やコミュニケーション
をめぐるさまざまな問題について考察する。

・社会コミュニケーション特論
・教育社会調査
・社会学理論特論

原田 知佳（発達心理学・社会心理学）

物事に向かう過程において、私たちは自らを律
し、ときには誘惑に負けながら生きている。自
己制御・セルフコントロールという観点から、こ
れらのプロセスを探究し、包括的な人間理解
を目指す。

・発達心理学演習

西山 亮二
（認知心理学・学習心理学・特別支援教育）

人の認知能力・認知システムについて、実験心
理学的な観点と実践・臨床心理学的な視点か
ら探求する。

・教育基盤開発学特論

共通の担当科目
・人間学特別演習
・コミュニケーション特別演習
・人間学特別研究

塩㟢 万里 
（健康心理学・発達臨床心理学）

人間が成長の過程で遭遇する心理的問題に焦
点を当てて、その背景となる要因、対処方法、
予防方法やその効果に関わるテーマを選択
し、実証的に探究することを目指す。

・臨床教育心理学特論

加茂 省三
（国際関係論・外交史・アフリカ地域研究）

社会的な動物である人間。世界のさまざまな
人びとへの理解を基に、人間の共生の場とし
ての社会、国際社会のあるべき姿を考える。

・公共性と現代社会特論

西村 善矢
（西洋史学（特にイタリア中世史））

私たちとは異なる社会構造や文化、価値観を
有していたヨーロッパ中世の研究を通して、現
代社会を相対化する複眼的な視点と柔軟な発
想力を養う。

・歴史社会論特論

一ノ谷 清美（イギリス文学）

英米の文学作品を精読、研究することによっ
て、英米の「知」の特質を探究する。
・英米文学特論

岡戸 浩子
（言語社会学・国際コミュニケーション）
高度なコミュニケーション能力の養成と、グ
ローバル社会における諸問題について考察す
るための深い知識の習得をめざす。

・多文化共生特論

伊藤 康児（教育心理学）

心理学の探究を入口に、人間をめぐる現代の
諸問題を多角的にアプローチし、解決策を提
案する力量を育てる。

・教育人間行動学特論

伊藤 俊一（日本中世史）

西洋との比較を意識しつつ、日本の歴史から、
社会の特質を考える。

・歴史社会論特論

畑中 美穂（社会心理学）

対人関係やコミュニケーションの観点から、健
康・適応の問題について検討する。

・健康心理学特論

宮嶋 秀光
（教育学（教育哲学、教育人間学））
現代の教育をめぐる諸問題を念頭におきなが
ら、近代教育思想の意義や限界を再評価し、そ
の成果を教育の現場へと還元していける力量
を形成する。
・人間形成基軸論特論

水尾 衣里（建築学・都市計画・環境学）

人間活動と都市形成、環境影響について多様
な視点から考察し、理想都市とは何かを追求
し、提案する力を養う。

・都市文化環境学特論

船田 秀佳（言語学・英語学・中国語学）

人間が外界と接する際の無意識のフィルター
としての言語機能を認識した上で、思考、行動
できる感情脳を育てる。

・学外語学研修　　・言語学特論
・英語学特論

笠井 尚（教育行政学）

学校を中心に、教育・学習活動の計画・実施を
発達や教育の環境をどのように構築するかと
いう学習条件整備の面から検討する。

・学校教育文化特論

Division of Human Studies

カリキュラム

3分野のいずれかに重きを置きながらも、他分野の履修をも
通して人間をめぐる学際的・総合的な理解を深めます。

人 間 学 研 究 科
Graduate School of Human Studies

充実した施設で学びをサポート
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大学院生を対象とする奨学金制度（給付）
種類 資格 人数 給付額

大学院学業優秀奨学生 大学院生で、学業成績及び人物優秀者 90名 年額一律30万円

大学院奨学生 各研究科の基準による 各研究科の
基準による 各研究科の基準による

法学部懇談会進学奨学生 法科大学院に進学を決定した名城大学法学部生（卒業生を含む） 該当する者
全員

入学金相当額
（本学の入学金相当額を限度）

本学卒業等補助奨学生 ①本学卒で研究科、他の学部へ入学する者
②本学に籍を置いた者で退学ののち、再度入学する者

該当する者
全員 入学金の額

校友会奨学生 人物優秀者で学業成績又は体育技能優秀者 校友会
が指定 校友会が決定

修学援助Ｂ奨学生

学部生、大学院生で主たる家計支持者（学資負担者）の死亡、疾病等、又は、火災、風水害等の被害により
家計が急変し、修学の意思があるにもかかわらず、経済的に著しく困難となった者。
家計基準：同一世帯の前年度所得合計額（学資負担者を除く）から別表による控除後の合計額が
200万円以下とする。ただし、事業所得者の前年所得合計額がマイナスの場合は、0円として計上する。
成績基準：学修意欲があり、学業を継続して確実に修了できる見込みがあること。

該当する者
全員 年額一律30万円

利子補給奨学生 経済的な理由により、本学と提携する銀行（三菱UFJ銀行）の教育ローンを利用した者
最短修業年限に相当する年数を限度として給付。

該当する者
全員

当該年度までの学費を限度とする
借入額の支払利子に、教育ローン
利用者の年収に応じた給付率

（50％または100％）を乗じた額

大規模自然災害
経済支援奨学生

災害救助法が適用された（又は外務省による国際緊急援助が行われた）大規模自然災害により
家計が急変し、修学が困難になった学生及び入学試験出願者

該当する者
全員

授業料・実験実習費・施設費の年額、
又は年額の1/2（被災状況による）。
入学試験出願者は、入学検定料、
入学金の全額も給付する。

赤﨑勇賞 大学院博士後期課程又は博士課程在学生のうち、教育研究活動等に関する業績が特に優れている者
（理工学研究科においては博士前期課程又は修士課程も含める）

各年度５名
（理工学研究科
から４名＋理工学
研究科を含む全
研究科から１名）

一律20万円

日本学術振興会
特別研究員奨学生 日本学術振興会特別研究員（DC１、DC２）に採用された者 該当する者

全員 授業料・実験実習費・施設費の額

各種奨学制度は、授業料及び実験実習費の年額を超えない範囲で重複可能。
ただし、本学卒業等補助奨学生と校友会奨学生の特別奨学生は、授業料及び実験実習費の年額の範囲を超えて重複可能。
※各種奨学制度は202３年度の内容であり、今後事情により変更する場合があります。

履修に関する制度の種類（詳細はお尋ね下さい。）

特別聴講生
本学大学院の一部の研究科が協定す
る、他大学大学院研究科との間にお
いて、相互の学生が協定先の大学院
の授業科目を履修できる制度です。

研修生
本学大学院法務研究科を修了後、司
法試験の受験資格がある間、引き続
き教育指導を受けることができる制
度です。

特別研究生
本学大学院の一部の研究科が協定す
る、他大学大学院研究科との間におい
て、相互の学生が協定先の大学院で研
究指導を受けることができる制度です。

研究生
大学や大学院を卒業・修了後、
正規の学生以外として特定の
専門事項について研究するこ
とが認められる制度です。

科目等履修生
正規の学生以外として
特定の授業科目につい
て履修することができ
る制度です。

在籍者数一覧（202３年5月1日現在）

研究科 専攻
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 合計

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

法学研究科 法律学専攻 修士課程 2 5 7 2 2 4 5 9

経営学研究科 経営学専攻 修士課程 2 3 5 2 1 3 4 4 8

経済学研究科 経済学専攻 修士課程 3 3 3 3

理工学研究科

数学専攻 博士前期課程 4 4 6 6 10 10

情報工学専攻 修士課程 15 4 19 27 1 28 42 5 47

電気電子工学専攻 博士前期課程 39 2 41 37 4 41 76 6 82

材料機能工学専攻 修士課程 25 2 27 21 10 31 46 12 58

応用化学専攻 修士課程 11 4 15 17 3 20 28 7 35

機械工学専攻 修士課程 22 2 24 38 2 40 60 4 64

交通機械工学専攻 修士課程 21 2 23 16 2 18 37 4 41

メカトロニクス工学専攻 修士課程 33 2 35 29 6 35 62 8 70

社会基盤デザイン工学専攻 修士課程 9 9 7 1 8 16 1 17

環境創造学専攻 修士課程 3 1 4 3 3 6 1 7

建築学専攻 修士課程 10 2 12 8 1 9 18 3 21

理工学研究科 計 192 21 213 209 30 239 401 51 452

農学研究科 農学専攻 修士課程 36 13 49 17 23 40 53 36 89

都市情報学研究科 都市情報学専攻 修士課程 2 2 2 2 4 4

総合学術研究科 総合学術専攻 博士前期課程 1 1 1 1

人間学研究科 人間学専攻 修士課程 1 1 1 1 1 1 2

修士課程・博士前期課程　合計 235 43 278 235 55 290 470 98 568

法学研究科 法律学専攻 博士後期課程 1 1 1 1 1 2 3 2 3 5

経営学研究科 経営学専攻 博士後期課程

経済学研究科 経済学専攻 博士後期課程 2 2 2 2

理工学研究科

数学専攻 博士後期課程 1 1 1 1

電気・情報・材料・物質工
学専攻 博士後期課程 1 1 2 2 3 3

機械工学専攻 博士後期課程 3 3 3 3 3 3 9 9

社会環境デザイン工学専攻 博士課程 3 3 4 1 5 7 1 8

理工学研究科 計 4 4 7 7 9 1 10 20 1 21

農学研究科 農学専攻 博士後期課程 4 4 3 3 1 1 8 8

都市情報学研究科 都市情報学専攻 博士後期課程 1 1 1 1 1 1 3 3

総合学術研究科 総合学術専攻 博士後期課程 1 1 1 1

薬学研究科（４年） 薬学専攻 博士課程 3 1 4 4 4 1 1 2 2 4 10 3 13

博士課程・博士後期課程　合計 14 1 15 15 1 16 15 3 18 2 2 4 46 7 53

大学院　合計 249 44 293 250 56 306 15 3 18 2 2 4 516 105 621
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令和６年度（202４年度）大学院入学試験
令和５年度（202３年度）大学院秋季入学試験　日程一覧

■修士（博士前期）課程 分割手続締切日（必着）

研究科 試験区分 資格確認期間（志望書受付期間） 出願期間 入学試験日 合格発表日 一括手続締切日
（必着） 第一次手続 最終手続 委託徴収金

締切日

法学研究科

推薦 〈学内〉一次 2023年　5月　1日（月）〜　5月　8日（月） 2023年　5月22日（月）〜　5月29日（月） 　6月　8日（木） 　6月15日（木）
12月　7日（木） 12月　7日（木） 　3月14日（木）

　3月14日（木）

〈学内〉二次 2023年　7月　4日（火）〜　7月11日（火）＜一般除く＞ 2023年　8月21日（月）〜　8月28日（月） 　9月28日（木） 10月　5日（木）一般・外国人 一次
推薦 〈学内〉三次

2023年12月　4日（月）〜12月11日（月）＜一般除く＞ 2023年12月20日（水）〜2024年1月　5日（金） 　1月27日（土） 　2月16日（金） 　3月14日（木）一般・外国人 二次
社会人

経営学研究科

〈学内〉学部・大学院５年修了プログラム
2023年　7月　4日（火）〜　7月11日（火） 2023年　8月21日（月）〜　8月28日（月） ９月１6日（土） 

※予備日９月１7（日） 　9月27日（水） 12月　7日（木） 12月　7日（木） 　3月14日（木） 　3月14日（木）〈学内特別選考〉
一次外国人・社会人

一般
外国人推薦 一次【2024年度秋季入学】 2023年　9月　4日（月）〜10月　5日（木） 11月　2日（金） 12月　8日（金） 12月　8日（金）

〈学内特別選考〉
二次 2023年11月14日（火）〜11月21日（火）

2023年12月27日（水）〜2024年1月11日（木） 　1月20日（土） 　2月　1日（木） 　2月15日（木） 　2月15日（木） 　3月14日（木） 　3月14日（木）
外国人・社会人
一般

〈特別選考〉社会人
飛び級制度 2024年　1月　5日（金）〜　1月12日（金） 2024年　1月22日（月）〜　1月29日（月） 　2月21日（水） 　2月29日（木） 　3月14日（木）
外国人推薦 二次【2024年度秋季入学】 2024年　2月26日（月）〜　3月22日（金） 　4月19日（金） 2024年5月31日（金） 2024年5月31日（金）

経済学研究科

特別選考
一次

2023年　5月22日（月）〜　5月29日（月） 2023年　6月12日（月）〜　6月19日（月） 　7月　1日（土） 　7月13日（木）
12月　7日（木） 12月　7日（木）

　3月14日（木） 　3月14日（木）

外国人・社会人 2023年　7月　4日（火）〜　7月11日（火） 2023年　8月21日（月）〜　8月25日（金） 　9月16日（土） 　9月27日（水）一般
特別選考

二次 2023年10月10日（火）〜10月17日（火） 2023年11月15日（水）〜11月22日（水） 　1月　6日（土） 　1月26日（金） 　2月15日（木） 　2月15日（木）外国人・社会人
一般

人間学研究科

外国人 一次 2023年　8月21日（月）〜　8月28日（月）＜外国人のみ＞
2023年　9月　8日（金）〜　9月15日（金） 10月　7日（土） 10月16日（月） 12月　7日（木） 12月　7日（木） 　3月14日（木）

　3月14日（木）

一般・社会人

推薦 〈学内〉一次
〈他大学〉一次

外国人 二次 2023年12月11日（月）〜12月18日（月）＜外国人のみ＞
2024年　1月22日（月）〜　1月29日（月） 　2月15日（木） 　2月26日（月） 　3月14日（木）一般・社会人

推薦 〈学内〉二次
〈他大学〉二次

都市情報学研究科

推薦 〈学内〉一次 2023年　4月28日（金）〜　5月　9日（火） 2023年　5月30日（火）〜　6月　6日（火） 　7月　6日（木） 　7月14日（金）

12月　7日（木） 12月　7日（木） 　3月14日（木）

　3月14日（木）

推薦 〈学内〉二次 2023年　9月　5日（火）〜　9月12日（火）
2023年　9月25日（月）〜10月　2日（月） 10月21日（土） 11月　6日（月）外国人・社会人 一次 2023年　7月　3日（月）〜　7月10日（月）

一般
推薦 〈学内〉三次 2023年11月28日（火）〜12月　5日（火）

2023年12月20日（水）〜2024年1月　9日（火） 　1月24日（水） 　2月　7日（水） 　3月14日（木）外国人・社会人 二次 2023年10月　2日（月）〜10月10日（火）
一般

理工学研究科

一般・外国人 一次 2023年　4月　3日（月）〜　4月17日（月）<外国人のみ>
2023年　5月　8日（月）〜　5月29日（月）
※材料機能工学専攻のみ5月8日（月)〜5月15日（月）

7月1日（土） 
予備日：7月8日（土） 　8月　2日（水） 12月　7日（木） 12月　7日（木）

　3月14日（木） 　3月14日（木）
推薦 〈学内〉 ※学内推薦基準案内は2023年4月上旬に本部棟掲示板に掲示。

〈他大学〉
飛び級制度 出願期間前まで

2023年11月13日（月）〜11月20日（月） 1月6日（土） 
予備日：1月7日（日） 　1月26日（金） 　2月15日（木） 　2月15日（木）一般・外国人 二次 2023年10月　2日（月）〜10月10日（火）<一般除く>社会人

農学研究科

推薦 〈学内〉 2023年　5月　8日（月）〜　5月19日（金） 　6月10日（土） 　6月23日（金） 12月　7日（木） 12月　7日（木） 　3月14日（木） 　3月14日（木）
外国人 【2023年度秋季入学】 2023年　4月10日（月）〜　4月17日（月） 2023年　5月15日（月）〜　5月22日（月） 　8月21日（月） 　8月21日（月）

一般・外国人 一次 2023年　7月10日（月）〜　7月18日（火）<外国人のみ> 2023年　8月21日（月）〜　8月28日（月） 　9月23日（土） 10月　6日（金） 12月　7日（木） 12月　7日（木）
　3月14日（木） 　3月14日（木）二次 2023年10月10日（火）〜10月16日（月）<一般除く> 2023年11月13日（月）〜11月20日（月） 12月　9日（土） 12月22日（金） 　2月15日（木） 　2月15日（木）社会人

総合学術研究科

一般 【2023年度秋季入学】
2023年　6月12日（月）〜　6月19日（月） 　7月　1日（土） 　7月13日（木）

　8月21日（月） 　8月21日（月）外国人・社会人 2023年　5月15日（月）〜　5月22日（月）

推薦
〈学内〉一次

12月　7日（木） 12月　7日（木） 　3月14日（木）

　3月14日（木）

〈他大学〉一次
〈学内〉二次

2023年　9月12日（火）〜　9月19日（火） 　9月30日（土） 10月12日（木）一般 一次外国人・社会人 2023年　8月14日（月）〜　8月21日（月）

推薦 〈学内〉三次

2024年　1月15日（月）〜　1月22日（月） 　2月24日（土） 　2月29日（木） 　3月14日（木）〈他大学〉二次
一般 二次外国人・社会人 2023年12月　4日（月）〜12月11日（月）

■博士・博士後期 分割手続締切日（必着）

研究科 試験区分 資格確認期間（志望書受付期間） 出願期間 入学試験日 合格発表日 一括手続締切日
（必着） 第一次手続 最終手続 委託徴収金

締切日

法学研究科 外国人 2023年12月12日（火）〜12月19日（火）<外国人のみ> 2024年　1月　9日（火）〜　1月16日（火） 　2月17日（土） 　3月　5日（火） 　3月14日（木） 　3月14日（木）一般・社会人

経営学研究科
〈学内特別選考〉

【2023年度秋季入学】 2023年　6月19日（月）〜　6月23日（金）<外国人のみ> 2023年　6月27日（火）〜　7月　6日（木） 　7月13日（木） 　7月28日（金） 　8月21日（月） 　8月21日（月）

2024年　1月　5日（金）〜　1月12日（金） 2024年　1月22日（月）〜　1月29日（月） 　2月21日（水） 　2月29日（木） 　3月14日（木） 　3月14日（木）外国人・社会人
一般

経済学研究科 一般 2023年11月15日（水）〜11月22日（水） 　1月　6日（土） 　1月26日（金） 　2月15日（木） 　2月15日（木） 　3月14日（木） 　3月14日（木）外国人・社会人 2023年10月10日（火）〜10月17日（火）

都市情報学研究科

推薦 〈学内〉一次 2023年　9月　5日（火）〜　9月12日（火）
2023年　9月25日（月）〜10月　2日（月） 10月21日（土） 11月　6日（月） 12月　7日（木） 12月　7日（木） 　3月14日（木）

　3月14日（木）

外国人・社会人 一次 2023年　7月　3日（月）〜　7月10日（月）
一般
推薦 〈学内〉二次 2023年11月28日（火）〜12月　5日（火）

2023年12月20日（水）〜2024年　1月　9日（火） 　1月24日（水） 　2月　7日（水） 　3月14日（木）外国人・社会人 二次 2023年10月　2日（月）〜10月10日（火）
一般

理工学研究科 一般 一次 2023年　5月　8日（月）〜　5月15日（月） 7月1日（土） 
予備日：7月8日（土） 　8月　2日（水） 12月　7日（木） 12月　7日（木）

　3月14日（木） 　3月14日（木）二次 2023年11月13日（月）〜11月20日（月） 1月6日（土） 
予備日：1月7日（日） 　1月26日（金） 　2月15日（木） 　2月15日（木）外国人・社会人 2023年10月　2日（月）〜10月10日（火）

農学研究科

外国人 【2023年度秋季入学】 2023年　4月10日（月）〜　4月17日（月） 2023年　5月15日（月）〜　5月22日（月） 　6月10日（土） 　6月23日（金） 　8月21日（月） 　8月21日（月）
推薦 〈学内〉

2024年　1月　3日（水）〜　1月　9日（火） 　1月24日（水） 　2月　1日（木） 　3月14日（木） 　3月14日（木）一般
外国人・社会人 2023年11月22日（水）〜11月28日（火）

薬学研究科

推薦 一次 2023年　6月　9日（金）〜　6月16日（金） 　7月　1日（土） 　7月21日（金）

12月　7日（木） 12月　7日（木） 　3月14日（木）
　3月14日（木）

二次
2023年　9月11日（月）〜　9月19日（火） 10月　7日（土） 10月20日（金）一般 一次外国人・社会人 2023年　8月18日（金）〜　8月25日（金）

一般 二次 2024年　1月12日（金）〜　1月19日（金） 　2月　3日（土） 　2月16日（金） 　3月14日（木）外国人・社会人 2023年11月24日（月）〜12月　1日（金）

総合学術研究科

一般 【2023年度秋季入学】
2023年　6月12日（月）〜　6月19日（月） 　7月　1日（土） 　7月13日（木）

　8月21日（月） 　8月21日（月）外国人・社会人 2023年　5月15日（月）〜　5月22日（月）

推薦 〈学内〉一次

12月　7日（木） 12月　7日（木） 　3月14日（木）

　3月14日（木）

〈他大学〉一次
一般 一次 2023年　9月12日（火）〜　9月19日（火） 　9月30日（土） 10月12日（木）外国人・社会人 2023年　8月14日（月）〜　8月21日（月）

推薦 〈学内〉二次
〈他大学〉二次

2024年　1月15日（月）〜　1月22日（月） 　2月24日（土） 　2月29日（木） 　3月14日（木）一般 二次外国人・社会人 2023年12月　4日（月）〜12月11日（月）
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【大学院】修士（博士前期）課程

修士（博士前期）課程の社会人で長期履修制度の申請が承認された学生用

博士（博士後期）課程

学　
　

年
納入時期 学 費

法学研究科
経営学研究科
経済学研究科

理工学研究科 農学研究科 都市情報学研究科 人間学研究科 総合学術研究科

１　

年　

次

入
学
手
続
時

入
学
手
続
締
切
日

入 学 金 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000
授 業 料 265,000 320,000 310,000 345,000 290,000 350,000
実 験 実習費 ― 60,000 60,000 ― ― ―
施 設 費 40,000 50,000 50,000 50,000 40,000 50,000
小 計 435,000 560,000 550,000 525,000 460,000 530,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 265,000 320,000 310,000 345,000 290,000 350,000
実 験 実習費 ― 60,000 60,000 ― ― ―
施 設 費 40,000 50,000 50,000 50,000 40,000 50,000
小 計 305,000 430,000 420,000 395,000 330,000 400,000

年額合計 740,000 990,000 970,000 920,000 790,000 930,000

２　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 265,000 320,000 310,000 345,000 290,000 350,000
実 験 実習費 ― 60,000 60,000 ― ― ―
施 設 費 40,000 50,000 50,000 50,000 40,000 50,000
小 計 305,000 430,000 420,000 395,000 330,000 400,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 265,000 320,000 310,000 345,000 290,000 350,000
実 験 実習費 ― 60,000 60,000 ― ― ―
施 設 費 40,000 50,000 50,000 50,000 40,000 50,000
小 計 305,000 430,000 420,000 395,000 330,000 400,000

年額合計 610,000 860,000 840,000 790,000 660,000 800,000
2年間　合計 1,350,000 1,850,000 1,810,000 1,710,000 1,450,000 1,730,000

学　
　

年
納入時期 学 費

法学研究科
経営学研究科
経済学研究科

理工学研究科 農学研究科 都市情報学研究科 人間学研究科 総合学術研究科

3年修了 4年修了 3年修了 4年修了 3年修了 4年修了 3年修了 4年修了 3年修了 4年修了 3年修了 4年修了

１　
　

年　
　

次

入
学
手
続
時

入
学
手
続
締
切
日

入 学 金 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000
授 業 料 190,000 152,500 223,000 174,500 216,500 170,000 242,000 190,500 206,500 165,000 245,000 192,500
実 験 実習費 ― ― 42,000 33,000 42,000 33,000 ― ― ― ― ― ―
施 設 費 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
小 計 350,000 307,500 433,000 369,500 426,500 365,000 410,000 352,500 366,500 320,000 413,000 354,500

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 190,000 152,500 223,000 174,500 216,500 170,000 242,000 190,500 206,500 165,000 245,000 192,500
実 験 実習費 ― ― 42,000 33,000 42,000 33,000 ― ― ― ― ― ―
施 設 費 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
小 計 220,000 177,500 303,000 239,500 296,500 235,000 280,000 222,500 236,500 190,000 283,000 224,500

年額合計 570,000 485,000 736,000 609,000 723,000 600,000 690,000 575,000 603,000 510,000 696,000 579,000

２　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 190,000 152,500 223,000 174,500 216,500 170,000 242,000 190,500 206,500 165,000 245,000 192,500
実 験 実習費 ― ― 42,000 33,000 42,000 33,000 ― ― ― ― ― ―
施 設 費 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
小 計 220,000 177,500 303,000 239,500 296,500 235,000 280,000 222,500 236,500 190,000 283,000 224,500

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 190,000 152,500 223,000 174,500 216,500 170,000 242,000 190,500 206,500 165,000 245,000 192,500
実 験 実習費 ― ― 42,000 33,000 42,000 33,000 ― ― ― ― ― ―
施 設 費 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
小 計 220,000 177,500 303,000 239,500 296,500 235,000 280,000 222,500 236,500 190,000 283,000 224,500

年額合計 440,000 355,000 606,000 479,000 593,000 470,000 560,000 445,000 473,000 380,000 566,000 449,000

３　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 190,000 152,500 223,000 174,500 216,500 170,000 242,000 190,500 206,500 165,000 245,000 192,500
実 験 実習費 ― ― 42,000 33,000 42,000 33,000 ― ― ― ― ― ―
施 設 費 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
小 計 220,000 177,500 303,000 239,500 296,500 235,000 280,000 222,500 236,500 190,000 283,000 224,500

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 190,000 152,500 223,000 174,500 216,500 170,000 242,000 190,500 206,500 165,000 245,000 192,500
実 験 実習費 ― ― 42,000 33,000 42,000 33,000 ― ― ― ― ― ―
施 設 費 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
小 計 220,000 177,500 303,000 239,500 296,500 235,000 280,000 222,500 236,500 190,000 283,000 224,500

年額合計 440,000 355,000 606,000 479,000 593,000 470,000 560,000 445,000 473,000 380,000 566,000 449,000

４　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 152,500 174,500 170,000 190,500 165,000 192,500
実 験 実習費 ― 33,000 33,000 ― ― ―
施 設 費 25,000 32,000 32,000 32,000 25,000 32,000
小 計 177,500 239,500 235,000 222,500 190,000 224,500

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 152,500 174,500 170,000 190,500 165,000 192,500
実 験 実習費 ― 33,000 33,000 ― ― ―
施 設 費 25,000 32,000 32,000 32,000 25,000 32,000
小 計 177,500 239,500 235,000 222,500 190,000 224,500

年額合計 355,000 479,000 470,000 445,000 380,000 449,000
総計 1,450,000 1,550,000 1,948,000 2,046,000 1,909,000 2,010,000 1,810,000 1,910,000 1,549,000 1,650,000 1,828,000 1,926,000

学　

年
納入時期 学 費

法学研究科
経営学研究科
経済学研究科

理工学研究科 農学研究科 都市情報学研究科 薬学研究科 総合学術研究科

１　
　

年　
　

次

入
学
手
続
時

入
学
手
続
締
切
日

入 学 金 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000
授 業 料 265,000 320,000 310,000 345,000 320,000 350,000
実 験 実習費 ― 60,000 60,000 ― 60,000 ―
施 設 費 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000
小 計 435,000 560,000 550,000 525,000 560,000 530,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 265,000 320,000 310,000 345,000 320,000 350,000
実 験 実習費 ― 60,000 60,000 ― 60,000 ―
施 設 費 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000
小 計 305,000 430,000 420,000 395,000 430,000 400,000

年額合計 740,000 990,000 970,000 920,000 990,000 930,000

２　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 265,000 320,000 310,000 345,000 320,000 350,000
実 験 実習費 ― 60,000 60,000 ― 60,000 ―
施 設 費 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000
小 計 305,000 430,000 420,000 395,000 430,000 400,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 265,000 320,000 310,000 345,000 320,000 350,000
実 験 実習費 ― 60,000 60,000 ― 60,000 ―
施 設 費 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000
小 計 305,000 430,000 420,000 395,000 430,000 400,000

年額合計 610,000 860,000 840,000 790,000 860,000 800,000

３　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 265,000 320,000 310,000 345,000 320,000 350,000
実 験 実習費 ― 60,000 60,000 ― 60,000 ―
施 設 費 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000
小 計 305,000 430,000 420,000 395,000 430,000 400,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 265,000 320,000 310,000 345,000 320,000 350,000
実 験 実習費 ― 60,000 60,000 ― 60,000 ―
施 設 費 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000
小 計 305,000 430,000 420,000 395,000 430,000 400,000

年額合計 610,000 860,000 840,000 790,000 860,000 800,000
3年間　合計 1,960,000 2,710,000 2,650,000 2,500,000 2,530,000

学　

年
納入時期 学 費 薬学研究科

４　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 320,000
実 験 実習費 60,000
施 設 費 50,000
小 計 430,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 320,000
実 験 実習費 60,000
施 設 費 50,000
小 計 430,000

年額合計 860,000
4年間合計 3,570,000

学費等　○入学金・授業料等（令和3年度入学生） 　留年した場合の学費の額は、該当学年の授業料・実験実習費・施設費相当額です。

（単位 : 円）

（単位 : 円）

（単位 : 円）

（注）在学期間を短縮した場合は、短縮した年数の学費総額との差額を納入していただきます。
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博士後期課程の社会人で長期履修制度の申請が承認された学生用
学　
　

年
納入時期 学 費

法学研究科
経営学研究科
経済学研究科

理工学研究科 農学研究科 都市情報学研究科 薬学研究科 総合学術研究科

4年修了 5年修了 6年修了 4年修了 5年修了 6年修了 4年修了 5年修了 6年修了 4年修了 5年修了 6年修了 5年修了 6年修了 7年修了 8年修了 4年修了 5年修了 6年修了

１　
　

年　
　

次

入
学
手
続
時

入
学
手
続
締
切
日

入 学 金 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000
授 業 料 208,500 175,000 152,500 245,000 200,000 170,000 237,500 194,000 165,000 266,000 219,000 187,500 266,000 230,000 204,500 185,000 270,000 222,000 190,000
実 験 実習費 ― ― ― 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 ― ― ― 48,000 40,000 34,000 30,000 ― ― ―
施 設 費 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
小 計 371,000 333,000 307,500 465,000 408,000 370,000 457,500 402,000 365,000 438,500 387,000 352,500 484,000 433,500 397,000 370,000 442,500 390,000 355,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 208,500 175,000 152,500 245,000 200,000 170,000 237,500 194,000 165,000 266,000 219,000 187,500 266,000 230,000 204,500 185,000 270,000 222,000 190,000
実 験 実習費 ― ― ― 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 ― ― ― 48,000 40,000 34,000 30,000 ― ― ―
施 設 費 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
小 計 241,000 203,000 177,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 312,500 260,000 225,000

年額合計 612,000 536,000 485,000 800,000 686,000 610,000 785,000 674,000 600,000 747,000 644,000 575,000 838,000 737,000 664,000 610,000 755,000 650,000 580,000

２　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 208,500 175,000 152,500 245,000 200,000 170,000 237,500 194,000 165,000 266,000 219,000 187,500 266,000 230,000 204,500 185,000 270,000 222,000 190,000
実 験 実習費 ― ― ― 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 ― ― ― 48,000 40,000 34,000 30,000 ― ― ―
施 設 費 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
小 計 241,000 203,000 177,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 312,500 260,000 225,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 208,500 175,000 152,500 245,000 200,000 170,000 237,500 194,000 165,000 266,000 219,000 187,500 266,000 230,000 204,500 185,000 270,000 222,000 190,000
実 験 実習費 ― ― ― 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 ― ― ― 48,000 40,000 34,000 30,000 ― ― ―
施 設 費 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
小 計 241,000 203,000 177,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 312,500 260,000 225,000

年額合計 482,000 406,000 355,000 670,000 556,000 480,000 655,000 544,000 470,000 617,000 514,000 445,000 708,000 607,000 534,000 480,000 625,000 520,000 450,000

３　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 208,500 175,000 152,500 245,000 200,000 170,000 237,500 194,000 165,000 266,000 219,000 187,500 266,000 230,000 204,500 185,000 270,000 222,000 190,000
実 験 実習費 ― ― ― 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 ― ― ― 48,000 40,000 34,000 30,000 ― ― ―
施 設 費 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
小 計 241,000 203,000 177,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 312,500 260,000 225,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 208,500 175,000 152,500 245,000 200,000 170,000 237,500 194,000 165,000 266,000 219,000 187,500 266,000 230,000 204,500 185,000 270,000 222,000 190,000
実 験 実習費 ― ― ― 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 ― ― ― 48,000 40,000 34,000 30,000 ― ― ―
施 設 費 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
小 計 241,000 203,000 177,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 312,500 260,000 225,000

年額合計 482,000 406,000 355,000 670,000 556,000 480,000 655,000 544,000 470,000 617,000 514,000 445,000 708,000 607,000 534,000 480,000 625,000 520,000 450,000

４　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 208,500 175,000 152,500 245,000 200,000 170,000 237,500 194,000 165,000 266,000 219,000 187,500 266,000 230,000 204,500 185,000 270,000 222,000 190,000
実 験 実習費 ― ― ― 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 ― ― ― 48,000 40,000 34,000 30,000 ― ― ―
施 設 費 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
小 計 241,000 203,000 177,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 312,500 260,000 225,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 208,500 175,000 152,500 245,000 200,000 170,000 237,500 194,000 165,000 266,000 219,000 187,500 266,000 230,000 204,500 185,000 270,000 222,000 190,000
実 験 実習費 ― ― ― 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 ― ― ― 48,000 40,000 34,000 30,000 ― ― ―
施 設 費 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
小 計 241,000 203,000 177,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 312,500 260,000 225,000

年額合計 482,000 406,000 355,000 670,000 556,000 480,000 655,000 544,000 470,000 617,000 514,000 445,000 708,000 607,000 534,000 480,000 625,000 520,000 450,000

５　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 175,000 152,500 200,000 170,000 194,000 165,000 219,000 187,500 266,000 230,000 204,500 185,000 222,000 190,000
実 験 実習費 ― ― 40,000 35,000 40,000 35,000 ― ― 48,000 40,000 34,000 30,000 ― ―
施 設 費 28,000 25,000 38,000 35,000 38,000 35,000 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 38,000 35,000
小 計 203,000 177,500 278,000 240,000 272,000 235,000 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 260,000 225,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 175,000 152,500 200,000 170,000 194,000 165,000 219,000 187,500 266,000 230,000 204,500 185,000 220,000 190,000
実 験 実習費 ― ― 40,000 35,000 40,000 35,000 ― ― 48,000 40,000 34,000 30,000 ― ―
施 設 費 28,000 25,000 38,000 35,000 38,000 35,000 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 38,000 35,000
小 計 203,000 177,500 278,000 240,000 272,000 235,000 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 260,000 225,000

年額合計 406,000 355,000 556,000 480,000 544,000 470,000 514,000 445,000 708,000 607,000 534,000 480,000 520,000 450,000

６　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 152,500 170,000 165,000 187,500 230,000 204,500 185,000 190,000
実 験 実習費 ― 35,000 35,000 ― 40,000 34,000 30,000 ―
施 設 費 25,000 35,000 35,000 35,000 33,500 28,500 25,000 35,000
小 計 177,500 240,000 235,000 222,500 303,500 267,000 240,000 225,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 152,500 170,000 165,000 187,500 230,000 204,500 185,000 190,000
実 験 実習費 ― 35,000 35,000 ― 40,000 34,000 30,000 ―
施 設 費 25,000 35,000 35,000 35,000 33,500 28,500 25,000 35,000
小 計 177,500 240,000 235,000 222,500 303,500 267,000 240,000 225,000

年額合計 355,000 480,000 470,000 445,000 607,000 534,000 480,000 450,000

７　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 204,500 185,000
実 験 実習費 34,000 30,000
施 設 費 28,500 25,000
小 計 267,000 240,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 204,500 185,000
実 験 実習費 34,000 30,000
施 設 費 28,500 25,000
小 計 267,000 240,000

年額合計 534,000 480,000

８　
　

年　
　

次

前　
　

期

５
月
10
日

授 業 料 185,000
実 験 実習費 30,000
施 設 費 25,000
小 計 240,000

後　
　

期

10
月
10
日

授 業 料 185,000
実 験 実習費 30,000
施 設 費 25,000
小 計 240,000

年額合計 480,000
総計 2,058,000 2,160,000 2,260,000 2,810,000 2,910,000 3,010,000 2,750,000 2,850,000 2,950,000 2,598,000 2,700,000 2,800,000 3,670,000 3,772,000 3,868,000 3,970,000 2,630,000 2,730,000 2,830,000

（単位 : 円）

（注）在学期間を短縮した場合は、短縮した年数の学費総額との差額を納入していただきます。
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研究生　研究料

（単位 : 円）

（単位 : 円）

※理科系…理工学研究科／農学研究科／薬学研究科
※文科系…法学研究科／経営学研究科／経済学研究科／人間学研究科／都市情報学研究科

研究内容
大学院

6ヶ月の金額

理科系
実験実習を伴う研究（実験） 184,800

実験実習を伴わない研究（非実験） 162,000

総合学術研究科（実験・非実験とも） 162,000

文 科 系 の 専 門 事 項 に 関 す る 研 究 142,800

研究科
科目等履修料 実験実習費

一般 本学卒業生・本学卒業見込者 一般 本学卒業生・本学卒業見込者

法 学 研 究 科 28,600 14,300 ― ―

経 営 学 研 究 科 28,600 14,300 ― ―

経 済 学 研 究 科 28,600 14,300 ― ―

理 工 学 研 究 科 32,500 16,200 40,000 20,000 

農 学 研 究 科 32,500 16,200 （募集なし） （募集なし）

人 間 学 研 究 科 28,600 14,300 ― ―

都市情報学研究科 28,600 14,300 ― ―

総 合 学 術 研 究 科 32,500 16,200 ― ―

薬 学 研 究 科 32,500 16,200 （募集なし） （募集なし）

科目等履修生　科目等履修料・実験実習費用
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天白キャンパス
■総合学術研究科　■法学研究科

八事キャンパス
■薬学研究科

ナゴヤドーム前キャンパス
■都市情報学研究科　■人間学研究科

■理工学研究科　■農学研究科
■経営学研究科　■経済学研究科

名城大学学務センター
TEL.052-832-1151（代） 〒468-8502 名古屋市天白区塩釜口一丁目501番地 https://www.meijo-u.ac.jp/

2023.07

■天白キャンパス
地下鉄東山線「伏見」駅、地下鉄名城線「上前津」駅・「八事」駅、地下鉄桜通線「丸の内」駅・「御器所」駅、
JR中央線「鶴舞」駅の各駅から地下鉄鶴舞線「赤池」「豊田市」行に乗りかえ、「塩釜口」駅下車、1番出口徒歩約4分

■八事キャンパス
地下鉄鶴舞線・名城線「八事」駅下車、6番出口徒歩約6分

■ナゴヤドーム前キャンパス
JR中央本線・名鉄瀬戸線「大曽根」駅下車徒歩10分
地下鉄名城線「ナゴヤドーム前矢田」駅下車徒歩3分
ゆとりーとライン「ナゴヤドーム前矢田」駅下車徒歩5分

JR線
名鉄線
地下鉄鶴舞線
地下鉄名城線・名港線
地下鉄桜通線
地下鉄東山線
地下鉄上飯田線
あおなみ線

犬山

上小田井

久屋大通

栄
栄町栄町

大曽根 ナゴヤナゴヤナゴヤナゴヤナゴヤナゴヤナゴヤナゴヤナゴヤ
ドーム前矢田ドーム前矢田ドーム前矢田ドーム前矢田ドーム前矢田ドーム前矢田ドーム前矢田ドーム前矢田ドーム前矢田ドーム前矢田 砂田橋

千種 今池

尾張瀬戸

至中津川

本山 藤が丘

御器所 八事 塩釜口

至豊橋

赤池

日進

鶴舞上前津

金山

名古屋港

中部国際空港

常滑

神宮前

新瑞橋 野並 徳重

金城ふ頭

丸の内

伏見中村区役所中村区役所

名古屋

高畑

上飯田上飯田

平安通

多治見

春日井春日井

可児西可児西可児

西春

名鉄小牧線

JR東海道本線

名鉄常滑線・空港線

JR中央本線

名鉄豊田線

名鉄瀬戸線

名鉄広見線

附属高等学校

春日井（鷹来）
キャンパス附属農場

八事キャンパス

天白キャンパス

ナゴヤドーム前キャンパス
東枇杷島

栄生

名城大学大学院ガイド
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